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◆伝説を語る者





　夕暮れの教室で。

　クラス委員長の三枝さえぐささんとたった二人きり……じっと見つめ合う。それが色っぽかったりするイベントではないのは確かだが、ドキドキするものであることは確かだった。

「と、言うわけでですね、モンジ君」

「俺おれの名前は一いち文もん字じ疾風はやて。疾しつ風ぷうと書いてハヤテと読むかっちょいい名前があるんだから、そっちで覚えようぜ三枝さん」

「あははっ、可愛かわいいと思いますけど、モンジって名前」

　女の子に『可愛い』って言われるならいいかな、とは思えるのだが。

　まあ、お約束みたいなものだ。

「さておき、お話しますよ」

「うむ」

　放課後の教室に呼び出されて二人っきり。どんな話が始まるのだろうか。

　そう身構えていたらば。

「私の友達の友達が実際に体験した話なんですけど……」

　……ああ、やっぱりドキドキする話なんかじゃなかった。

　三枝さえぐささんの『いつものオカルトちっくな噂うわさ話ばなし』が始まるだけだった。

　ちょっとでもドキドキして「もしかして……？」と思った純情な俺おれがバカだった。

「って、なんですか？　その、『また始まったよ、こいつ』みたいなお顔は」

「いや、また始まったじゃないか。わざわざ放課後に呼び出してまでする話じゃないんじゃないかと思ってしまうわけだよ、俺は」

　とほほ、と思ってしまうのも否めない。三枝さんはクラスでは地味めな印象で通っている少女だが……俺は知っている。あの眼鏡めがねの下には大変愛らしい笑顔。そして制服の下には、ちょっとびっくりするくらい悩ましいボディを持っているということを。だから、男子たちがあまり注目していない中、この一いち文もん字じ疾風はやての目だけは彼女を追い続けていたのだ。

「もう。この話はほんと、実際にあったお話なんですってば。そんな、こんな可愛かわいい美少女を捕まえて、狼おおかみ少年を見るような視線で見ないで下さいよ。まあ、熱っぽい視線で見られてもノーサンキューですけどね。私は心に決めた人がいますから」

「なんだと……！」

「あれ、言ってませんでしたっけ。私は、とっても好きな人がいるんです。それはもう、バリバリ大好きですよ！」

「そ、そっかぁ、まあ、そうだよなあ。この歳としになったら好きな人の一人や二人、いて当たり前だったりするもんなあ……」

「そういうことです。ふふっ」

　なんだか眼鏡の奥でいたずらっぽく笑われてしまった。その挑発的な視線には思わず反発したくなるが、まあいい。ここは話を聞いてやることにしよう。

「っと、そういう話は今はいいんです。そう、友達の友達にあった、本当の話ですよ」

「おう」

　どうやら三枝さんは、どうしてもその話をしたいらしい。

　まあ、話し好きの彼女のことだ。別に相手は俺でなくてもいいのだろうけれど、たまたま手近にいたのが俺だった、とかそんな理由だったのだろう。放課後にも暇してそうで、なんかノリが良さそうな人。まあ、本当の話と言うからには、かなり面白い話なのかもしれないし。この話題をきっかけにして、三枝さんとももっと仲良くなれたりしたら俺としても嬉うれしい限りだ。うん。ちょっと興味をそそられたら、家に帰って妹のように大事にしている従姉妹いとこの理り亜あに話してもいいかもしれないもんな。

　そんな風ふうに聞くつもり満々でいたらば。

「なんと、その人は伝説の英雄になったのです！」

　まさかのスケールだった。

　三枝さえぐささんは本当に嬉うれしそうに両手を広げ、ニコニコと俺おれのリアクションを待っている。

　――いや、えーと。……伝説の英雄？　実際にあった話で？

「いやいや……流石さすがにそれは、なあ……」

「……って、なんで露骨にげっそりした顔をしているのですか。いや、本当に彼のお話はマジで凄すごい伝説なんですってば。レジェンドですよ、レジェンド。素敵な響きでしょ？　今時、レジェンドになる男なんていませんよ？　ね、少しは興味を持ちました？」

「いや、そりゃレジェンドになるような男なんてそうそういないと思うけど。……えーとあれか？　歴史の話とかそんなか？」

「いえいえ、めちゃめちゃ最近あったお話ですよ！」

「最近伝説になったのかー」

　なんだろう、今時暴走族が大暴れして伝説になった、とかだろうか。それはそれで、漫画みたいで楽しいとは思うものの。やっぱり俺とはなんの関係もないよな。バイオレンスなものは理り亜あにも話せない内容だし。

「まあ、勝手に話してしまうとしますね。貴方あなたは別に聞いてなくてもいいので、適当に相あい槌づちを打ったり、感心したり、たまに私の美声に酔いしれていて下さい」

「うむ、そうさせて貰もらうよ」

　三枝さんの会話ペースは全く衰えなかった。これはこれで凄い才能だなー、と思う。

「さて、その友達の友達こと、英雄になった彼の事を話しますと……」

　彼女はここでもったいぶるように俺を見ると。

　ニヤッと笑って。

「なんと、彼はハーレムも築いてしまったのです！」

　……ハーレム、だとっ！　その響きにはちょっと憧あこがれるものがあった。

　魅力的な先輩やツンツンしてるけど腐れ縁の素敵な友人、そして目の中に入れても痛くないほど可愛かわいい従姉妹いとこなどが身の回りにいる俺としては、その『ハーレム』というものにちょっぴり憧れを抱いている。総取り出来ればどんなに嬉しいことか……！　と、毎日悶もん々もんとした日々を送っていると言っても過言ではない。

「って、なんでいきなり興味津々なんですか。男の子って、みんなハーレム主義でもあるんですかね？　一人の子が選べないから、いっそみんなを取る！　みたいな。モテモテ幻想みたいなものかもしれませんね。ま、あらかた幻想なんですけれど」

　グサグサと三枝さんの言葉が胸に刺さった。

「い、いや、それはだな……」

「だって、そういう時の女の子って、めちゃめちゃ嫉しつ妬と深ぶかいですよー？　『あの女にもしたんだから、私にもすべきである！　むしろしろ！』みたいなことばっかりになりますよ？　具体的には、そうですね、プレゼント選びとかかなり大変です。全員全く同じ値段で、なおかつ同じ時間悩んだものであり、さらにそれぞれ別の物を用意しないといけませんからね！」

　そうか、そういうこともあるのか。確かに、嫉しつ妬とというのは結構由々しき問題だ。全員同じ値段、というのはなんとかクリア出来るにしても「同じ時間悩んで」というのは中々難しい。つまり『同格』でないと嫌だ、ということなのだろう。

「そういう気遣い出来ますか？　思いも寄らなかったでしょう。『みんなに好かれているからそういうのは大丈夫だー』なんて都合のいいことは一切ありません。女の子なんてものは、全員が全員『自分は特別に愛されたい』と思っているのですから、自分がその特別な一人じゃないって解わかった瞬間には『グサーッ！』ですよ、『グサーッ！』。しかも、『グリグリ』っとされて、もう内臓は修復不可能なレベル。よしんば生き残ったとしても、まともな生活は出来ないようにするわけです。ひええ、女って怖いですねぇ」

「……すみませんでした」

「はい、よろしい」

　三枝さえぐささんはまくし立てて満足したのか、とてもすっきりした顔をしてらっしゃった。

　そうか、グサーッ、か……。なんだろうな、背中の辺りがちょっとむずむずする。

「っとと。思いっきり脱線してしまいました。そういう話ではないのです。まあ、そういう話もなくもないですが、本題はそこではありません。ええと、なんでしたっけ。そうそう、伝説の英雄になった少年の話でしたね」

「ああ、うん。確かに、そいつはそんなハーレムをきちんと作り上げたんだったら、そりゃあ伝説にもなれるよなと思ったよ」

　全部の女の子に平等にしたんだろうか。それとも誰だれかを選んだ上で、まだ他ほかの女の子たちが側にいてくれたんだろうか。――或あるいは誰も選ばないことで、みんなとずっと仲良くしていたのだろうか。

『ずっと仲良く』なんて出来るのだろうか？

　このままじっとしていれば、先輩は卒業してしまう。俺おれたちだって来年は三年生だから、卒業まであと少しだ。そうなってしまえば学校で当たり前に会えていた奴やつらとは少しずつ疎遠になったっておかしくないだろう。新しい進学先、新しい場所では新しい友だちだって出来るだろうしな。そうなったらますます距離が離れても仕方ないかもしれない。

　――そんな状態になるかもしれないのに。そいつはハーレムなんて……ずっと続けられる、素敵な関係を築くことが出来たってことなのか？

「なんだか深刻なお顔をされていますが」

「ん？　あ、ああ、すまんすまん。えーと、伝説だっけ」

「ええ。都市伝説ってご存知ですか？」

「……都市伝説？」

　なんだろう。耳に残っているこの響き。

「そう、都市伝説。アーバンレジェンド。俗に『フォークロア』っていう言葉で語られる、とか言われていますけれど。俗にって言う割にそんな単語滅多に聞きませんよね。近所のおばちゃんとかが『そういや最近のフォークロアがさあ、ガハハ』とか話していたら、ハイカラ過ぎると思いますもん」

　確かにそんな近所のおばちゃんがいたらびっくりだな。

　いや、でも聞きかじった言葉を使いたがるおばちゃんならいるのかもしれん。

「まあ、たまにファッション用語で聞くくらいです。民族衣装ちっくな服のことですよ」

「そうなのか」

「後で検索してみるといいです！」

　なるほど。今の時代はなんでもネットで調べれば出てくるというわけか。

　いずれパソコンなんか使わなくても、携帯電話みたいな端末でスススッと調べたり出来たりしちゃうようになるのかもしれないな。

「そんなわけで、都市伝説って言葉はご存知ですよね？」

「ああ、聞いたことはあるよ。あんまり具体的な内容は知らないけどな」

「まあ、ほとんどが眉まゆ唾つばなものだらけですが、実在してなくもなさそうな身近なお話。内容はホラーが多めだけど、どこかコミカルチックな匂においも残しているからか、割と広い年齢層に受け入れられている、気軽な世間話の伝説たち。それが都市伝説です」

「へえ……なるほどなあ」

　怖い話ばっかりだと嫌がる人もいるだろう。だけど、コメディ要素であったり面白要素があったりするおかげで、不気味だけどちょっと不思議、くらいで済むようになっているのかもしれない。ガチホラーよりコメディホラーの方が見み易やすい、みたいなものか。

「んで、彼はその都市伝説になったのです。以上、おしまい」

「…………」

　おしまい、の続きを待ってしまう俺おれと。

「…………」

　もう語ることは全すべて終えた！　という雰囲気の三枝さえぐささん。

「いやいやいやいやいや」

「……ん？　なんですか？　もっと詳しいことが知りたそうな顔をしてますね」

「そりゃ、そこで終わったら気になるだろ、というか何も話してないだろそれ！」

「おお。ひょっとして興味あるんですか？　この、都市伝説」

「ん……まあ、な」

　実際はそこまで興味なんて持っていなかったはずだった。

　だけど、三枝さえぐささんの語り口が上う手まいのか。それとも……なんだかずっと胸にもやもやするものがあるせいなのか。とにかく俺おれはこれで引き下がるわけにはいかなかったのだ。

「へえ、意外なところに興味を持たれるんですね。もっと、隣となりのクラスに可愛かわいい子がいるとか、あの子は着き痩やせするタイプだから本当はすんごいスタイルがいいとか、そういう話が聞きたいのかと思いましたが」

「え、誰だれ、誰？」

「ああ、その話も興味津々ですね。ま、それはまた今度にしましょうか」

「是非頼む！」

　流石さすがは三枝さん。そういう情報網もかなりのものだ。

「貴方あなたが狙ねらっている子のスタイルの話題も楽しそうではありますが」

「っ!!」

　狙っている子、と言えばそりゃあもう先輩に違いない。自他共に認める詩し穂ほ先輩好きーとしては、先輩のスタイルの話には食いつかざるを得まい！

「さておきまして」

「くそっ、さておかれた……！」

　三枝さんの巧みな会話に翻ほん弄ろうされっぱなしの俺。

「では、早速その『都市伝説』の英雄になった彼のお話をするとしましょうかね」

「ああ、頼む。ってか、さっきから伝説伝説言ってるけど、つまりその男は『都市伝説』だから伝説なんだな？」

「まあ、そういうことになります」

　人々の噂うわさ話ばなしで広がる伝説の英雄。いったいどんなヤツなんだ。

「えーと。……そうですねえ……これから挙げる三つの中から、選んでみるってのはどうでしょう？」

「うん？」



「一番。追ってくる呪のろいの人形。

　二番。消えた花はな子こさん。

　三番。魔ま女じよ喰ぐいの魔女」



　三枝さんが上げた三つの話は。

　何な故ぜかどれもこれも……胸にかなりの痛みを過よぎらせるのに充分だった。

　途端に、動どう悸きが激しくなる。息切れがする。めまいがする。ぶわっと額ひたいから汗が流れ出し、居ても立ってもいられないような苦しさが俺の全身を走る。そう、まるで……まるで、体中に何かがいるかのように。

　なんだ？　なんでこの感覚を俺おれは知っているんだ？　こんなの初めてなはずなのに、どうしてこの体の中の違和感を知っているんだ？

　三枝さえぐささんは、そんな俺を見ていた。

　ただじっと、いつもの顔で……いつもの顔で？

　俺の知っている三枝さんは、こんな顔をしていただろうか。

　そもそも三枝さんとは……。

「どうしました、じっと私を見つめて。……ああ、さっきの伝説の彼が入っていない？　ええ、そうですとも。何な故ぜなら彼は──これらの伝説を手に入れた、真の伝説マスター」

　三枝さんは勝手に言葉を続ける。

　そして、その続きになる言葉が俺にとって。

　致命打になることを知っていて――。

　それでも、彼女は。

　こいつは、俺にここで言い切ったのだ。





　全すべてを再び、俺に選ばせる為ために。





「『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』の主人公ですからね」



    

  
    
      


◆真最終話：‥“〝１０１番目ハンドレツドワンの百物語”〟のロア　前編





　色々あって、俺おれは音ね央おと付き合うことになった。





「あ、あんまり見ないでよね……は、恥ずかしいんだから……」

　自分の部屋のベッドの上で、気の強いような弱いような曖あい昧まいに揺れた声をこぼす音央。

　生まれたままの姿をタオルケットで隠すというその姿は大変、大変、大変破壊力があるわけで。しかも、隠せていない肩やら二の腕やら腰やらのラインが大変艶なまめかしくてドキドキするなんてもんじゃない。

　腰辺りまで流れる黒髪。気の強そうな瞳ひとみ。困ったように下げられた眉まゆ。真まっ赤かな頬ほおと耳。そこには音央らしい勝気な雰囲気と同時に、何な故ぜか別の音央でもいるんじゃないかって感じの清せい楚そな雰囲気すら併せ持っている。まるで二重に別の音央が重なっているみたいに。

　そんなことを思ってしまうくらい、俺は興奮してしまっているのだろうか。



    

  
    
      



    

  
    
      

　ドキドキするあまりに鼻血が出る、という体験をしたことはないが。主に顔を中心として血が集まっている感覚があり、これは鼻血が出ても全くおかしくないと理解出来る。

　っていうか、なんだこれは。どういうことだ。凄すごいなおい。

「だから、み、見ないでってばっ」

「お、おう、す、すまん」

　こんな綺き麗れいなものを凝視しないでいられるか！　と思ったが、流石さすがにガン見は失礼だったかもしれないと、視線を右に逸そらしてみたものの。……いかん、俺おれは誘惑抵抗度がかなり低くなっているのか、すぐにチラチラと音ね央おの体に視線が向いてしまう。というか無理だろう。雑誌モデルなどをしている、スーパーナイスバディの美少女が俺の前であられもない姿を晒さらしているのだ。これを見ないなんていうのは、むしろバチが当たる。

「すまん、無理だ。見たい」

「あぅ……ばか……」

　真まっ赤かになってぷいっ、と視線を逸らす音央は、破滅的に可愛かわいかった。

　白い肌がほんのりと桜色に染まっていて、それが全身に広がっている。ぎゅう、と握りしめたタオルケットが微かすかに震えているのを見て……ああ、かなり怖いのに、勇気を出してくれているんだな、と理解出来た。

「えっと……」

「う、うむ」

　ここは男の俺がリードしなければいけないんだと思うものの、いかんせんこんな状況は生まれて初めてだ。しかも音央はホイホイ誘惑してくれるようなタイプではなく、俺の知り合いの中でも一番おくてに位置する方だろう。つまり、服を脱いだまではいいものの、そこから先こいつが何か出来るとは到底思えなかった。

　ここは俺もベッドに乗っかって、えいや！　とばかりに押し倒したりする必要があるのかもしれないが、本当にそんなことをしていいものだろうか。

　そりゃ、確かに俺は音央と付き合うことになったわけだが、それをやらかしてしまったら本当に一線を越えることになるわけで。もう後戻りは出来ないんだぞ！　みたいな覚悟に至る勇気を奮い立たせる必要がある。

　でも、女の子にここまでさせておいて何もしないっていうのは、むしろ女の子に恥をかかせることになるんじゃないか？　相手の勇気に応じる為ためには、俺もきちんと勇気をもって応じなければいけないはずだ。それこそがブレイブハーツというものではないか？

　……よし！

「音央、俺もベッドに乗ってよろしいでしょうか……いや、の、乗るぞ」

「え、だ、ダメよっ」

　俺の一大決心はすぐに否定されてしまった。

　仕方ないので、俺おれは床の上で正座を続行である。

「ま、まだ覚悟が出来てないし……こう彼氏を家に呼んで、服さえ脱いじゃえばいけるかなー、とも思ったけど、むしろもっと緊張してきちゃったし、全然覚悟なんて出来なかったし……その、あの……えっと……だから……」

　しどろもどろになって、視線がうろうろしている音ね央お。

　そっか、ここまで頑張ってくれていても、まだ覚悟出来ていなかったのか。

　なんとなくちょっと安心してしまう。だとしたら俺もそこまで覚悟しなくていいのだろう。いや、本当はした方がいいのかもしれないけれど、正直な話この段階で『助かった』と思ってしまっている俺がいるのだから仕方ない。

「あー、いや。実は俺も、いいのかなー、と思ってるんだ」

「え、ど、どういうこと？」

「いや、ほら。ぶっちゃけついさっきまでは俺とお前って単なる友達だったわけじゃないか。なのに、今は『付き合っている』からって、すぐにそういう仲になるっていうのが、なんかこう、違和感みたいなものを感じてしまって」

「あ、うん……実は、あたしも……」

「だよな。まあ、音央の裸は死ぬほど見たいし、っていうか見たいし、なんかこう、上う手まいこと見えないかな？　と思うくらい見たいんだがっ」

「……なんかそこまで言われると見せたくなくなるわね」

「うむ。見ちゃったらおしまいなのかもしれん、と思って。だから……目を閉じてるからさ。服を着て、お話でもしようぜ。そんでもし、なんかこう……ちょっとでもイチャイチャしたくなったらする、とか。そんなんでどうよ？」

「う……なんか手て馴なれてる感じするわねあんた……」

「いやいや、そんなことないぞ」

「なんか、他ほかにも誰だれかにこういう……裸の誘惑とかされたりしたわけ？」

「いやいや、そんなはずないだろ。何言ってんだお前」

「そう？　その割には落ち着いてるじゃない」

　……確かに。何な故ぜか俺はこういう誘惑的なことが初めてじゃないデジャヴを感じていた。前にも誰かにして貰もらっているような。イチャイチャしたことがあるような。だが、そんなことは実際はない。記憶にないしそもそも相手がいない。つまり、きっと妄想や夢の中で誰かとそうしたに過ぎないのだろう。……そう思うと情けない話だが。

「それはほら。格好つけて、ちょっとリードしてみたかったりするわけだよ、男の子は」

　とりあえずそういうことにしておこう。

「うー……ならいいけど。ほんとに誰にも誘惑されたりしてない？」

「試しに俺を誘惑してくれるとしたら誰だよ」

「理り亜あちゃんとか」

　ピンポイントに妹が出る辺り、こいつは鋭い。

　確かに理亜はそういうことをしでかしそうな雰囲気を最近持っているが……。

「あいつは死ぬほど潔癖症だから、誰だれかに触ったりなんか出来ないし、ましてや男の俺おれに裸を見せるとかしたら死んじゃうんじゃないかな」

「あ、そっか……」

　音ね央おは納得した後。

「……誘惑しそう、というのは否定しないのね」

「ウグッ」

　だってあいつ、妹なのにとても積極的なんだもの。

　そんなことはとてもじゃないが音央には言えない。

「まあ、いいけど。ちゃんと大事にしてあげなきゃダメよ？」

「うん？　ここは嫉しつ妬とするとこじゃないのか？」

「うるさいばか。ちょっとは格好つけさせて」

　ヤキモチを焼いているのを見せるよりも、いい女っぷりを選んでしまう。

　それが音央という少女だった。

　そんなこいつだから、告白された時になんとなくＯＫしてしまったのもある。

「んー……よし、やっぱり今日はなし！」

「うっ……そう、なの……か……」

「残念そうにしないの！　さっきあんたも言ったでしょ。もっとイチャイチャとかしてみて、ゆっくり……その。そういうことするのも自然になるまで一緒にいましょ？」

　音央は真まっ赤かになりながら。いつもの強気な笑みではなくて……魅力的な、可愛かわいらしい女の子の柔らかい笑みを向けてきた。

　それだけで胸のドキドキが大変なことになり。そのタオルケットの下が裸であることを思い出し、なんとしてもその先が見たくて仕方なくなってしまう。

「音央さんや。少しだけ。ほんの少しだけでいいから、見せてくれまいか」

「だ・め・よっ！」

　ボスッ、と枕まくらを投げつけられて、俺は仕方なく目を伏せた。

　音央はそのままシーツを体に巻くと、服を持って部屋を出てしまう。――なんというか、そういう仕草のひとつひとつが素敵だよな。付き合うことになった腐れ縁の少女の後ろ姿を見送りながら。

　なんとなく胸に過よぎるのは。……お互い、胸に空いた穴を何かで埋めようとしている。



　そんな実感だった。





　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆





　元々『大好き』を公言していた詩し穂ほ先輩のことは憧あこがれであり、追いかけても追いかけても追いつけるはずがない、みたいな諦あきらめがどこかにあったりしたのは事実だった。告白するタイミングでもあれば別だったのかもしれないが、普通に友達付き合いを重ねていただけの俺おれには告白に踏み切るような出来事もあったりすることはなく。憧れは憧れのまま、漫然と過ごしていたのだ。

　こういう時に一番くっつく可能性が高いのは旧知の間柄であり、『中学校時代からの腐れ縁』という仲であることをまざまざと思い知った。俺に幼おさ馴なな染じみでもいればそいつとくっついたのかもしれないが、いかんせんそんな都合のいいものはいないし、幼い頃ころから仲良くしているのは従姉妹いとこだ。その従姉妹の理り亜あはまだ中学生、付き合う対象に選ぶのはちょっと気が引ける位置でもある。という理由もあって。



「ねえモンジ。あたしと付き合って欲しいんです」



　音ね央おがそんなストレートな告白をしてきたのは、二人っきりの、夕方の生徒会室というとても解わかり易やすいシチュエーションだった。言われた瞬間は面食らって『きっとこの後、お出かけに付き合ってとかそういうオチに違いない！』と思ったものだけど、音央の顔はなんというか、夕暮れの中で更に赤く染まっていて。

「え、なんで」

　思わずそんな格好悪い返事をした俺に、音央は赤いままいつもの不機嫌そうな顔をして、ぷいっと視線を逸そらす。

「……恋人関係になったら楽しいって思えるのが、モンジだけだからです」

　この後どこかに、というものではなかった時の衝撃はかなりのものだった。絶対オチがあると思っていただけに、一瞬では受け入れることが出来ず、かなりの間が空いてしまったことは音央に申し訳ないと思う。だが、中学校時代から数年の腐れ縁を経て、すくすくみるみる可愛かわいく美人でスタイルも良く育った彼女と恋人関係になるだなんて。

　勿もち論ろん、嫌いなはずがない。むしろかなり気に入っている。好きに決まっている。言うなれば大好きだ。なんか……どんな時だって俺と並んで立とうとしてくれていたし、男前な中に弱さとかが見えて守りたくなることもいっぱいあったし、夢に見てはちょっといやらしいことをしそうになったりとかしたこともある。まあ、夢の中の音央はかなり清せい楚そでお淑しとやかで、今の音ね央おとは性格が違っていたのだが。あれはおそらく俺おれの妄想だろう。

　とにかくそういう積み重ねみたいなものがあったので、俺は純粋に嬉うれしかった。

「ああ、うん、俺も音央のことはかなり好きだからいいぞ」

　そんな夢も希望もない返事を、照れ隠しにしてしまった気がする。

　だが、その瞬間――胸の奥がやたらと痛んだのは、先輩への気持ちの未練か。それとも、理り亜あが想いを寄せてくれているというのをなんとなく知っているからか。

　――それもある。それもあるのは確かだろう。

　だけど。

　なんだろうな。

　なんかもっと。もっと痛む……これは、なんだろうな？

「ほんとですか？」

「あ、ああ。音央はいつだって頑張ってくれてたろ？」

「え？　うーん……生徒会の仕事とかですか？　それとも、雑誌モデル？」

　きょとんとされてから、あれ、そういえばなんで音央が頑張ってるって思ったんだっけ、と自分で不思議に思ってしまった。

「うん？　あ、ああ、そういうのも頑張ってるよな。うん。そういう姿、偉いと思うぜ」

　なんでだろう。こいつはいつも凄すごく頑張って、何か自分自身に立ち向かおうとしていた。そんな印象があるのだが……そこまでシリアスに副会長やったり雑誌モデルやっていたのを俺は知っているのだろうか。うーん？

「うーん。釈然としないですけど。まあいいです。ともあれ……そういうことで」

「お、おう。付き合う、ということだな」

　お互いになんとなく変な気分だった。

　今の今まで、直前まではただの友達だったのに、この『付き合う』確認をした瞬間から恋人同士という関係になるだなんて。なんかきっかけとかタイミングとかそういうのとか。劇的な変化とかがあれば解わかり易やすいのに。実際こういうシーンになったら、特に何も新しい始まりのようなものはなく、ドラマちっくな出来事も発生しなかった。

「手でも、繋つなぐか？」

「嫌ですよ恥ずかしい」

　とてもツンツン返されたが、恥ずかしいというのが解れば充分だった。

「んー……まあ、付き合うって言ったって何をすればいいのか、正直なところよく解らんし、まず何をすればいいのかも解らんから……」

「そうですね、あたしも解らんです。なので、今のとこいつも通り系で」

「おう、そうしよう」



　なのでその後は、まだ真まっ赤かになっている音ね央おの横顔を見ながら、一緒に帰った。



　帰り道の会話は無駄にどうでもいい話を明るく話したりしつつで。お互いなんかぎこちなく笑いながらだったものの。それなりに『いつも通り』にいけた気がする。

「あー、じゃあモンジ。この辺りで？」

「いや、家まで送るよ」

「でも、反対方向ですよ？」

「一応ほら。彼氏だろ、俺おれ」

「あ……う……そう、ですね。それなら……うん」

　風にさらさらと流れる黒髪がとても綺き麗れいで。もっとそれを見ていたかった、というのがあった。なんだろうな。好きって気持ちはこうやって累積していくものなのかもしれない。『こういうとこも可愛かわいいよな』と思う度に『俺の彼女なんだよな』という誇らしさみたいなものが増えていくというか。

　だから帰り道のうちに、俺は音央の恥ずかしそうな横顔とか、ちょっと無理して笑っている時の口元とか、たまに『いいのかなあ』と窺うかがうように俺を見る視線とかを見て、なんだか本当に不器用なヤツなんだなあ、と実感して気が楽になっていったのだ。

　だからそれからぎこちない音央を見ながら暫しばらく歩いて、そろそろ辺りも暗くなった頃ころ。



「……ウチ、寄っていきます？」



　と、服の裾すそを引っ張って上目遣いで、顔を真っ赤にして言われた時には。改めてこいつのずるい可愛らしさにドキッとさせられたのだった。

「え、いや、だが、ほらっ」

「……今は家に誰だれもいないですから」

　いやいや待て待て。俺とお前は今はそういう関係。つまり、誰もいない家に二人っきりになったりなんだりすると、そのう、ええと、色々あるかもしれないわけで。

「家に、上がらせても、いい……仲、なんですよ？」

「そ、そうか、そういう、仲、なんだもんな」

　断る理由もまるでなくて、俺は音央のマンションの一室へと上がり込むことになった。



　リビングに通されて、思わずソファの上で正座待機してしまう。なんだ、どうすればいいんだ。何をしていればいいんだろう。音央はさっさと自分の部屋に入ってしまったようだし。そういえば、女の子の家に入ったのって久しぶりだな。なんかこう、あの時よりも全然生活感があるようなないような。あんまりジロジロ見回してもいけないか。

　あの時がどの時なのかはまるで思い出せないが、まあいい。今の俺おれはそんなことよりも、これから来るイベントがいったいなんなのか、という方が大事だった。いやまさかそんな。音ね央おに限ってそんな。えっち系なイベントのはずがないだろう。でも……などと、頭の中はぐるぐると同じことが回っていたのだ。

「お待たせ」

　そしてやって来た音央は、なんと髪形をちょっと変えていた。いわゆる、ツインテールというヤツだ。雑誌モデルの時に写真の中でよくしている髪形だが、今敢あえてするのはどうしてだろう。更に言うと、そのダブダブで胸元が開いている系のオシャレな服はわざとでしょうか。さ、誘われているのだとしたらどうしよう。

「うん？　どうしたんですか、マジマジ見て」

「い、いや、ツインテールっての？　似合ってるよなーと思って」

「そう？　もっと髪が薄い色だったら似合うと思うんですけど」

　言われて、まんざらでもないっぽい雰囲気である。そして、音央は正座している俺の隣となりに座ってきた。ふわっ、といい香りが漂ってくる。

「ねえ、モンジ」

　そして、ちょっと砕けた口調になってまじまじと俺を見つめてきた。

「な、なんだ？」

「……なんか、あたし。こういう口調……の方が、自然な気がするの」



　ズキッ、と。

　頭の端が痛んだ。



「ああ、確かに。なんか音央みたいな強気な子はそっちの口調の方がいいよな」

「そうよね……でも、なんだろ。こっちの口調の方が自然な気がするのに……」

　見れば、音央の目には……涙が浮かんでいる。

「丁寧な口調じゃなくなったら、大事な誰だれかを忘れてしまうような気がして……なんだか、胸の奥が痛くて……つらいの……」

「大事な、誰か？」

「解わからない……それが誰か解らないから、怖くて……怖くてっ！」

　そのまま、俺に抱きついてくる音央。スタイルが良くて、背もそこそこあって、強気だから忘れていたけれど。こいつはこんなに華きや奢しやで細い体をしていたんだな。こんな、弱くて、誰かが支えてあげないといけないような。そんな女の子だったんだな。

　俺は音央の背中に手を回すと、そのままぎゅっと抱き締める。

「俺も、なんか胸の奥がずっともやもやしたままなんだ。どうしても思い出さなきゃいけないことがあるのに、思い出せないことがあるみたいな、そんな気分があるんだ」

「……モンジも、なの？」

「ああ。それがなんか悔しくて。今こうして生きているのが、なんだか偽物みたいな気持ちになることがある。それがちょっと怖いんだ」

「偽物……あたしも、そんな気持ち。今のあたしは偽物で。本物のあたしはどこかで苦しんでいるんじゃないか、なんて。なんかそんな気がするの……」

　音ね央おは縋すがるように俺おれに身を預ける。その言葉を、俺は全部理解することは出来ない。そして、自分の胸の奥にあるもやもやも、全部把握することなんて出来ない。

　それでも、音央が突然俺に告白したのは、それが不安だったから、というのが解わかった。

　そして、俺がそれをＯＫしたのも――同じだったからなのかもしれない。

　俺たちはやっぱり、似たもの同士だったのか。

　そう思えば……より、音央のことを強く抱きしめたくなる。

「あ……んっ……モンジ、ちょっと苦しい……」

「すまん。苦しいかもしれないけど、そうしたいんだ」

　音央の柔らかい体を自分の体で感じて。その温かさ、その呼吸、その鼓動。

　こいつが今ここにいる、というのを全身で感じたい俺がいた。

「……んもう……あんまりそんなことされると……ドキドキするじゃない……」

「女の子をドキドキさせられたら、そんなに嬉うれしいことはないな」

「……そう？　女だって……好きな人をドキドキさせたいもの、なのよ？」

　音央は潤んだ瞳ひとみで俺を見つめると、そのまま俺の胸に顔を当てて。

「……シャワー、浴びて来るから。あたしの部屋で待っててくれる？」

　なんて。

　そんな最高にドキドキすることを言ってくれたのだった。





　そして結果、何もせずに今に至る。

　いや『女の子を裸になるまで覚悟させた』というのは男としてひとつ、やり遂げたと言っても過言ではないのではないだろうか？　しかも相手は、あの音央だ。これはかなり高いハードルをクリアしたと考えてもいいんじゃないか？

「わーいっ」

「何を喜んでるんですか」

　玄関まで俺を送ってくれた音央は不思議そうな顔で俺を見つめていた。口調も元のぶっきらぼうな丁寧語に戻ってしまっている。ちょっと残念だ。

「いや、音央を裸に出来た男は俺だけだろうな、と思って」

「………………ばか」

　真まっ赤かな顔でそう言われるだけで、ちくしょう可愛かわいいぜと思ってしまう。

　こんな素敵な子が恋人だと言うのだから、俺おれの人生は捨てたものではない。

「後でメールしますね」

「おう。返事もするよ」

　俺たちはお互いに笑い合いながら、そんな風ふうに別れたのだった。





　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆





　家に帰る前に、なんとなく俺は寄り道して学校の前を通りかかった。

　時間はすっかり夜であり、部活動の生徒も先生も残っていないような時間だろう。

　だけど。

　校門の前で校舎を見上げている人物を見て、俺はビックリしてしまった。

「先輩っ!?」

「あれ、モンジくん？」

　慌てて駆け寄ってみると、先輩はニャパー、といつものエンジェリックなスマイルを浮かべて俺を迎え入れてくれる。しかし、つい今しがたまで音ね央おの家でドキドキ体験をしていた俺としては、そのシャイニングな笑顔が直視出来なかった。

「どうしたのん？　こんな時間に」

「先輩こそ。今日は早く帰ったんじゃなかったんですか？」

　そのおかげであんな告白イベントが発生し、そして今に至っているわけである。

「うん。忘れ物をして……っていうのは、なんか違うね。なんとなく寂しいから来ちゃった感じかなぁ。多分、そんな感じだと思う」

「寂しい、ですか……俺も似たようなものかもしれませんね」

　音央とは仲良く別れたけれど。やっぱり気になって仕方ないのはこの『何か忘れてしまっているような感覚』だった。或あるいは、忘れ物と言ってもいいのかもしれない。

「そうなんだ？　じゃあ、忍び込んじゃおうっかっ♪」

「え、いいんですか？」

「会長特権だよんっ」

　先輩は鍵かぎを取り出すと、閉められた校門の脇わきにある勝手口に向かう。なるほど、生徒会長ともなればそういう物を持っていてもおかしくないもんな。と納得してしまった。

「よしっと。入っちゃおうー」

　先輩はあっさり鍵かぎを開けてしまうと、そのまま俺おれを手招きする。

　夜の誰だれもいない校舎に入るというのはちょっとドキドキする経験だが、それが憧あこがれの先輩と一緒！　というのがまた嬉うれしいものだった。

　さり気げなく、理り亜あには『お兄さん、もう少し寄り道したりして青春の散歩を味わって帰ります』などと送っておきつつ。これで心配はあんまりさせずに済むはずだ。

「ふえー、静かだねえ～」

　誰もいない校舎というのは、昼間の賑にぎやかさがあるせいで余計に静かに感じられた。そんな校舎を見上げている先輩の横顔を見ているだけで、やっぱり胸はドキドキする。俺は本当に、この人のことを好きなんだなあ、なんて思うと……少し音ね央おに罪悪感を持った。

「ん？　どうかしたのん？」

「あ、いえ。お化けでも出そうですよね」

　なんとなく静か過ぎて、そんなことを口走ってしまう。誤ご魔ま化かすにしても、怖がりな先輩を脅かすような言葉を言うなんて、なんてことを言っているんだ俺は。

「そうだねぇ。お化けって、本当にいるのかもしれないよねえ」

　でも先輩は、いつものように『ひぇ、そういうのはやめようよぅ～』という反応をするのではなく。なんだか遠い目でそんなことを呟つぶやいていた。

　ニコニコとしたその目が、なんだかやっぱり寂しそうに見える。

「モンジくんは信じてるの？　お化け」

「俺ですか？　まあ、いたら怖いなーくらいですけど」

「だね。わたしも、いたら怖いなーくらいかな。でも、モンジくんは可愛かわいい女の子のお化けだったら、すぐに仲良くなれちゃいそうだよねっ」

「まあ、可愛ければなりたいですねっ」

　ニッコリと明るく言われたのでそう返すものの。先輩の雰囲気はいつもとどこか違うような気がしていた。なんだろう。翳かげりがあるというか。いつもの先輩なのだけど、いつもよりも少し大人おとなっぽいというか。

「モンジくんはそうやって、来年入ってくる新入生の子たちともすぐに仲良くなっちゃうんだろうなぁ～。いいにゃぁ～」

　そしてその言葉のおかげで俺は、先輩が何を寂しがっているのかがようやく解わかった。

「先輩は卒業しちゃいますもんね」

「うん。だから、お化けだったとしても、この学園にもし誰かがいるんだったら、仲良くなっておきたかったにゃー、なんて思っちゃったの」

　両手を広げて、校門から入ってすぐの場所で校舎を見上げる先輩。

　今はまだ夏が終わったばかりだから並木道は青々としているが、春になればここは鮮やかな桜が咲き乱れることになる。そうすると、先輩は卒業式だ。それはもうずっと先のように感じていたけれど。あと三ヶ月もすれば年が明けて、そうすれば三年生は学校に来なくなってしまい。そして三月になれば……。――早い。あっという間過ぎる。

「先輩」

　俺おれは、この時ほど勇気を振り絞ったことはない。

　音ね央おにすまん、と思ったものの、これはちょっと許して欲しい。なんというか、俺の大事な憧あこがれの人であり、あいつの大好きな会長さんだ。そんな人が、あと少しの学園生活をとても寂しがっているのだから。だから――。

「うん？　はわっ！」

　その左手を、俺は両手で握ったっ！

「先輩、その、俺も先輩が卒業するの、凄すごく、寂しいですっ！」

「……うん。わたしも、やっぱり寂しいな。モンジくんたちとお別れするの」

「ぶっちゃけお別れなんてしたくないので、なので、ええと、俺は、先輩に、そのっ！」

「うん？」



　サアアアッ。



　俺の後押しをするかのように、爽さわやかな風が吹く。

　音央の告白を受け入れた俺だけど。でも、やっぱりこういう気持ちのけじめはちゃんとつけた方がいい。そう思ったから――だから。この想いを先輩に伝えたい。伝えなきゃ、いけない。そう思って。

「先輩……七しち里り、詩し穂ほ先輩っ」

「あ……うん。なあに、モンジくん」

　先輩も俺が本気であることが解わかったのだろう。きちんと向き合って、優しい眼まな差ざしで俺の次の言葉を待ってくれていた。

　――なんて言おう。なんて想いを伝えよう。このタイミングでこうなるなんて思っていなかったから、まるで準備していなかった。ええい、ままよ。だったら、先輩の顔を真まっ直すぐに見て、心に浮かんだ言葉をそのまま伝えよう！

　そう思って、先輩の目を見た瞬間に俺の心に浮かんだ言葉は。



　――先輩。俺の物語になって下さい。



「せ……」

「ん？」

　ずくんっ、と。目の奥が物もの凄すごい痛みに襲われて、俺は目を見開いて蹲うずくまってしまう。

「っ!?　も、モンジくんっ!?」

「あ……くっ……つぁ……」

「ど、どうしたのっ、目、目が痛いのっ？」

　先輩が蹲うずくまる俺おれの背中を撫なでて、おろおろとする。違う、そんな心配をかけたいんじゃないのに。今はなんというか、その寂しさを拭ぬぐって、安心させてあげたいのにっ！

　――だとすれば。告白ではなくて、もっとすることがあるんじゃないか。

　そう、違う意識が浮かんだ瞬間に――スッ、と。頭の中が軽くなった。

「あ……」

「だいじょうぶ？　えっと、どこかで休む？　保健室行く？」

「それは魅力的な提案ですけど、大丈夫です」

　こんな時間に先輩と保健室とか、行けば絶対理性を保てない自信がある。

「ほんとに？　モンジくんが無理するのとかつらいの、いやだよぅ？」

　心配そうに、涙目で覗のぞきこんでくれる先輩が……とても愛いとしくて。

　そんな先輩に告白しても困らせるだけかもしれないな、なんて思い直して。いや、きっと喜んではくれるだろうけれど。その先というものがないんだから、それはダメだ。

「うん、平気です。それより先輩、俺――実は先輩に言いたいことがあるんですよ」

「うん……それは、今、なのね？」

「はい。寂しがる先輩の顔、見たくないんで。俺なりに考えた決意と覚悟です」

　先輩になんとか笑いかけて、ふぅ、と一息つく。

　――そして、今度こそ真剣に先輩を見つめた。

「先輩、俺――」

「……うん」

　先輩が、俺が握っている手を更に自分の両手で包み返してくれる。

　その温かさに更なる勇気を貰もらって。よし、と引き返さない強さも感じて。

「先輩の後を継いで、生徒会長に立候補しようかな、と思っているんですよ」

「え……えええっ!?」

「似合いませんか？」

「う、ううんっ！　ううんっ、そんなことない！　でも、どうしてっ？」

「先輩のこと、ずっと一年の頃ころから追いかけていて。そして仲良くなれて。傍そばで見ているうちに、なんで先輩のことをこんなに……見ちゃうのかな、って思ってたんです。最初は、可愛かわいいし、スタイルがいいし、優しいし、俺と仲良くしてくれるからかな、とか思ってましたけど。というかそれもでかいですけど。でも、多分……楽しそうに、嬉うれしそうに、この学園のことを守ってくれていた、っていうのもあったんだと思うんですよ」

「……うん。そんなに見られてた、というのは……照れるけど。学園のこと、大好きだったのも確かだよん」

「だから。先輩のことを大好きな俺おれが、先輩の後を継いで、先輩の大好きな学園を守る！　というのは当たり前じゃないかな！　と。まあ……選挙に勝てないと意味ないですけど、それでもやり遂げたいんですよねっ！」

　そんな宣言を先輩にすると……。

　先輩の目から、ぽろっ、と涙がこぼれた。

「って、せ、先輩っ!?」

「あ、ううん、これは寂しいんじゃなくて……嬉うれしいの。なんだろ、わたしがいなくなってもね。モンジくんが会長さんやっててくれるなら、それはわたしがいるようなもんな気がしちゃって。えへへ、おかしいかな？」

「おかしくないです。先輩とは、こう、出来れば一心同体になりたいと、常々思っているわけですからっ」

「ふふっ、モンジくんの、えっちっ！」

　先輩は涙をポロポロ流したまま、満面の笑みを浮かべると。

「えいっ」



　ふにょん。



「っっっっっっ!?」

　両手に包んだ俺の手を、ま、まさかの、その胸に、あ、当てて、下さった……！

　す、すごい！　柔らかい!!　大ボリューム！　な、なんだこれ、す、すごい!!

「あっ……んっ……あ、あんま動かさないでね、くすぐったいから……」

「は、はひっ！　れ、れも、ろうしれっ!?」

　いかん、舌が回らないくらい動揺しているッ!!

　あああああああ、お、俺の両手から、なんか知らないが、ヘヴンが！　スーパーヘヴンが、全身を駆け巡る――！　これが、これが……!!　万民が憧あこがれてやまない、七しち里り詩し穂ほ先輩の……お胸の柔らかさなのかぁぁぁッ!!

「モンジくん、わたしのお胸大好きでしょ？」

「か、かにゃり!!」

「今、とっても……とっても嬉しいことを言ってくれたから……とっても、とっても恥ずかしいけど……モンジくんになら、ご褒美に触らせてあげてもいいかな？　って……と、いうか……その……」

　先輩の顔がみるみる赤くなっていく。

「……なんとなく……このドキドキを……知って欲しくなっちゃって……」

　た、確かに。

　先輩の胸からはトクントクンと激しい鼓動が感じられますが、それよりもその鼓動に到達する為ための弾力が本当に大変な圧力を持っておりまして、その圧力というものはおおよその男子諸君が体験したい最高のものなのです。

「先輩……」

「モンジくん……えっと……」

　しかも先輩の目が潤んでおられます。そして、唇が妙に艶つやっぽくて……ええと。

　これは。もしや。いやしかし。なんですか。今日は、人生最高の日か何かですか？

「はぅ、やっぱり、だめっ……恥ずかしいっ」

　先輩は我慢出来なくなったのか、手を離してしまう。

　途端に俺おれの手も当然解放され、ぽよん、とそのお胸が揺れた。

「……大変、ご馳ち走そうさまでした……」

　俺はすぐに土下座をした。しかし、手は絶対に地面につかない。この手は暫しばらくは洗わない。すまん理り亜あ、お兄さんの手は暫く洗えない。

「わわわっ、モンジくんっ!?」

「もう死んでもいい気持ちになりました……」

「し、死んじゃうのはダメだよっ、もうっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　先輩の照れたような困ったような声が可愛かわいらしくて、ああ、もう。この人を好きになって良かったー、なんてしみじみ思う。

「死んじゃったら、当選してからのご褒美が上げられなくなっちゃうよん？」

「なん……ですって……？」

　愕がく然ぜんとして見上げると。先輩はいつもの――余裕のにゃぱー顔に、照れを増したくらいでニッコリと微笑ほほえんでいた。

　うん、敵かなわないな、と理解する。

「じゃあ、それがあるまで絶対死にません」

「それがあっても死んじゃダメだからねっ」

　大好きな先輩との、そんな他た愛わいもない約束をして。



　俺おれと先輩はもう一度校舎を見上げてから、こっそりと学園を後にする。



　その時にはもう、俺たちの心に寂しさみたいなものはなくなっているのだった。





　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆





　そして家に帰った俺は、かなり冷静さを取り戻していた。

　人間、一日に幸せなことがあり過ぎると逆に冷静になるものなのだ。

「まず……気になるのは音ね央おの言葉だよな」



『丁寧な口調じゃなくなったら、大事な誰だれかを忘れてしまうような気がして……なんだか、胸の奥が痛くて……つらいの……』



「大事な誰かを忘れてしまう、か……」

　その言葉を口にするだけで、頭の奥がズキッと痛む。

　まるで体が『思い出す』ことを拒否しているかのような痛み。さっきも先輩との会話の中で目の奥が痛んだ。あれも何か関係しているのだろうか？

　例えば俺も……何か大事なことを忘れている、とか？



　コンコン。



『兄さん、よろしいですか？』

　控えめなノックの後、控えめな声がドアの向こうから聞こえてきた。

「おう、いいよ」

『はい。実は……』

「いやいや、理り亜あよ。扉越しに話さなくてもいいだろう」

『あ、そうですね』

　ガチャ、とドアを開けて――湯上りパジャマ姿の妹が部屋入ってくる。

「お邪魔しますね、兄さん」

「お、おう」

　なんとなく、その胸元に視線がいってしまうのは。先ほどまで大変大きな娘様がたのセクシーな体験を立て続けに経験したからであり。とはいえ、理亜も同年代の女子たちの中では中々のものである。将来に期待したい。

「兄さん……」

「は、はい」

　そのままベッドに座ると、じー、と睨にらんでくる。俺おれは慌てて視線を理亜の顔に戻した。

「……はふぅ。なんだか思いつめたような顔をしていましたから、気になっていたのですけど。すぐに……その。えっちなこと考えられるのでしたら、問題ありませんね」

「うぐっ、まあ、うん。えっちなことは別腹というか」

「男性ってみんなそうなんですか？　それとも、兄さんが特別えっちなんですか？」

　真まっ直すぐな視線で見つめられて尋ねられると、どう答えたものか悩んでしまう。

　ここで男全部を代表して答えるのもどうかと思うので。

「男性は概おおむね素敵な女の子が好きです。俺も可愛かわいい子がいるとその顔も体も気になって仕方ない感じです。えっちですみません……」

　正直に謝っておいた。

「あ、いえ……その。まあ、はい。えっちなのは、男性ならば仕方ないとは思いますけれど。……と、言いますか、別にそれは問題はないと言いますか」

「そうなのか？」

「……こほん。でも節操なく、はいけませんからね」

「うむ、解わかった。こっそり見るよ」

「大抵の場合、男性の視線には気付いてますからね？　女の子は」

「それはよく言うけど、マジなのか」

「じーっと見た後、慌てて視線を逸そらすんですもの」

　あ、なるほど。それは確かに『今まで見てました』と言ってるようなものだ。むしろ、その視線に気付かなかったフリをしてくれるのが女の子の優しさなのだろう。男性諸君。俺おれたちは女性の寛大さに感謝しつつ、胸元をチェックしよう。

　さておいて。

「しかし、そんなに思いつめている顔してたかね」

　本当なら、恋人の家から帰ってきた彼氏は楽しそうな顔をしているべきだろうし、先輩と素敵な約束をした後なのだから幸せな表情でいるべきだろう。

　だが、どうやら俺はそんな浮かれた気持ちではいられなかったようだ。

「はい。最近の兄さんはとても楽しそうなんですが、ふとした時にとても寂しそうな顔をしています。それが、とても気になります」

「ああ……気になってしまうかぁ」

「はい」

　理り亜あがじーっと俺の顔を見ている。まるで、これから出てくる言葉や表情の全すべてを拾おうとするかのように。

「正直なところ、自分でもよく解わからないんだ」

「そうなのですか？」

「なんだろうな。大事なことを忘れている気がするんだけど、それが何なのかさっぱり解らない、みたいな。そんな寂しさと……焦りみたいなものを感じているんだよ」

「大事なことを、忘れている……ですか」

　理亜が俺の言葉を繰り返す。そしてしばし思案した後、おずおずと口にした。

「実は私もなんです、兄さん」

「ん？　理亜もなのか？」

「はい。スナオさんといつものように仲良くしているのですけど、そこに一人足りないような気がしているんです」

「夏休みにも似たようなこと言ってたよな」

　前にも理亜は、そんなようなことを口にしていた記憶があった。あれは確か……みんなで遊びに出かけた日のことだったな。理亜と俺が話をしている時、スナオちゃんの相手を別の誰だれかがしていたような気がする、といった内容だったはずだ。

「兄さん、私は今からちょっとおかしなことを言うのですが、聞いてくれますか」

「おかしなこと？　お、おう。いいぞ。理亜が言うことならなんだって聞くよ」

「ありがとうございます」

　なんだって、という部分に安心したような笑みを浮かべると、理亜はすぐに真面目な顔になって、神妙に言葉を選んで続けた。

「……兄さん、もしかして私たちは、誰かを忘れているのではないでしょうか？」

　誰かを忘れている。

　そう聞いた瞬間――俺はあの日出会った、謎なぞの少女を思い出した。

　いや、謎なぞでもなんでもないんだが、何な故ぜか見覚えがあった少女。

　俺おれは彼女を……確か『一いち之の江え』と呼んでいた。

「でも、そういうことって、あるんだろうか？」

　みんなで誰だれかを忘れるなんて、そんなピンポイントな不思議があるんだろうか。

「集団催眠みたいなものはあるそうです。ちょっと調べてみたんですが、都市伝説的な噂うわさでもそういうものがあるようで」



『都市伝説』



　その言葉を聞いた瞬間に俺の心臓が跳ねた。

「ど、どんなのだい、理り亜あ」

　胸の動どう悸きが激しくなったのを無理矢理押さえつけるように、手で胸元を撫なでながら。理亜に心配かけないよう極力明るく尋ねてみる。

「あ、はい。こう、お化け関係とか宇宙人関係のお話っぽいものなんですけれど。ええと……とある集団が危険に陥った際に、一生懸命助けてくれる人物がいたそうなんです。ですが、その人物のことを助かった皆さんは誰も覚えてなくて。『誰かが助けてくれた』という記憶だけがあって、それが誰で、何をしてくれたのかが解わからない。そんなお話があったそうですよ」

「集団が？」

「クラスメイトであったり、サークルの人々であったり。老人会であったり。助ける内容も、山で遭難した時であったり、土砂崩れで洞どう窟くつに閉じ込められてしまった時であったり、様々です」

「つまり、そういう例がいくつかあるってことなんだな」

「はい。いずれも記憶が曖あい昧まいになって、その助けてくれた『誰か』のことを思い出すことは出来ないそうです。その中の一人に逆光催眠をしてみた、というテレビ番組もあったそうですけれど、その時は『光に包まれた人影』が助けてくれた、ということになり。宇宙人が助けてくれた物語、となったようです」

「ふええ……」

　理亜が都市伝説について語るというのも驚いたのだが、その内容がかなり詳しいものであるのにも驚いた。……はずなのに、頭のどこかでは『当然だ』と思っているのは、理亜がよく出来た頭のいい子であることを知っているからだろうか。

「つまり俺たちも、なんかいつの間にかそういう……何者かに助けて貰もらうようなことがあって、それで記憶を失っている、かもしれないってことか？」

「まあ、このケースと私たちの場合は少し違うとは思いますけれど。集団の記憶が弄いじられるということはよくあるようなので。……ない現象とは言い切れないかな、と」

「確かに、あると考えた方が……このもやもやは納得出来るもんなあ」

「はい、私もそう思います。『オカルトだから』と信じないよりも、今自分とその身の回りに起きている不思議を受け入れて『ある』と考えた方が発展的だと思いますので」

　信じられないと決めつけるよりも、今の状態から前に進むことを優先する。当たり前の価値観などで誤ご魔ま化かすのではなく、ちゃんと正面から立ち向かおうとする。それは、中々出来るものではないだろう。

　理り亜あはとても強い女の子に育ってくれているようで、なんか安心した。

「兄さん」

「うん？」

　理亜は何か思いつめたような顔をすると。

「……ええと」

　俺おれが座っている椅い子すに近付いてきて……。



　ぎゅっ。



　と、背中から抱きついてくる。

「り、理亜？」

「何な故ぜでしょうか。背中が無防備な兄さんというのは、珍しい気分になります」

「そ、そうか？　比較的理亜には狙ねらわれている気がするんだがっ」

「そうでしょうか？」

「き、気のせいかもしれないけれど」

　俺の『寂しい』気持ちを理亜なりになんとかしようとしてくれての行動らしい。ついさっき俺が先輩の手を握ったようなものなのだろう。兄妹して似たような行動をとっている、というのに笑いそうになるが、理亜は――人に触れるのがとことん苦手なのに、それでもやってくれているというハードルがあるはずだ。

　こうしている今だって、とても我慢してくれているに違いない。

「……兄さん、兄さんの寂しい気持ち、私がなんとかしたいと思うのですけど。何かして欲しいことはありますか？」

　それなのに、そんなことを言って……顔を近付けてきてくれる。

「して、欲しい、こと？」

「その、例えば……その……」

「う、うん」

「………………えっちなこと、とか」



　何を言うんだこの子は!?



「お願いします」

　そして俺おれの体は正直者だった。考えるよりも先に勝手に返事をするという、理り亜あの時には比較的発動し易やすい何かが俺の口を動かす。

「え、えっと……では、その……」

　理亜は何か迷ったように、俺の背中に抱きついたまま。

「……はむ」

　俺の耳を唇で挟んだ。

「ひゃわっ!?」

　これは俺の悲鳴である。

「わっ、え、えっと、兄さん？」

「いや、死ぬほどビックリしただけだっ！　けど……ええと、理亜っ、ど、どこでそんなテクニックを覚えたんだっ!?」

　まさか耳を唇ではむはむされるなんて。

　確かにえっちっぽいけど、なんというか、反応に困る！

「あ、あの、その、えっと……す、スナオさんが……はむはむするとえっちよねー、ぞくぞくするわよねー、好きな人にやってあげるときっと喜ぶわよねー、って……」

「あの子め……!!」

　次に会った時に、お菓子地獄にしてくれる……！　ありがとう……！

「……その、だめ、でしたか？」

「びくぅ！　としました」

　実際、あまりのビックリにくすぐったさしか感じなかったわけだが。

　なんというか、俺たちにはまだ早いテクニックだったのかもしれない。

「……ん……」

　理亜は唇に人差し指を当てて、何やら頬ほおを染めている。

　……なるほど。なんとなく解わかったぞ。

「試しに体験してみますか、妹よ」

「……お願いしてみていいですか、兄さん」

　なんだろうな、この、背徳感は。

　理亜は俺のベッドに座って、俺に背中を向けて待っている。

　そして、俺はその背後から近寄って……。

「ええと、髪かき上げるからな。くすぐったいかもしれないから、気をつけてな」

「は、はい。……我慢しますっ」

　ぎゅううう、と膝ひざの上で手を握り締めているのが解わかる。そこまでして体験してみるものなのだろうか。女子中学生の探究心というものは深い。

　俺おれがそっと髪をかき上げて、理り亜あの耳を露出させると。

「はぅっ」

　それだけで、ぴくっと理亜は反応した。

　……な、なんだろうな、この背徳感……！

　真っ白で綺き麗れいなうなじが印象的で。理亜は既に耳まで赤くなっている。

　この耳の……外側を、軽く口で含めばいいのかな？　多分そうだ。しかし、なんだな。キスとか胸タッチより、なんだかすっごいエロいことをしようとしている気分になるのはどうしてなんだろうな？　ま、まあいい。行くぞ、俺！

「じゃあ、行くぞ、理亜」

「ひぅっ、に、兄さん、あんまり耳元で囁ささやかないで下さい……っ」

　既にこの段階でかなりゾクゾクしているらしい。

　理亜の手はもう胸の前で縮こまっていて、その拳こぶしは固く固く握られている。

　ここで耳に「ふーっ」とかした日には、その拳が俺の顔面を捉とらえそうだ。

　――なので、ここは素直に耳を唇で挟むとしよう。

　喋しやべったりするとまた理亜がビクンッとしてしまうので、ここは無言で。



　――いただきます。――はむっ。



「ひああああああああああっ!!」

「わあああっ！」



　理亜が派手に悲鳴を上げたので俺はビックリして仰のけ反ぞってしまった。

　見れば、理亜も背中がかなり仰け反っていて、そのまま固まっている。

「だ、だ、大丈夫かね、理亜さんや……」

「は……」

　そのまま数秒固まると……。

「はぅぅぅぅぅぅ」

　ぱたん、と俺のベッドに倒れてしまう。

「って、理亜ーっ!?」

「……兄さん……これは……禁じ手にしましょう……」

「そ、そうだな。理亜、くすぐったいのに弱いもんな」

「は、はい……真っ白になりました……」

　そんなになのか。

　見れば息が上がっているし、顔はすっかり紅潮している。

　俺おれはそんな理り亜あの顔を手でパタパタと扇いでやりながら、落ち着くのを待ってやった。



「……はふぅ。落ち着きました」

　それから数分して、理亜はようやく起き上がった。なんだか髪が頬ほおに張り付いたりしていて、妙に色っぽい。

「大変色っぽいから、もうこういうのはやめておこうな。うん」

「……んもう、兄さんったら」

　と、小さく呟つぶやいた。

「ありがとな。俺、このドキドキがあれば苦しいとか寂しいとかいくらでも乗り越えられる気がするよ。かなりドキドキした。あとビックリした」

「そんなにですか？」

「そんなにです」

　今の状態を見れば明らかなのだが、つまりこれは色っぽいことだったに違いない。深く考えれば考えるほど良くない気がするので、後は未来の俺の想像力に任せる。



    

  
    
      



    

  
    
      

「だから、うん。もう大丈夫だよ。理り亜あも大変だったろ、おやすみなさいしようか」

「はふぅ……はい、そうですね。……それじゃあ、兄さん。おやすみなさい」

「うん、おやすみ、理亜」

　ぼーっとしている理亜を支えてやりながら、そのまま部屋まで送ってやって。

　ドアを閉じる前に見上げてきたので、その髪を撫なでてやると嬉うれしそうにしていた。

　うん。やっぱり理亜といると癒されるなあ。

　俺おれはそんな笑顔をちゃんと胸にしまいながら、部屋に戻る。

　そして、そのままベッドの上で――見よう見まねで座禅を組んだ。

　――大事な何かを忘れたら、彼女が出来て、先輩のボインにタッチすることが出来、妹がよりセクシーになりました。

「どういうことなの……」

　俺はもう、戸惑うばかりだった。
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　不思議な違和感を感じる夜だった。

　今自分のいる場所は自分がいるべき場所ではなく、ほんの隣となりの場所にこそ本来自分の居場所があるような、そんな感覚。だがこの『隣』というのは理亜の部屋がある物理的な隣ではなくて、もっと別の場所……。

　そう、言うならば――隣の世界。

　夢うつつに感じることが出来るような、別の世界の扉。

　そういったもののように感じる。

「……なんだろうな」

　なかなか寝付けない夜が続いていた。

　あの日。

　違和感を感じたあの日。

　ビルの前で謎なぞの少女と会ったあの日。

　あの日から何かが変わってしまっているような、そんな気がしてならない。

　なんとなく記憶に引っかかるものがある。例えば今俺が寝ているこのベッド。つい先程まで理亜が座っていたのを考えればちょっとドキドキするが、そういうのとは別の思い出があるような気がするのだ。

　そう、ここで。

　誰だれか、女の子と一緒に寝たような気がする。

　むしろ、ここで女の子を抱き締めたような気がする。

「そんなはず、ないよな？」

　そんなことが出来るとしたら恋人関係でもないと無理だろう。そして俺おれは自慢ではないが、恋人が出来たのはついさっきなのだ。その音ね央おとここで寝たことがない以上、そんな淫みだらなことを女の子としたはずがない。

　それに、なんとなくだが。その時抱き締めた体は、あいつみたいに色々大きくなかったはずだ。もっと小柄で、華きや奢しやで、それこそ力強く抱き締めたら壊れてしまうんじゃないかと思ったくらいの。――なんとなく、普段強くあろうとする分、本当はあの体のように弱くて小さくて、守られてるよりは本当は守らなければいけないような女の子と。

　俺は――ここで。



　……それが……。



「『一いち之の江え』……？」

　あの日会った少女とその面影が重なる気がした。

　ズキッ、と激しい頭痛が襲う。

　その痛みはまるで『そんなはずはない』というのを強調しているかのようで。確かに思い返してみれば、あの少女は別に強そうでもなんでもなかった。むしろ、見たまま小動物みたいな、そんな雰囲気すらあった。そう、彼女が『彼女』のはずがない。

　だとしたら――一体、誰なんだ？

「いや……そもそもそんな人物はいなくて、一之江というのは俺の妄想なのか？」

　音央も、理り亜あも、何かが欠けていると不安がっている。俺も同じような不安を抱いている。これが単なる偶然ということがあるのだろうか？　本当に、理亜が話していたみたいな『都市伝説』があるのだとすれば。



　――俺は、誰かに、記憶を、弄いじられている……？



「……時間は……」

　携帯電話の時計を見てみたら、丁度もうすぐ日付が変わる頃ころ合あいだった。なんとなく居ても立ってもいられないくらいそわそわしてきた俺は、ジャージに着替えると外に出る準備を終える。行く場所なんて決めていない。

　だけど、家の中で悶もん々もんと考え続けてもいたくなかった。

「よし」

　そうと決まれば、即断決行である。俺おれは早速部屋を出た。

「あれ、兄さん。お出かけするんですか？」

　そこで、理り亜あとばったり会う。手には、二つの紅茶が乗ったお盆を持っていた。

「そのつもりだったが、理亜もしかして一緒にお茶しましょ、とかのつもりだったか」

「はい、そのつもりでしたが……お出かけになるのも、いいと思いますよ」

「今、理亜とのお茶会に物もの凄すごく傾いている心がある」

「ふふっ、んもう、兄さんったら。お出かけしても大丈夫ですよ。私は、兄さんがどこかに飛び出すのはいいことだと思っていますし」

「そうなのか？」

「家で考えていても始まらない。そう思ったから飛び出すんですよね？」

　すっかり理亜には見抜かれていたようだ。

「そうであれば、もう心配はしませんから。兄さんの思うまま進んで下さい」

　そして、理亜はやっぱりまだ心配してくれていたのだと解わかる。夜、こんな日付が変わるような時間にも俺は悶もん々もんと悩んでいるに違いない。そう思ったからこそ、気分転換の為ために紅茶を用意してくれたのだろう。

　なんて出来た妹だろうか。ちょっとほろりときた。

「ありがとうな、理亜、ありがとうな……」

「なんで泣きそうになっているんですか、んもう」

　そんな俺を見て微笑ほほえみながら、理亜は柔らかく俺を見つめる。

「なんだか、今の私たちって夢の中にいるみたいですよね。ふわふわとして、少しだけ現実味がないような場所にいる感じです。記憶が曖あい昧まいというのは、地に足がつかないってことなんだ、って初めて知りました」

「そう、だな……確かに、そんな気がする」

　そう、夢の中なのかもしれない。だからみんなも、何もかもを曖昧な幸せに感じて、寂しさをより強く感じてしまっているのかもしれない。

「でも、なんとなくなんですけど……本当になんとなく、兄さんがもし記憶を取り戻すことが出来れば、私もきちんと思い出せるようになる。そんな気がするんです」

「俺が？」

　理亜はそれを……励ますとか、そういう意味でなく。

　真まっ直すぐな視線のままに言ってくれていた。

「はい。なので、悩み続けるのではなく動き続ける兄さんになってくれたのが、今は嬉うれしいんです。一緒に、紅茶を飲めないのはちょっとだけ残念ですけどね」

「実は俺ももの凄く残念なんだ、理亜」

「ふふっ、ならＯＫです」

　理り亜あの笑顔を見ていると、ここで外に出かければ色々と思い出せる――或あるいは、思い出すきっかけを手に入れることが出来る。そんな気になってくるから不思議だ。

「うん、それじゃあ、理亜」

「あ、でも深夜の出歩きは危ないのも確かなので、ほどほどで帰ってきて下さいね？」

「うん、そっちも気をつける。愛いとしい理亜にあんまり心配かけられないもんな」

「っ、に、兄さんったらっ」

　愛しい、という辺りで顔を真まっ赤かにしてしまうような。そんな純情な妹だからこそ。これ以上心配をかけたりしたくなかった。

「ありがとうな。必ず何かしらの収穫はあるようにするよ」

「はい。……行ってらっしゃい」

「行ってきます」

　理亜にきちんと告げてから、俺おれは家を出た。

　でも、内心。本当に理亜とのお茶会はもったいない気分だった。
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　と、外に出てみて、悩んだ結果――。

　謎なぞの少女に出会った場所。あのビルの前まで俺はやって来ていた。深夜の徘はい徊かいにしては結構遠出をしてしまったので、帰るのが今から大変だ。

　夜中のビル前は閑散としていて、とても静かで。遠くから車の音が聞こえるくらいで、人通りもまばらな、なんとも静かな場所だった。

「うん？」

　そして、そのビルの前に――俺は白い少女の姿を見つけた。

　白い制服、黒い髪。

　その姿を見るだけで、動どう悸きが激しくなって頭が痛くなる。

　あれは、そう……。



「一いち之の江え！」

「はひっ!?」



　思い切り呼びかけてみると、そこにいた女の子はビクッ！　と猫のように肩から震えて、恐る恐る俺を振り向いた。とても気弱そうな顔は、ちょっと涙目になっている。

「あ、ああ……すまん、人違いだ」

「び、びっくりしました、まさか、また、ナンパですかっ!?　こんな時間にっ!?」

「いや、こんな時間にナンパしたら、それはなんというか、本当に良くない。絶対にこんな時間に声をかけた男に付いて行ったりしちゃダメだよ。いいね？」

「ナンパの人にお説教されましたっ!?」

　なんかノリのいいツッコミの子だった。俺おれの身の回りにはボケが多いので大変和む。いや、待てよ。そんなにボケは多かっただろうか。まあいい、とにかく可愛かわいらしいツッコミ少女というのは本当に貴重な存在なのだ。

「それはさておき」

「さておかれましても……」

「こんな時間にこんな所で何やってるんだい？」

「え、あ、それは、その……」

　少女は何やらうろたえたように、おろおろと辺りを見回している。

「残念ながら他ほかに人はいないぞ、くっくっくっ」

「ひっ、もしかしてナンパよりもっと凄すごい何かだったりしちゃうんですかっ!?」

　涙目がさらに涙目になっているのを見て、そろそろ意地悪はやめてあげることにした。

「すまん。これっぽっちもそんなつもりはない」

「それはそれで言い切られるとちょっと微妙です」

　どうして欲しいんだいったい、と思ったものの。つまりほどほどに興味を持った女の子として見て欲しい、みたいなものだろうか。なるほどな、女心というヤツだ。

「お兄さんこそ、こんな時間にこんな場所に来て、何を？」

「なんですって？」

「え？　あ、ですから、こんな時間に……」

「呼びかけをもう一度」

「お兄さん？」

　この顔、この姿に、そんな愛らしい呼ばれ方をされてしまうと。

　どうしてだろう。妙に感動してしまうのは。

「わわわっ、なんで泣きそうな顔しているんですかっ!?」

「あ、ああ、すまない。なんでか、君みたいな子にそう呼ばれると嬉うれしくなってしまって。ははっ、すまないな……」

「い、いいですけど。ええと……背も高いから年上かな、と思ったんです。ちなみにわたしは、蒼そう青せい学がく園えんの一年生です」

　確かにその制服は蒼青学園と呼ばれる、とにかくお金持ちが集まる月つき隠がくれ市にある学校のものだ。俺もどこかで見覚えがある。

「ん？　一年生？」

「はい。そうですけど……」

　どうしてだろう。何かが引っかかった。

　だけどまあ、小さな体だし、他ほかにも色々小さいし、つまりまだまだこれからなのだろう。

「自己紹介がまだだったな。俺おれは夜や坂さか学がく園えん二年の一いち文もん字じ疾風はやて。しっぷう、と書いて疾風って読む感じの名前な」

「わっ、えっと」

　女の子はなんだか困ったように、またうろうろと辺りを見回して。

「ああ、別にフルネームじゃなくていいよ。俺の脳内で『謎なぞの少女』とか『あの子』とか呼ぶのがそろそろ大変になってきているだけだから」

「謎の少女って。別にそんな謎なことはしていないんですけど……えっと。優ゆう都と、て言います。やさしい、みやこ、と書いてゆうと、です」

「優都ちゃんか。なんか可愛かわいらしい名前だなあ」

「やっぱりナンパっぽいですよ。ふふっ」

　ようやく笑ってくれた、その顔を見ただけで。何か頭の中がガツーンと痛みを覚える。

　――俺の知っている少女は。

　いや、そもそも知っているかどうかも解わからないその『一いち之の江え』は多分、こんな風ふうには笑ったりしない。だからどうやら……本当に別人なのだろう。

「で、なんだっけ」

「ですからっ！　お兄さんはこんな時間にこんな場所に何しに来たんですかっ」

「ああ、そうだったそうだった。ついついお兄さん、という純朴な響きに感動して忘れるところだった。実は君を探していたんだ」

「……はい？」

「いやいや、ナンパじゃなくて。なんか、さっきから言ってる……その『一之江』っていう名前が俺の中では結構重要な人だったらしくてな。君を見ていると、その名前を思い出すし、なんか……その存在もちょっとずつ思い出せている気がするんだよ」

「いちのえ、さんですか……はい」

「だから、その記憶探しみたいな気分で。ここで君に会ったなー、と思って。居ても立ってもいられなくなったから、いいや、どうせなら行ってしまえ、みたいな気持ちでここにやって来た、というわけさ」

　優都ちゃんに説明するものの、自分でもよく解らない説明だなー、と思う。

　だけど彼女は真剣に俺の話を聞いてくれて、うんうん、と頷うなずいてくれていた。

「なるほど、つまり一文字さんは……」

「お兄さんで頼む」

「………………………………………………お兄さんは」

　凄すごい悩むような時間があったな。しかもその悩んでいる時間の「この人って……」みたいな視線もちょっとたまらないものがあった。なんでだろう、この顔に冷たくされるのは少し嬉うれしくなってしまうのは。

「つまりお兄さんは、その、わたしに似ている『一いち之の江え』さんの手がかりを知りたくて、ここに来て……むしろわたしを探していた、ということなんですね」

「うん、正まさにその通りだ。優ゆう都とちゃんは？」

「わたしは、ちょっとお兄さんに似ているかもしれません」

「うん？」

　そういえば、高校一年生の女の子がこんな時間にこんな場所に一人でいる、というのがそもそもおかしい。しかも、こんなに普通っぽくて明るい子が、だ。それなりに明確な理由があるのは確かだろう。

「わたしも、探しているんです。少し前から、いなくなっちゃった双子のお姉ちゃんを」

「双子のお姉ちゃん……そ、それって！」

　優都ちゃんは真剣な目で俺おれを見上げる。

　そう、もしかしたら……俺たちが探している人物は同じなのかもしれない！

「じゃあ、その子の名前は――」

　そう尋ねようとした時。

　俺は、不意に辺りの様子がおかしいことに気が付いて声を止めた。

「？　どうしまし……た……？」

　優都ちゃんも気が付いたのか、辺りを見回す。

　――そう、俺たちの周囲は……いきなり、おかしくなっていた。

　まず何がおかしいかと言えば、音がまるで一切なくなっていた。いくらここが田舎町だからって、この近隣のビル街を車が一台も通らなくなったりすることはない。さっきまではチラホラと人通りもあったのに、そういうのもなくなっている。明かりがついていた居酒屋や24時間ショップの看板も真っ暗になっていて。

「あ、あの……お兄さん？」

　不安そうに眉まゆを下げる優都ちゃんを守るように、一歩だけ近寄った。

　この感覚――覚えがある。

　何な故ぜかは解わからない。だが、俺たちは『別の世界』に紛れ込んでしまった。いや、何者かによってその世界に囚とらわれてしまった、というのが理解出来た。そしてここは――ついさっきまで部屋で感じていた『世界の隣となり』そのものだ、と確信出来る。

「優都ちゃん、俺から離れないで」

「は、はい……」

　何な故ぜか知っている、という感覚のおかげで今の俺おれは冷静さが保てていた。そして、体はごくごく自然に優ゆう都とちゃんを守って走れるように動いていた。まるで、何度もこういう目には遭っていたし、そして動けるよう訓練もずっと続けていたかのように。

「あ……」

　優都ちゃんが俺を見上げる目を大きく見開いて声をこぼす。

　その視線に導かれるように振り向いてみると、真っ暗な空から――。



　雪が、降り始めていた。





　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆





　雪が降り始めた瞬間、俺たちが見ている世界はみるみるうちに変化していった。

　普通に建っていたビルが突然音もなくボロボロと崩れ始め、道路には亀き裂れつがいくつも走り、街灯は中程で奇妙な形に捻ねじれ、家屋は大きな物に潰つぶされたかのように二階の屋根が一階とくっついていた。

「お、お兄さん、これは!?」

　ぎゅっ、と優都ちゃんが俺のジャージを摘つまんでくる。

　正直、俺にも何が起こっているのかはさっぱり解わからない。

　俺たちが立っているビル前の床でさえ、気が付いたら瓦が礫れきの上になっているくらいだ。そして、ちょっと見ないうちにビルは完全な廃はい墟きよになって、鉄骨が覗のぞいている。

　これじゃ、まるで世界の終末じゃないか。

　そう思った瞬間に、俺の頭の中にチリッとした痛みと。





　――荒廃した街で、瓦礫の上に仰向けで倒れている。

　――背中から大量の血を流して、赤の液体に沈んでいる自分自身の姿が見えた。





「っ!?」

　目を瞬かせると、その見えたものは一瞬で消えてしまう。

　だが、あの俺は明らかに――死んでいた。それは、あまりにも……絶望的に。

「お兄さん……？」

「あ、ああ、すまない、優ゆう都とちゃん」

　なんでそんな光景が見えたのかは解わからない。自分が死ぬビジョンなんて、不吉過ぎて怖いなんてもんじゃない。心臓が物もの凄すごくドキドキするが、今はこの状況から優都ちゃんを守るのが先決だ。なんでそういう『優先順位』が真っ先に浮かぶのかも不明だが仕方ない。もう、そういうものとして動くことにしよう。

「とりあえずここは普通じゃない。どこか無事そうな建物に移動しよう」

「は、はい……あ、あの、お兄さん、落ち着いてますね……？」

　ぎゅうう、とジャージの裾すそが強く強く握られる。見れば優都ちゃんは涙目になっていた。この顔で涙目で上目遣いとかされると、なんでだか知らないが物凄い罪悪感にかられてしまう。こう、本気で悪いことをした！　みたいな。

「なんでだか解らないけど初めてじゃないっぽいんだ。もしかしたら忘れているだけで、俺おれはこういうのに慣れているのかもしれない」

「そう、なんですか……？」

「自信なんて全然ないし、出来ることもさっぱり浮かばないけど。でも、それでも」

　どうしてかは解らない。だけどこれだけは断言出来る。

　この少女は俺が求めている『一いち之の江え』とは別人だけど。

　でも、必ず『一之江』に繋つながっているし。

　――何より『一之江』が守りたかったのは、この子に違いない。

「それでも君は守ってみせる」

「あ……は、はい……」

　赤くなって俯うつむいてしまった優都ちゃんを見て、すぐに『しまった！』と思った。

　なんというか『またやっちまった！』の気分ではあるが、後の祭り。ま、まあ、こういうセリフで、女の子を励ますくらいは許して欲しいものだ。うん。

　ジト目をしそうな様々な女の子たちの顔を思い出し。その記憶の中に欠損があるのは確かだと思い直して。俺は絶対に記憶を取り戻す、そんな決意を固めた。

「よしっ、それじゃあ早速移動を――」



『そんなことする前に、そこで死んで貰もらうけどな』



　そんな、ぶっきらぼうな女の子の声が聞こえてきて。

　俺は咄とつ嗟さに優都ちゃんを抱き締めるとそのまま瓦が礫れきに押し倒した！

「ひゃわぁっ!?」

「ごめんっ！」

　謝った瞬間、今まで俺たちが立っていた場所を青白い光線が撃ち抜く！

　眩まばゆい光が走った直後、ビシュッ!!　と鋭い炸さく裂れつ音が鳴り――気が付けば、瓦が礫れきは爆発物でも炸裂したかのように抉えぐれていた。

「あわわわっ、な、なんですか!?　び、ビームっ!?」

「みたいだなっ！」

　このまま小さい体を抱き締めているのも楽しいのだが、そうも言っていられない。

　すぐにお姫様抱っこするようにその軽い体を両腕で持ち上げ、俺おれは一気に走り出した。

「わっ、わっ、わわわっ!?」

「色々と言いたいこととかあるのは解わかるけど、今はノーコメントで!!」

「は、はいっ、解りました、お兄さんっ！」

　ぎゅっ、と首に手を回してしっかりと握ってくれる優ゆう都とちゃんのおかげで、俺は更に走り易やすくなる。ビシュッ！　ビシュッ！　ビシュッ！　という音が背後から聞こえてきて、それがどんどん近づいて来ているので喜んでいる暇はなかったのだが。



『逃げても無駄だぜ。もうお前さんにはなんの力もないんだ』



　その声は煽あおるようで。そしてその光もまた煽るように。

　俺の後ろだけでなく、右、左、と退路を妨害するかのように撃ち込まれる。それだけで地面やアスファルトが炸裂し、その破片が飛び散って小さな傷を俺に与えてくる。こんなもの、普通なら避よけることなんて出来ないだろう。

　だけど、俺の体は優都ちゃんを運んでいるというのに……かなり身軽だった。

　走る脚力も、彼女を支えるバランス感覚も、そして飛来する光の気配すらも。

　全すべてがなんとなく鋭敏に把握出来る。

「お、お兄さん？　す、凄すごいスピードですね……」

　自分でもそう思う。瓦礫だらけの街の中を、崩れて亀き裂れつだらけのアスファルトの上を。しかも視界を埋め尽くすように降りしきる雪の中で。俺は迷わずに走り、足を踏みしめ、大地を蹴けって躊躇ためらいもなく駆けていた。

　全身の感覚がこんなにも鋭くなっているなんて。どこを踏めば安全で、どうすれば効率良く速く走ることが出来て、手でどこを支えればバランスを崩さずに優都ちゃんをあまり揺らさずにいられるか。そんなことが大体解るのだ。

　これならもしかして、逃げ切れるんじゃないか……？



『ハーフロアなら当たり前の身体能力を得て、これなら逃げ切れるんじゃないか？　なんて、甘いことを考えているんじゃないだろうな？』



　まるで心を読まれたかのような言葉が聞こえた瞬間、俺おれの右肩辺りで光が炸さく裂れつしたかと思うと、遅れて『バシッ』と鋭い音が響く。

「うあああああっ!?」

「ひあっ!?」

　激痛と共に、吹き出した血が優ゆう都とちゃんの顔にかかってしまった。

　途端にバランスは崩れ、がくんとその体を落としそうになってしまう。

「こなくそっ！」

　力が入らなくなった右腕を諦あきらめ、左腕だけでなんとか落とさないように支えると、彼女の軽い体をゆっくりと地面に下ろす。

　直後、更に俺の左肩、右太ももの裏、左足首の辺りで青白い光が弾はじけて。

「ひぎっ!?」

「いやああああっ、お兄さんっ!?」

　バシュウウウ、と後から音が響いたと同時に、そこから血が吹き出す。

　爆発物を撃ち込まれたかのような怪我。それが体にいくつも出来てしまったせいで、そこから血が止めどなく吹き出ているのだ。

『体なんてもんは動かす為ために必要な『線』が決まってるんだ。そこをピンポイントで撃ち抜けば一瞬で動きを止めることが出来る。こんなの常識だろ？』

　両腕にも、両足にも力が入らない。ピンポイントで筋だか腱けんだかをやられた、ってことなんだろうか。確かにそれだと、無理矢理でも体を動かすことは出来そうもない。

「優都ちゃん、に、逃げてくれ……！」

「で、でもっ」

「早く!!」

　優都ちゃんは心配そうに俺を見ながら、自分でも何か出来ないかとおろおろしていた。いや、そんなことをしている時間はないんだ。あの光の狙ねらいが何かは解わからないが、俺たちに対して『攻撃』をしているのは確かなのだから。

『そうだな。そのままのんきに二人でイチャイチャなんかしていると。お前さんたち、そのまま死ぬぜ？』

　死ぬ。

　その言葉はダイレクトに胸に刺さった。

　ついさっき、先輩と約束したばかりの言葉でもある。

　死んでしまったら、当選のご褒美が貰もらえない、というのもあるが。――先輩は、俺にはいなくならないで欲しいと。そう強く思ってくれたのだ。

　しかも、今の言葉は俺だけじゃない。お前さん『たち』ということは、この涙目で俺の血を止めようと思ってハンカチを取り出してくれたものの、どこを押さえていいかおろおろしている優ゆう都とちゃんも殺そうとしているということだ。

「なんでだよっ、なんでこんなことするんだ!?」

　優都ちゃんは俺おれの大声にびくっとするも、そのままおずおずと肩の傷にハンカチを当ててくれた。その清潔な白いハンカチは、すぐに赤く染まってしまう。涙目に曇った顔が俺の返り血で汚れているのを見て、俺の怪我なんかよりもまずその可愛かわいい顔を拭ふいて欲しいと思ってしまう。こんな可愛い健けな気げな子を、なんで殺すなんて言うのか。

『それは、お前さんたちが余計なことをしているからさ』

「余計なこと？」

『いなくなった存在なんか探さない方がいい。消えたものなんて思い出さない方がいい。忘れさせられたってことは、忘れてくれた方がそいつにとって都合がいいからってことなんだぜ？　それなのに無理矢理思い出すとか、探し出すってのは。そいつに対して失礼だったりするんじゃあないかい？』

　俺たちは、誰だれかに忘れさせられている。それを無理矢理思い出そうとするとしているから、こうして殺されかけている。そういうことなのだろうか。

「そんなのは……」

『おかしいと思うか。よく考えないで否定していいのか？　まあ、殺す前にそんな考える猶予を与えてやってるんだよ私は。優しい魔ま女じよだからな？』

　優しい魔女と聞いて、頭の中で何かが引っかかる。そして、その引っかかりを覚えた瞬間には……何な故ぜか『きちんと考えないといけない』と思えた。

　あいつは今、失礼って言った。ということはつまり、そいつの意に反することを俺は俺のわがままでやろうとしているということ……なのだろう。

「わ、わたしは、失礼だったとしても……いなくなったままなんて嫌です！　お姉ちゃんがいないなんて、嫌なんです!!」

『まあ、そうだろうな。残された側はそうなるのは当たり前さ。だからそうなるのも解わかっていた。解っていて、それでも私は言ってるんだぜ？　忘れたまま。いなくなったままの方がいいこともあるんじゃないかい、ってな？』

「どういう、ことだよ……」

　血が流れ過ぎて、意識が朦もう朧ろうとしてきた。優都ちゃんが心配して俺の傷口をなんとか押さえようとしてくれているが、どんどん流れ出るせいで彼女の綺き麗れいな制服までも赤く染まってしまっている。

『想像してみな。尋ねるだけで答えが出てくるなら、クイズ番組は成立しないぜ？』

　大変意地悪な返答だったが、ごもっともでもある。

　つまり、俺が考えなければならないのは――『どうして俺の記憶を消したのか』ではない。記憶を消す側の気持ちになって考える、という意識だ。

　そりゃあ、俺おれは恥ずかしい失敗だって結構しているし、失言をしてしまってしらけさせていることだって多い。そもそも俺みたいに積極的に先輩に絡んでいる男がいれば、他ほかの先輩好き男子にしてみればムカついてイライラする男にしか見えないだろう。

　例えば、そんな連中から『俺』という存在の記憶を消すことが出来たら。

　それはそれですっきりするだろう。恥ずかしい俺を忘れて貰もらって、また新しい俺からスタートとなるわけだ。俺の失敗を見てしまった人たちから『俺』を消してしまえば、俺はもうその人たちから忘れられて、どうでもいい存在になっていくだろう。つまり、人の記憶を弄いじれるというのはそういう利点があるわけだ。自分から距離感が遠い相手に対しては、それで全く問題がなさそうだった。

　――だが、もっと距離感が近い人に忘れられるとしたら。

　そう考えると、寒さむ気けが過よぎった。

　この寒気は、血が多く抜けたからというわけではない。

　例えば俺が音ね央おや先輩や理り亜あに忘れられる。

　全く知らない人を見るような目で見られて『はじめまして』とか言われるだろうし、なんかエッチなことを言おうものなら警戒されて距離を取られるかもしれない。ヘタすれば、軽けい蔑べつされて嫌われるかもしれないのだ。さっきあったドキドキするイベントも思い出も全部なかったことになり、あの時の覚悟や優しさも全部無駄になる。意味がなかったことになる。記憶がなくなるっていうのは、何もかも無意味になるってことなのだ。

　だけど、それでもなお忘れさせなければいけないとしたら。

　例えば――。

　俺が今みたいに怖い何かに狙ねらわれていて。俺のことを音央や先輩、理亜が守ろうとして。そして彼女たちが命の危機に陥るかもしれないから――俺のことを忘れて貰わなきゃ、そんな彼女たちを生き延びさせられないとしたら。

　思い出も何もかもを無意味にしたとしても。命だけは助けたいと願ったとしたら？

「……ぐっ」

　胸が痛む。

　俺はそうやって守られている、ということかもしれない。だから、無理矢理思い出そうとすることは、むしろ忘れている『一いち之の江え』の足を引っ張ることになるのかもしれない。

　そう、きっと『一之江』は優ゆう都とちゃんを守りたかったのだ。だから姿だけ消して、記憶までは消さなかった。だけど、俺はきっとさっきの身体能力みたいなものを持っているから、中途半端に何か出来てしまう。だから足を洗わせなければまた命の危険を冒すかもしれない。だから記憶も奪って、忘れさせて――平和な生活をするように仕向けたのだ。

　だったら。

　――だったら！

「決めたよ……」

「お兄さん？」

　心配する優ゆう都とちゃんに俺おれは頑張って笑いかける。なんだか寒くて、顎あごがカグクガクするのだが、それでもなんとか笑みにはなったはずだ。

『なんだい、なんか覚悟でもしたのかい？』

「ああ、したさ。だったら俺は喧けん嘩かすることにしたぜ」

『ほう？』

「一回思い出して。なんでこんなことしたんだ、ってマジギレして。そして真正面から叱しかって、喧嘩してやる！　女の子だからって俺を怒らせないと思ったら大間違いだ！　俺は、いざとなったら……！」

『いざとなったら、暴力でもふるうのか？』

　暴力。拳げん骨こつとか、キックとか。そういうのは女の子相手にふるうのは――無理だ！

　だったら……！

「お尻しりペンペンだ!!」

　趣味と実益を兼ねたこれだ!!

『ぶっ……あはははははははははは!!　やっぱり、お前さんは最高だぜ！　まさかここで、せっかくだからお尻も触っちゃおう、なんて考えるとは夢にも思わなかったぜ、あははははははは！　ああ、うん、思い出せて、出会うことが出来れば、ペンペンなりぺろぺろなり好きにしてやるといいさ、あはははははは!!』

　まさかの大爆笑だった。

「お、お兄さん……」

「いや、まあ、うん。すまん。もしかしたら君のお姉さんの尻にタッチすることになるかもしれないが、不可抗力だ。俺が許せる女の子への暴力はギリギリお尻ペンペンなんだ」

「……お兄さんって、ほんっと……変な人ですね」

　優都ちゃんが呆あきれたように笑って、そして俺に……肩を貸してくれる。

「優都ちゃん？　制服、血がつきまくっちゃうぞ」

「いいです、もう。とっくに血まみれですもん。それにお兄さん、何かするんでしょう？　そういう顔、よくお姉ちゃんもしていました。なんか、気になる男の子がいたみたいで。『これから私が手伝いに行くんですよ、やれやれ』みたいな時はいつも――そんな、何かしてやるよ、みたいな顔をしていたんです。お兄さんは、ちょっぴりどこか、お姉ちゃんに似てます」

「なんか似てるって言われると微妙な気分になる辺り、俺はもう少しでそいつを思い出せるのかもしれないな」

「かもしれませんね」

　優ゆう都とちゃんは頑張って俺おれを立たせてくれた。身長差があり過ぎて、腰を一生懸命押さえてくれる、という中々愛らしい支え方をしてくれた。

『さて、いいのかい。私は躊躇ためらいもなくこのままお前さんを撃ち殺すぜ？　そうしたら、さっき見せた予兆通り、お前さんはお陀仏だ。もう背中を守ってくれる小娘もいない。その小娘は似てるだけで全くの別人。しかもお前さんはただの人間。さあ、それをどう覆すつもりだい？』

　さっきの――と聞いて、俺が死んでいる光景が浮かぶ。

　どうやら、それはこの声の主が見せたものらしい。

　あの光を受けてしまったらああなってしまうということは、あれを避けてから上う手まくやるしかないわけだが……。

　――いや。

　こうなったら、一か八かだな！

「ど、りゃあああああ!!」

　俺はかなり気合を入れて……。



　一気に背中を向けて逃げ出すことにした!!



　しかし、足を撃たれているせいで、優都ちゃんが支えてくれてやっとずりずりとやや前進が出来る程度。これで逃げ切れるはずもない。

『……なんだ。何をするのかと思えば、やっぱり逃げるのか。ちょっと失望したぜ。もっと上手いことやってくれると思ってたんだがな、元マスターさんよ』

　少女の呆あきれたような声。仮に、これで俺に失望したせいで「殺す価値もないぜ」とかなったら、このまま優都ちゃんを守り切ることが出来るから俺としてはバッチリだ。

『私が解わかり易やすく引導を渡してやるぜ！』

　しかし、そんな甘い目もく論ろ見みはあっさりと破られた。

　ああ、くそ。ならないだろうな、とは思っていたけれど。

　こうなったらもう覚悟を決めた。死ぬつもりはないが、生き残る可能性とか考えても低いものに違いない。だったら、もう覚悟を決めるしかないのだ。

「お、お兄さん、こんな速度じゃ……」

　優都ちゃんに支えられないと動けないほどの大怪我状態。しかも、血が流れ過ぎたのかめまいがして、頭がボーッとする。意識もなくなりそうだし、何より世界がとにかくグラついて見えて、何がなんだか解らないような気分にもなっている。

　優都ちゃんが心配するのももっともだ。だが、それでも俺は逃げようとして……。

『さよならだぜ、ハンドレッドワン！』

　その言葉と同時に。



　――俺おれは優ゆう都とちゃんを背中に隠すようにして、手を広げると。

　光に真正面からぶち当たるように、その体を庇かばった。



「えっ？」

　青い光線が迫るのがスローモーションに見える。

　そのスローな中だからこそ、俺は言ってやる。これは賭かけだ。

「俺の予兆が、背中から血を流して死ぬというものなら。真正面で受け止めれば、俺は絶対に死なないってことなんじゃないか？」

『ほう？』



　その感心したような声が響いた瞬間、青白い光が目の前で弾はじけた。



　ああ、だからって顔面でブロックしなくても良かったかな、なんて思ったが後の祭り。このまま顔が潰つぶされたら、俺の死体が見つかっても誰だれだか解わからなかったりするのだろうか。いや、理り亜あなら解ってくれるかな？　先輩なら。音ね央おなら……。そして。優都ちゃんに似た『一いち之の江え』なら。

　そう、順番に親しい女の子の顔を思い出していく中、もう一人の少女が浮かんだ。

　赤っぽい長い髪。男心をくすぐる猫っぽい瞳ひとみ。整った顔立ち。美お味いしそうなスタイル。

　――何な故ぜかその少女はとっくに身近にいる気がする。だけど、それは雰囲気が違う。

　いや、でも、そうだ。こいつは。こいつこそは。

「俺の記憶を消したのは一之江じゃない――キリカだ!!」

　青白い光を頭に受け続けている中で。その瞬間、めまぐるしい勢いで俺の中に大量の記憶が流れこんでくる。いや、それまで思い出せなかった部分がようやく解放されたかのように、一気に全すべてが繋つながっていく。

　キリカが俺の力を奪い。一之江がそれに付いて行き。俺は、奈な落らくの穴に落とされて。

　そして、全てを忘れて――。



「――やっと思い出せたよ、アリサ」



「やるじゃないか、私をちゃんと『攻略』して、それで思い出すなんて。最後の砲撃が癒しだったのは見抜かれていたのか？」

　廃はい墟きよのビルの上から、トンッと身軽に銀髪の少女――アリサが飛び降りて着地した。

「いや、流石さすがにそれは解わからんけど。癒しだったのか……」

「まあな。背中のまんまだったら、直後に絶滅の砲撃だったさ」

「うへえ」

　そんな会話をしている頃ころには青白い光は収まっていた。なんとなく意識がはっきりしているし、手や足にも少し力が入るのは、言う通り癒しだったからなのだろう。

　そんな俺おれに、アリサはニヤリと口の端を釣り上げて笑った。

「私の予兆は、その予兆通りにならないように仕向けることが出来る。だからこそ、予言じゃなくて予兆なのさ。お前さんに送った予兆は『背中から血を流して死んでいる』というものだった。だからお前さんは顔面で砲撃を受けた。それでいいかい？」

「その通りだ。もしあの予兆が正解なら……ぶっちゃけ、背中だけ守っていれば、死ぬことはないんじゃないかって思ったんだよ」

「素晴らしい。なんの力もない状態できちんと『予よ兆ちようの魔ま女じよ・アリシエル』を攻略出来たじゃないか。やっぱりお前さんはタダ者じゃないのかもしれないな」

　アリサはつかつかと歩いてきて、そして――見覚えのある黒い携帯電話を放り渡す。

「受け取れよハンドレッドワン。『予兆の魔女・アリシエル』はお前の物語になるぜ」

「ああ。よろしく頼む」



　ティッティロリローン♪



　軽妙な音が鳴り。

　こうしてようやく、俺はＤフォンを取り戻したのだった。



「しかし、魔女のよしみでお前さんに思い出させる手伝いをしたわけだが。あいつもでっかい博ばく打ちに出たよなあ。効率的に物事を考える『魔女』らしくないぜ、ほんと」

「あいつ、か」

　――キリカ。あいつのことだ、きっと全すべて意図があってやったに違いない。

　あいつが本気で記憶を消したなら、記憶を取り戻すようなきっかけは与えなかったはずだ。だけど、今回はヒントが多過ぎた。音ね央おの変化、理り亜あの記憶欠損、そして優ゆう都とちゃんとの出会いによる一いち之の江えの記憶の切片。

　俺が上う手まくやれれば、記憶を取り戻せるようにしていた。そして、それはアリサが俺のＤフォンを預けられていたことからも、明白だろう。



「あ、あの……？」

　俺の背中で、困ったような声を上げる優都ちゃんがいる。

「うん？　あ……もしかして、俺おれの顔面めちゃくちゃだったりするか？」

　慌てて手で触ってみると、ぬるっとした。だけどそれは、手についた血のものだ。

　顔は今のところ平気っぽいが……。

「スケコマシだからな。少しくらい崩した方がいいんじゃないか？」

「ま、マジでかっ」

「い、いえっ、顔は平気ですけどっ！　その……ええと、どういうことですか？」

　優ゆう都とちゃんは流石さすがに解わかってないみたいだ。無理もないだろう。突然こんな世界に紛れ込まされて、そして巻き込まれてここにいるのだから。俺みたいに全すべてを思い出したら全部解るようにはなっていない彼女は、本当に巻き込まれただけの女の子だ。

　――だけど、俺はきっと彼女と会えなかったら、彼女を守ろうと思えなかったら、思い出すことなんて出来なかった。いつも背中を守ってくれていたアイツの、大事な妹を背中で守れたというのはなんとも奇遇だったけれど。

「ありがとう、優都ちゃん。今から君のお姉ちゃんに会ってくるよ」

「え……ど、とこにいるか知ってたんですか!?」

「いや、どこにいるかは知らないけれど。知ってるヤツにこれから会うんだ」

「じゃ、じゃあ、わたしも……！」

　身を乗り出して言おうとする優都ちゃん。

　だけどその後ろに更に人影が現れて――彼女の頭に手を触れる。

「ふにゃっ」

　それだけで優都ちゃんは、パタリとその人影の方に倒れてしまった。



「ごめんなさい優都ちゃん、利用させて貰もらっちゃいまして！」



　そんな優都ちゃんを優しく抱き支えるようにして、そこに現れた人物は――。

　三つ編みで眼鏡めがねの、クラス委員長。



　三枝さえぐささんだった。





　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆





　三枝さんとは、あの夕暮れの放課後で会ったきりだった。

　あの時話してくれた内容こそが、正まさに俺の話だったわけで。

　――そうか。



「ずっと、そばにいてくれたんだな、キリカ」



　なんの記憶もなかった俺おれは、彼女の話は単なる物語として聞いてしまっていた。

　思えば、あれもヒントだったのだ。

　全すべての記憶を取り戻した時に、自分が何をすればいいのかを決定付けるための。

　長い、長い物語――。

「君のそばを離れたくなくて」

　その口調が、ようやく――作られた、元気な丁寧語から。

　よく俺の知っているものに戻る。

「私たち『ロア』の隠かくれ蓑みのでもある『三枝さえぐささん』と入れ替わって貰もらっていたの」

　眼鏡めがねを外して、三つ編みを解いて。

　――いつもよりも髪に癖が付いてしまっているものの。ようやく見慣れた顔のキリカがそこに現れた。そう、俺の傍そばではずっとキリカが見守っていたのだ。それなのに、俺は思い出すこともなくすっかり『三枝さん』と認識してしまっていた。キリカ得意の記憶操作なのだろうけれど、悔しいのは確かだ。

「ロアの隠れ蓑なのか『三枝さん』って」

「中学校にもいるし、七しち里り詩し穂ほのクラスにもいるぜ。『友達の友達フレンド・オブ・ア・フレンド』って都市伝説――つまり、確定していない存在を利用して、よく私たち魔ま女じよ系のロアとか、人の生活に潜伏するロアがその立場を利用するんだ」

　アリサが俺の横に立って得意げに教えてくれる。まるで今のポジションは俺のアドバイザーであるかのように。

「ウチのクラスにいた三枝さんもなんかのロアなのか？」

「うん、彼女は『語かたり部べ』さん。私たちロアのことを語って広めてくれるロアなの。夜や坂さか学がく園えんには管かん理り人にんさんがいるからいたんだって」

　ただの眼鏡委員長さんだと思っていたのに、そんな子だったのか。

「だから、こうしてモンジ君がＤフォンをもう一度手にして。そして全てを思い出してくれたんなら――もう、三枝さんでいる必要はないということ」

　キリカの手が赤く光ると、そこに大きな百科事典みたいな赤い本が現れる。

　多分、あの本こそがキリカの本体とも言うべきもので。

　それを今取り出したということは――。



「だからね、モンジ君。私も『魔女・ニトゥレスト』として対決させて貰うよ」



　キリカは本を胸に抱いて、そう静かな笑みのまま告げた。

　今の俺おれはＤフォンを取り返したとはいえ、まだアリサを物語にしたばかりである。ここでアリサの力を使えば、あの青い砲撃で戦ったり出来るのだろう。

　だが。

「キリカ、解わかった。きちんとお前を攻略させて貰もらうよ」

　構えようとしたＤフォンを下げて、俺は頷うなずいた。

「へえ、ハンドレッドワンの力を使わないであの魔ま女じよと戦うってのかい？」

「『魔女』を攻略するのに強い力は必要ない。それはお前で達成出来たじゃないか」

「ははっ、違いない。確かに――お前さんなら、あの最悪の魔女をきちんと攻略出来ちまうんじゃないか、って思ってるよ。私はそっちの小娘でも守って引っ込んでるから、存分にやり合うといいぜ」

　アリサはそのままキリカに歩み寄ると、優ゆう都とちゃんの体を渡して貰った。

　彼女は眠っているだけなのか、とても穏やかな顔でぐったりしている。

「こいつの記憶はどうするんだ？」

「残しておいてもいいかもしれないけど、一緒にいて危険な目に遭わせたことがバレたらモンジ君が瑞みず江えちゃんに刺されるかもしれないね」

「だろうな。だから別にいいか」

「だね」

　なんとも酷ひどい会話をされていたが、記憶を消すとなったら反対していたのでＯＫだろう。そりゃあ、俺の血とかがかかりまくるとか軽いトラウマになるかもしれないが。多分、記憶とか経験っていうのは他人がホイホイ書き換えちゃいけないものなんだ。

「そんじゃ、後は見てるぜマスター」

　アリサは優都ちゃんをおんぶすると、そのまま廃はい墟きよの街をスタスタと歩いて行った。

「意外に力持ちなのか」

「まあ、ロアだからね。普通よりは割と」

　なるほど、とそんな話に納得も出来る。ハーフロアでさえ身体能力は人間より高いのだから、ロアなら女の子一人を運ぶくらいわけないのだろう。

　そして、辺りに誰だれもいなくなってから――静かな廃墟の中。

　俺はキリカと向き合った。

　手を伸ばせばすぐに届く位置に。

　あの、悔しい思いをさせた張本人がすぐそこにいる。

「そんなわけで、モンジ君。ごめんね？」

　まず、キリカは謝罪からしてきた。

　これは多分、まだ戦いではないつもりなのだろう。ごく普通に、キリカとして。あの時に俺おれを傷つけたことに対する謝罪。

　――だけどな、キリカ。

　俺はさっき、マジギレして、ちゃんと怒るって決めたんだ。

　だから。きちんと……戦わせて貰もらうぞ。

「許すつもりはないよ、キリカ。もう、ずっと許さないつもりだ」

　その言葉を投げかけると、キリカはちょっとだけ目を見開いた。

「……ずっと？」

「うん、ずっとだ、キリカ」

　俺は責めるでもなく、叱しかるでもなく。極力穏やかな口調のまま告げる。

「そっか、それは……怖いな。モンジ君を、本気で怒らせちゃったんだね」

「そうだな。本気で怒ったし、心配した」

「うん……」

　キリカが寂しそうな顔をする。

　――そんな顔をされてしまうと、本当はすぐにでも抱き締めたくなる。

　そんなことない、と伝えて。お前のことだから何か考えがあったんだろう、とか。お前を信じているから大丈夫だ、とか。そういう、みんな解わかったフリをして。そして訳知り顔で理解を示すことだって出来る。

　だけど、違うんだ。

　キリカと俺が――ずっと一緒にいる為ためには。

　ちゃんと、話して、こういう『戦い』をしないといけないんだ。

　それが『魔ま女じよ』じゃなくて……。

『仁に藤とうキリカ』という女の子とずっと一緒にいる為に必要なことなのだから。

「なあ、キリカ」

「……うん」

　キリカは消え入りそうな声になっていた。

　……もしかしたら。こいつはわざとここで俺に負けるつもりだったのかもしれない。罪滅ぼしの為に。そして、自分を俺の物語にするのか、それとも滅ぼすのか。そんな選択を委ねようとしていたのかもしれない。

　だとしたら、やっぱり言ってやらないと解らないようなので。

　きちんと、口にしようと思う。



　――もう二度と、許さない為に。



「魔道書の姿になってくれないか」

　ビクッ、とその肩が跳ねた。

　怖がるような、弱った視線が俺おれと、自分の手に持った本の間で行き交う。

　キリカは自分が魔道書であることをとても気にしていた。俺と同じ人間ではないことを。その無機的な姿を。俺がその姿を見て嫌うのではないか、ということをずっと不安に思っていた。だからこそ、それはこいつの弱点だったのだろう。俺という人間を好きになってくれたからこそ生まれた『心』の弱点だったのだろう。

　その弱点を俺に教えたキリカだからこそ、俺はそれを突く。

「……そ、そっか。モンジ君は……わ、私が魔道書だから……」

　その目に涙が浮かんだので。

　俺はちょっとだけ。本当にちょっとだけ……乱暴な気持ちになってしまった。

　なんというか、仕方ないのかもしれないが。

　まだ、キリカの中で俺は『無機物な魔道書だからキリカが嫌い』とかそんな可能性があると思われているということに、腹が立ったというのもある。

「キリカっ！」

　その両肩を、俺は……あんまり上がらない手でしっかり掴つかむ。

　血が出過ぎていて、まだ力がまるで入らないけれど。

　それでも俺は、キリカの肩を全力で掴めるだけ掴んだ。

「も、モンジ君？」

「全然解わかってない。キリカは、魔ま女じよで、研究大好きなくせに、俺のことをまだ全然解ってないぞ！　だから、もう、教えるからな！」

「う、うん……」

　弱々しい、涙目の視線。どこか諦あきらめたような、不安だらけの瞳ひとみ。

「俺はどんなキリカでも愛せる。裏切ったキリカでも愛せる。敵になったとしても、寝首をかかれたとしても、魔道書でも、なんか別の生き物に姿を変えられてしまったとしても。俺は、どんなキリカだって愛せるし――今も、愛しているんだ!!」

「ふぇっ」

　ポロポロポロポロポロ、と大粒の涙がキリカの目から大量にこぼれ落ちた。

「ずっと許さないからな。もう、俺が死ぬまで。死んでも。いや、死んだ後も、ずっと。永遠に、キリカを一人になんかしてやるもんか。ずっと許さないってことは、ずっと離さないってことだ。もう、キリカのことを忘れてなんてやらないってことだ！　それくらい、それくらい、だな……!!」

「うん……うんっ」

　キリカは口に手を当てて。ぐしゅぐしゅになるくらい泣いてしまっている。

　女の子を泣かせるなんてこれっきりにしたいが、そうも言っていられないのだろう。これからは、もっともっと泣かせることすら、覚悟しなければいけない。何な故ぜなら俺おれは今、魔ま女じよに契約というものを口にしているからだ。

「それくらい、ちゃんと。キリカが好きだってことだよ！」

「モンジ君……モンジ君……!!」

　キリカの体がぱああっ、と赤い光に包まれると……。

　って、おい!?

「モンジ君、モンジ君、モンジくーん!!」

　その体は薄く赤い光に包まれた生まれたまんまの姿――つまり、その。綺き麗れいな裸体になって。俺はなんというか、それを不意打ちでついに全部まるっと見てしまったわけで。

「うわーっ!?　キリカ、ちょっ、服、服ーっ!?」

「モンジ君のばか、バカー！　もう、絶対、ぜーったい離れないんだからっ!!」

　全裸のまま、俺に思いっきり抱きつくキリカ。

　ぎゅうう、と背中に回される手が心地良くて。

　それと、なんかお腹の辺りで潰つぶれている柔らかいものの感触がなんかもう凄すごくて。

　傷口が開いて、俺の血管から全すべての血が流れ出ても仕方ないかとすら思った。

「う、うむ。もう離さないからな。記憶とか絶対弄いじらせないし、どっかに行かせたりしないし、何より……キリカ、近くにいるのに俺がお前のことを知らないって寂しい思いをしたに違いないんだ。だから、そういうのもさせない。いいな？」

「……はい」

　すっかりしおらしい返事をされてしまったわけだが。気が付くと俺はキリカの光に当てられたのか……血が止まって、少しずつ回復しているような感覚を得た。なんというか、体の表面がぽかぽかと暖かくなり、じわーっと傷口が修復していくみたいな。さっきのアリサの癒しよりもさらに直接的な回復っぽい力を感じる。

　なので、せっかくだから抱き締めたキリカの背中を撫なでようと思ったら完全な裸体だったので、ここで日ひ和よってしまった俺はなんとなく髪を撫でることにしつつ。視線をちょっと下にやると、そのなだらかなお尻しりのラインとか見えたりしたので慌てて上を向いた。

「モンジ君、ドキドキしてる……」

「そりゃするだろ!?」

　ほとんど逆切れである。

「じゃあ、今のうちにだね。この体を維持している分の魔力を全部モンジ君に注いでしまうから。そうしたら私は……しばらく人の体には戻れないけれど」

「あ、ああ、なるほど。今のうちに、なのか」

　今のうちに。キリカの背中を触ったり、お尻を見たりしても……いいのかな？

　おそるおそる背中に手を伸ばしつつ……。

「ぅんっ」

「すまん、くすぐったかったか!?」

　慌てて離すというチキンな俺おれ。

「ううん、いいのに。触りたいなら触って。抱き締めたいなら抱き締めて。キスしたいならキスしていいし――モンジ君ならなんでもしていいんだよ」

「お、おう、そう、なのか」

「あ、でも……そうだ。まだ、ダメ」

　キリカは潤んだ瞳ひとみで、俺の顔を見上げる。

　その唇が妙に艶なまめかしくて……どうしてだろうな。

『まだだめ』と言われると余計に『はやくはやく！』という気持ちになるのは。

「まだ……ちゃんと、言い直して貰もらってない言葉があるもの」

「ああ、そうだな」

　そっか。

　愛してる、も。好き、も。確かにとても大事な言葉だ。

　だけど、俺たちにとっては――魂に直結する、決まり文句があった。



「キリカ。ずっと大事にするから。――俺の物語になってくれ」



「うん。私を、貴方あなたの物語にして――疾風はやて君」

　初めてそんな名前でキリカが俺を呼んでくれた時。



　シャラララララララララララララララララララーン!!



　Ｄフォンからは、まるで祝福でもするかのような派手な音が鳴り響いた。

「うわわわっ!?」

「あははっ、私の持っていた物語たちもぜーんぶ、モンジ君のものになったからだね」

「そ、そうなのか……」

　実感はまだ沸かない。まだ、沸かない……だけどきっと。

　すぐに、それがどんなに凄すごいことなのか、俺は解わかることになるだろう。

『ロア喰ぐいのロア』が食べてきたロア全部。それが今、一瞬で俺のモノになったのなら、俺が自分のロアの力を使った時に解るはずだからだ。

「癖の強い子たちばかりだから気をつけてね」

「ああ……だろうなあ」

『神かみ隠かくし』の時の、あのおっかない子とかもいるんだろうな、なんて思う。確か、詞し乃のちゃんだったか。ああいう純粋に怖いロアが今、結構仲間になったんだろう。

「それで、モンジ君？」

「お、おう？」

　顔を見上げて。もうちょっと体を離されると、こう、なんだ。胸の先っちょとか見えてしまうんですがキリカさん。そして、なんかもう、見せることも躊躇ためらいがないので、見ちゃうんですけどね。いやあ、うん。はい。初めて女の子のを見てますけど、その、感動で大変です。はい。

　名前がモンジ君に戻っている、とかツッコミしたい以前に、そっちが気になって気になってどうしようもないんですが。

「キスでも、もっとえっちなことでも。もっともっとえっちなことでも。……しても、いいんだよ？　して、くれないの？」

　そんな言葉を照れたような、しかも嬉うれしそうな顔で言われてしまうと。

　それはもう、なんかしないわけにはいかなかった。

「ようし、キリカを食べちゃうぞー！」

「きゃあー☆」

　俺おれはそのままキリカの体をぎゅううう、と強く強く抱き締めて。

　その背中と、頭をとても大事に体に寄せて。

　そして、すぐ顔の下にあるまぶたにそっとキスをする。

「んっ……なんか……恋人のキスみたい……」

「嫌か？」

「……直接的じゃないから、余計恥ずかしいね、これ……」

　キリカも、ちゅっ、と俺の首筋にキスしてくれて。

　そこがなんだかこそばゆいな、なんて思っていたら――。

　その体が、もっと赤い光の粒子に包まれていく。

「モンジ君。続きは――ちゃんとしてくれる？」

「……したいなあ、とはいつも思ってるんだぞ？」

「あははっ、うん、ありがとねっ！」

　しゅううう、と光が収束するような感触を俺に残して。



　――キリカの姿は、一冊の魔道書になったのだった。





　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆





『モンジ君、今――瑞みず江えちゃんは、一人でずっと戦ってくれてるの』

　手に持った魔道書からなのだろう。頭の中に直接響くようなキリカの声には覚えがあるので、それほど気にならなかったが。問題は話の内容だった。それを聞いた瞬間に俺おれは走り出していたのだが。一いち之の江えの気配はさっぱり掴つかめない。

「ずっとって、いつからだ？」

『あの日から今日までずっと、だよ』

　あれから一体、何日が過ぎたのだろう。記憶が曖あい昧まいになるということは、そういった記録すらも曖昧になるということなのか。その辺り『８番目のセカイ』を見ればなんとかなるのかもしれないが、今はそれよりも先に一之江を探す必要がある。

『まあ、瑞江ちゃんのことだから、上う手まく休んだりしつつペース配分もバッチリだろうけどね。でも、それでもそろそろきついはず』

「なんだってそんな。キリカと一之江はヤシロちゃんに寝返ったんじゃなかったのかっ」

『私がした取引は『私がモンジ君の力を全すべて食べたらヤシロちゃんが完全にモンジ君から手を引く』ということ。そして、結果的にそれは出来たからここ数日はモンジ君も平和に過ごせていたの』

　そんな裏取引があったというのは初耳なので、黙って頷うなずくことにする。

『でも、その力を持ったままヤシロちゃんにやっつけられるわけにはいかないからね。ハンドレッドワンの力はヤシロちゃんも認めていたほどの、彼女の弱点になり得るものだ、って彼女とお話ししていて解わかったから。だから、魔ま女じよらしく暗躍するしかなかったの。モンジ君がよく眠れるように蟲むしを送ったりしているうちに、色々と連絡したりしてね』

　あの日、何な故ぜだかよく寝過ごしたのはやっぱりキリカのせいだったのか。

　もう、暗躍や黒幕は全部キリカのせいだと思い込んでもいい気がしてきた。

「先輩とか、音ね央おたちとか、理り亜あにも連絡してたのか？」

　瓦が礫れきの中を跳んだり、廃はい墟きよの壁を走ったりして駆け抜けながら、俺は確認する。

『うん。みんなに、ちゃんとモンジ君に自分の正体も目的も告白したって伝えて。そして、私の正体も弱点も伝えたら、信じてくれたよ。すっごい賭かけになるし、記憶もなくすけど、でもそれくらいしか勝てる方法ないんだね、って』

　キリカほどのロアが、最悪の魔女が、全てをさらけ出してまでの告白。それはなんていうか、みんなもビックリしたことだろう。今までみんなはキリカに警戒心みたいなものを抱いていた。それは、こいつが『ロア喰ぐい』だからというのもある。だけど、そんな彼女が自分の存在を賭けて、命がけの話をしたのだ。

　――それは多分『仲間』だから。

　俺おれの物語になっていないという優位性を利用した最後の作戦を使える唯一の存在だから。

『理り亜あちゃんは最後まで複雑そうだったなー』

「あ、ああ、うん。すまん」

『あははっ、愛されてるよね、モンジ君って』

　理亜のストレートな気持ちは大変嬉うれしい。だからこそ俺の癒しなのだが、あのメンバーの中では一番大人おとなしそうなのに、一番気が強いんだな、実は。勉強になるわ。

『私の集めた物語たちを全力で使う為ための方法はね。まず必要なのは無尽蔵なレベルの魔力。これは、鳴な央おちゃんの『神かみ隠かくし』のポテンシャルを手に入れたことでなんとかなるの。続いて必要なのは、きちんとその膨大な魔力をセーブして使いこなすこと。これも、詩し穂ほ先輩の中にいた『管かん理り人にんさん』の能力で、整理して最適化することで使えるようになる。圧倒的なデータ管理能力の賜たま物もの、というやつだね。そして、モンジ君のハンドレッドワンの力を手に入れたまま、私だけヤシロちゃんの前から立ち去る為には、スナオちゃんの赤マントの力が必要だった。瑞みず江えちゃんが足止めしてくれている隙すきに、なんとかこの『破滅の世界』から自分を攫さらって脱出する為にはね。そうやって、みんなの力がないと、これはどうしても上う手まくいかなかったの』

　今、そこにあるみんなの力を効率的に組み上げれば、なんとかそうやってヤシロちゃんにすら対抗出来る力に繋つなげられるということなのか。それは、そのまま俺に戻って来ているということでもある。

『でも、それだけだとダメ。私は所しよ詮せん――魔道書のロアだから。物語を記しているだけで、同時に読み上げたりすることは出来ない』

　所詮、という言い方を止めたかったけれど、今はそういうタイミングではないようなので、少しだけぐっと我慢してキリカの続きの言葉を待つ。

『モンジ君――君は百物語の『読み手』であり、そして『書き手』にもなれる人だから。だから――！』

「そうか――そういうことか」

　物語を、同時に読み上げる。或あるいは、物語を新たに描き上げる。

　俺はそれを聞いて初めて理解した。

　キリカがどうしてそんなことをしてまで『みんな』の力を集めたのか。

　そして、どうしてこんなことをしてまで苦しい賭かけに出たのか。



　全すべては――『百物語』を綴つづる俺に託す為、だったのだ。



「キリカは最初から俺を信じてくれていたんだな」

『当たり前だよ。私は――モンジ君のことが大好きなんだから！』

　その言葉が嬉うれしくて仕方ない。

　俺おれが思い通りに動く保証なんてどこにもなかったのだろう。

　一いち之の江えの妹である優ゆう都とちゃんとの出会いも偶然だった。何も解わからないまま、記憶を取り戻すきっかけもないまま何日も過ごしてしまった。そのうちに、一之江が力尽きてしまっていたら――この賭かけは負けだったのだ。キリカは、俺の傍そばで三枝さえぐささんとして見守りながら、一生懸命俺が思い出すヒントを出しつつ、信じて待っていてくれたのだ。

　きっと、それは――今も戦っている、あいつも。



「やろう、キリカ。全部、上う手まくやってやる!!」



　俺は手に持った魔道書をとにかく強く握り締めた。

『ひゃあっ!?』

「すまん!?　なんかえっちな場所だったりしたか!?」

『い、いや、うん、だいじょぶ……ほら、裸のまま魔道書になってる、みたいなものだからね、今の私。生身よりもよっぽど素というか。モンジ君が決意したり格好付けたりすると、その、精神的接触度が高いというか……』

「そ、そうか。精神的接触だな」

『そ、そうなの』

　なんだ、こう。この本はどこを持てばいいんだ。

　とりあえず、大事そうに胸に抱えることにして、だ。

　そんな風ふうに、二人でドギマギしていると。



「よう、お二人さん。上空タクシーはいるかい？　乗車賃は面白い物語でどうよ」



　走る俺たちの横に、大きな飛行するバスターライフルに乗ったアリサがふわっと並走してやって来た。なるほど、空からの探索というヤツか。

「一之江の場所の検討は？」

「お前さんの悪い予兆がある場所に連れて行けばいいんだろ？」

「なるほどな、それで頼む！　派手な逆転劇を見せてやるよ！」

「ＯＫだマスター、乗んな！」

　俺は片手をアリサの乗るシートの後部座席みたいな場所に引っ掛けると、そのままそこに腰を落ち着ける。

「最高速度で行くぜ、お客さん!!」

　瞬間、アリサの乗る銃の後方から物もの凄すごい青い光が放たれ。



　俺おれたちの体は一気に上空まで飛ひ翔しようしていたのだった。
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　あれから、どれくらいの時が経ったのか。私には解わかりませんでした。

　いえ、そもそもこの『世界の果て』では時間の概念そのものが狂っていて。あれから何年も過ぎたようにも思えますし、まだ数日しか過ぎていないようにも思えます。

　まあ、いいでしょう。そんなものはこの最強のロアである『月つき隠がくれのメリーズドール』の精神を犯すものではありません。既にこの身は『時を止めた人形』のロアである以上、このような戦いを何年でも何十年でも何百年でも続けることは可能です。

　問題があるとすれば体の方ではなく、精神は人間のままというハーフロアであることです。それにより、長くこの場で戦えば戦うほどまだ残してきた双子の妹・優ゆう都ととの年齢差がついてしまう悔しさがありましたが……まあ、それも些さ細さいな問題でしょう。

　何せ、この『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』とその繰り出す『破滅の属性を持つロア』たちを倒し続けなければ、いずれ優ゆう都との住む世界も滅びてしまうのですから。そうなれば、守るものを失った私は存在する意味を失います。

　優都が寿命で死んだら別に世界など守らなくてもいいかな、と思ったりしましたが。優都の子どもは私によく似て愛らしいに違いないので、やっぱり守らなければなりません。どんな男が優都の夫になるかによりますが。……と、そこまで考えたところで、不意にあの男のだらしない顔が浮かんできて。



　――ムカムカして目が覚めました。



「お姉さん、目が覚めた？」

　私が眠っていたのはどれくらいだったのでしょうか。そして、私はいつから眠っていたのでしょうか。全く解わかりませんが、目の前にヤシロさんが大変余裕な笑みを浮かべて立っているのを見る限り、まだ負けて死んだりはしていないようです。

「グッドモーニング」

「わっ、英語だ」

「おっと、ついいつも使っている言語が出てしまいましたね」

「いつも英語で挨あい拶さつしているの？」

「いえ、別に。たまにすると妹が慌てるので、それを見て楽しむくらいです」

「ふふっ、妹さんと仲良しなんだね」

　姉妹仲はかなり良好なのは確かでしょう。優都は昔から私の後ろにくっついて来ては、「お姉ちゃんお姉ちゃん」と甘えてきました。私は大抵面倒臭かったので邪険にしたり置き去りにしたりしていたのですが、それでも懐いてきたので根負けして仲良くしたのです。そういう意味では、根性のある妹でした。

「ところで、私は何を殺した後に眠ってしまったのですか」

「えーと『猿夢ドリーム・カウント』だね」

「ああ……睡眠系だから寝てしまっていたんですね」

「そういうこと。まさか自分から寝て殺しに行くとは思わなかったよ」

　ちなみに『猿夢』とは、簡単に言えば夢の中で殺される系の殺さつ人じんロアです。何度か同じ夢を見ると最後には殺されてしまう系統の話で、確か『神かみ隠かくし』の頃ころにモンジが説明を受けていたはずです。

　なので、私は敢あえて自ら眠ることで、殺される前に猿どもを皆殺しにしました。おかげで、最後の夢には何も現れず、平穏に熟睡していた……ということのようです。

「すっきりした？　次の敵と戦える？」

「楽勝です。なんなら貴女あなたでも構いません」

　当初からヤシロさん本人は一向に戦う意志を見せませんでした。いつの間にそんなにロア仲間を集めていたのか解わかりませんが、倒した数はかれこれ十近いはずです。

「じゃあ、次はとっておきの子でいくね」

「とっておきが多過ぎるのはマンネリを生みますよ」

　と、呟つぶやいた瞬間。私の右腕が青白い炎を上げて燃えました。

　なるほど――。

「現象系のロア『人体発火ＳＨＣ』ですかっ」

　私はすぐさまその場から立たち退のきますが、右手の炎は消えることはありませんでした。

　これはいきなり前触れもなく人間の体が発火する、という謎なぞの現象のことです。どうしてそうなるのか、何が原因なのかが解らないので都市伝説扱いになっており、様々な憶測が今もなされているロアでした。

「あの子はやがて自分自身が燃え尽きてしまうロアなの。大変そうだよね」

「いかにも破滅のロアですね」

　チラッと横を見れば、ヤシロさんのずっと後ろの方の廃はい墟きよ――一キロほど離れた場所に、青白い炎に包まれた少女の姿が見えました。あそこまでは私の声は届きません。憑ひよう依いしているわけでもないので、テレパシー的なものも届かないでしょう。つまり『想起跳躍リンガーベル』で転移出来ない距離である以上、電話をかけて移動するという手段か、直接ダッシュして声を届かせるしかないわけです。そこに移動するまでの間に、私の体が彼女の炎によって燃え尽きない、という保証もないのです。

　気が付けば炎は腕から二の腕まで迫っており、ぷすぷすと焦げ臭い匂においを発していました。体はどちらかと言えば生身の人間ではなく人形の体なので、乙女の柔肌が焼ける匂いではないのが幸いですが。だからと言ってこのまま焼き尽くさせるのも腹が立ちます。

「ヤシロさん、そちらに参ります」

「あ、なるほどね。そう避よけるんだ」

　私は一瞬でヤシロさんのいる場所まで『想起跳躍リンガーベル』で転移すると、それまで私の右腕を焼いていた炎を置き去りにすることに成功しました。どうやらあの炎は『空間と時間』を超えて移動した私に付いてくることは出来ないようでした。

「右腕は暫しばらく使えませんが、まあなんとかしましょう」

　そして私は置き去りにした炎の――大体後ろがあるならこの辺り、と目ぼしい場所に素早く回りこみます。

「もしもし私よ。今、あなたの後ろにいるの」

　炎のゆらめきがピタッと止まりました。見れば、遠くに立っている少女も動かなくなっています。どうやら、私の憶測は正しかったようです。

　私の『想起跳躍リンガーベル』は、私の体に接触している『私が選定したもの』を運びます。なので、私は『人体発火ＳＨＣ』を連れて行かないと選択しました。この場合のポイントは『連れて行くかどうか』ということです。すると炎は置き去りとなり、空間でたゆたうのみとなりました。――つまり、あの炎そのものが本体であった、ということです。

「振り向かなくても。既に貴女あなたは私を『見て』しまっていますね。二つ以上の視点がある場合――私を見てしまっている貴女はもうこの段階で負けです。『見返殺害メリーズピリオド』」

　そしてこの炎が振り向く必要もありませんでした。『人体発火』はおそらく、私という存在を見て燃やす能力者。だとすれば――この『見たら死ぬ』状態の私を見てしまっている本体の方は――。



　バシュッ！



　その炎があっさりと消滅し、遠くにいた少女も消え去っていました。

「凄すごいねえ、ほんと。瑞みず江えお姉さんはロアを殺すことに関してはかなり達人だよね」

「それほどでもあります。今回はちょっと腕が燃やされたのが驚きでしたが」

「それもあんまり気にしてないんでしょ？」

「その通りです」

　私が左手で右腕を撫なでると、付着していた煤すすが取れて……白い肌が戻りました。焦げ目も、焼けた傷跡も何も残ってはいません。

『時間が停止した人形』である私にとって、ひとつの戦闘――物語が終わってしまえば、その時に受けた傷や疲労はもう体に蓄積しないのです。これも、私が最強たる所以ゆえんであると自負していました。

「とっておきの子もあっさりやられちゃうと、もう何を出してもあっさりやられちゃうって感じになるよね」

「ええ。なのでそろそろ貴女でも構わないのですよ」

「もう終わりにしたいってことなのかな？」

　ヤシロさんが帽子の下から、七しち里り詩し穂ほに似た視線を見せて来ます。

　――終わりにする。

　その言葉に一瞬だけ心が揺らいでしまうくらいには、精神は疲労しているようでした。

「なんの。あと百ゲームくらいいけますよ」

「瑞江お姉さんはハーフロアなのに、本当に強い精神力だよね」

「そんじょそこいらのロアとは違いますので」

『月つき隠がくれのメリーズドール』は最強のロアである、というのは常に広め続けなければいけません。それのせいで挑戦者が後を絶たないという難点もありますが、戦えば殺されるというのは圧倒的な精神的アドバンテージを得ることが出来るからです。

　ですが、この『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』はどうしても殺す隙すきを作ることが出来ませんでした。何度も何度も……それこそ、先ほどの『想起跳躍リンガーベル』の際もナイフを突き立てようとしたのですが、その身はまるで霞かすみのように捉とらえどころがなく。ナイフは霧を刺したかのようにすり抜けてしまったのです。

「じゃあ、そろそろ順番はやめて、同時に行こうか？」

「っ」

　ヤシロさんの背後に、不穏な気配が――いくつか現れていました。ざっと感じるだけでも、十はあります。気配というものがないロアもいるかもしれませんし、潜伏系もあり得るので、実際はもっといるのかもしれません。

　ただ、そんなはずはない。そう思っていただけに私の衝撃はかなりのものでした。

「お、流石さすがに驚いているんだね、お姉さん。そう、普通……同時に大多数の物語がひとつの場所、ひとつのロアの世界で顕現することってないんだよね。『主人公』が使役しているわけでもない限り、大体のロアバトルは一対一が基本だもの」

「………………」

「同じロアの世界内で色んな物語が展開してしまうと、それぞれが影響し合って、しっちゃかめっちゃかになっちゃうもんね。だから『仲間』のロアが集まって『勢力』が出来たとしても、一対一であったり、少人数同士の戦いであったりが基本……それが、ロアとロアの戦い。こんな風ふうに『大多数』が出てくることなんて……そうだね……」

　私が何も言えないでいるのをいいことに。ヤシロさんの背後の気配は更に人数を増やしているようでした。十や二十ではありません。もう、数えるのも面倒なくらいに、です。

「私と『管かん理り人にんさん』が戦った、あの『１９９９年』の戦い以来だったけど。あの時のみんなの敗因が正まさにそれ。私一人に対して、みんなは大勢でかかってきたから。それぞれの物語がぶつかり合っちゃって、しっちゃかめっちゃかになっちゃって。統率を取ろうにも取れなくなっちゃったからなんだよね。とはいえ、単体や少人数では私には勝てなかったんだから……管理人さんはもう『負けない』戦いにシフトするしかなかったということ」

　そうして『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』に封じたというのがことの顛てん末まつだったわけですが、戦いに歴史ありというわけです。その時に『ロアの軍勢』というものに興味を持ってしまったこの、『ノストラダムスの大予言』は自分でそれを作ってしまった、ということでしょう。

　彼女一人の時でさえ誰だれも倒せなかったというのに。

　更に『破滅の属性』を持つロアの軍勢を作り上げた彼女。

　なるほど、終末を導くのに最も適した存在である、という絶望を感じます。

「しかし、それだけの数を貴女あなた自身が使役することは……」

　と、言いかけて。

　先ほど、彼女が言っていた言葉の真の意味に気付いてしまいます。

「ふふっ、そう。気付いてくれたみたいだね、瑞みず江えお姉さん」

「……そうですか。そういうことだったのですね。貴女あなたは……もしかして、最初から、そうだったのですか？」

「うん、私は最初から。生まれた時から。きっと、存在を始めた時からそうだったよ」

　ヤシロさんはそう告げて、ニッコリ笑いながら帽子を取りました。

　その下にあった――七しち里り詩し穂ほの幼少時代にそっくりな顔。それが、私の見ている前で、ゆっくりと変化していきます。――元の、彼女自身が得ていた――『真の姿』へと。

「私は、全世界が熱狂して、全人類が滅びを求める為ための物語の『主人公』のロア――」

　長い長い金髪。爛らん々らんと輝く赤い瞳ひとみ。そして、黒い帽子と学者のような衣装を纏まとった――あれは、よくネットや本などで見る、ノストラダムスが着ている服装でしょうか。幼い容姿はそのままに、圧倒的な威圧感すら感じさせる容貌で。

「『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』という物語の『主人公』こと、ヤシロ＝フランソワ一世。よろしくお願いします、だね。メリーズドールのお姉さん」

　その名乗りと挨あい拶さつの瞬間。

　彼女の背後からは『大王の軍勢』が現れたのでした。





　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆





　どこをどう逃げながら戦っているのかは解わかりませんでした。

　そう、この私が撤退を余儀なくされるほど、その戦いは苛か烈れつだったのです。

　後方から飛来してくる謎なぞの光は黒服サングラスの人物たちが放つ光線銃から出るもの。あれはいわゆる宇宙人でさえ殺害出来てしまうほどの破壊力を持っているものなのです。『某合衆国政府が宇宙からの侵略者に対して秘密裏に作り上げた組織がある』という噂うわさ。そんな彼らは宇宙的な科学力を持っており、宇宙人に対抗しているという話があります。今は宇宙人ではなく、ヤシロさんに従って私を『殺害』もしくは無力化して『捕獲』を狙ねらっているのでしょう。捕まれば私は某合衆国のＵＦＯ研究施設にでも送られてしまうはずです。そんなのはゴメンなので、逃げ続けるしかありません。

　そしてそんな私を先回りするかのように迫ってくるのは無数の奇怪な怪物たちでした。軍の実験施設で作られたミュータント、という噂から生まれた未確認生物ことＵＭＡ。そんな彼らは現れては消え、現れては消え。まるで、存在そのものが復活と消滅を繰り返しているかのように、何度追い払ってもまたすぐに現れるのです。

　そして空からは銀色に輝く無数の円盤が追いかけてきていました。時折高速接近してきては、私を攫さらう用途があるであろう怪光線を放ってきます。回避すると、私のいた場所にあった瓦が礫れきが吸い込まれていきましたので、なんでも吸い上げる光ということのようです。アブダクションと呼ばれるＵＦＯに攫われる事件。あれに攫われてしまえば、私はいきなり行方不明になってしまいます。もしくは、キャトルミューティレーションと呼ばれる、ＵＦＯに攫われた牛の内蔵がなくなっているという事件のように、私の内蔵だけ抜き取られたりするかもしれません。

　……なんでヤシロさんのロアは外国系の都市伝説が多いんでしょうか。

　この派手な展開は、荒こう唐とう無む稽けいな破滅論を唱える人々を大勢生み出した、外国ならではの大味な雰囲気を感じました。日本で生まれた都市伝説は地味目なものが多いのですが。外国の、特にアメリカ系のものはやっぱりハリウッドスタイルなのでしょうか。だとすると、私もコックか何かになっておけば良かった。などと逃げながら考えます。

　そんなどうでもいいことが浮かび続けるくらいに、私はピンチでした。

「殺し尽くすことが、困難なレベルですね……」

　まず数が多過ぎます。

　なるほど、ヤシロさんは上う手まく考えました。

『最初から数が多いロア』という群体で存在するロアを仲間につけておけば、その瞬間にかなりの手勢が手に入ります。そして……なんで名前が『ヤシロ＝フランソワ一世』なのかも思い出しました。確かノストラダムスの大予言に出てくる『アンゴルモアの大王』とは何者なのか？　という説のひとつにフランスの王であった『フランソワ一世』である、というのがあります。王様であれば、軍隊を率いるのが上じよう手ずでもおかしくありません。

　それが何な故ぜ『主人公』なのかを考えれば少しストーリーも簡単にですが浮かびます。つまり『アンゴルモアの大王』の生まれ変わりとして現れた『フランソワ一世』が、多くの仲間を集めて様々な敵と戦い、最終的に世界を滅ぼすという物語――。

　……派手で嫌いではありませんが、弱点が浮かばないのも確かでした。



　ヒュンッ！



「くっ」

　突然目の前を通り過ぎたのは、鋭利な爪つめで。それを咄とつ嗟さにかわした私はほぼ条件反射でその体にナイフを突き立てていました。

「シャアアアアッ!!」

　断末魔の叫び。殺してからその姿を見てみれば、全身が毛に覆われている人間くらいのトカゲでした。背中にトゲみたいなものがあり、鋭利な爪つめと巨大な赤い目を持つことから『チュパカブラ』であると判断出来ます。主に南米辺りで目撃されている未確認生命体だったはずです。周りを見れば、他ほかにも同じようなチュパカブラの群れが私に襲いかかってこようとしていました。

「いいでしょう、やってやります」

　私はナイフを両手に持ち、彼らが私に注目しているのを利用して――。

　その中心を全速力で駆け抜けると、彼らの背後に回りました。

　チュパカブラは私の動きを追うことが出来ず、その背中を晒さらしています。

「もしもし私よ。今、あなたたちの後ろにいるの」

　チュパカブラたちが一斉に私を振り向いた瞬間。

「『見返殺害メリーズピリオド』――！」

　私を見た全員が、血ち飛沫しぶきを上げて絶命していきました。

　目があって、意識がある。それなら私は殺すことが出来ます。

　とはいえ、このままここにじっとしていれば、また背後から追ってくる黒服サングラスの集団とＵＦＯたちに追いつかれてしまうので、私は再び走り出しました――。

　が。

　直後、目の前の瓦が礫れきが大きく盛り上がり。



　ドガアアッ！



　と、地面の下から巨大なミミズが姿を現しました。頭を出しただけで既に人間の大人おとなくらいある大きさ。その先端には鋭利な牙きばがびっしりついた口があります。なるほど、確かこれも未確認生物の。

「モンゴリアン・デスワームですね」

　なんというＵＭＡ祭り。ＵＭＡ愛好家の人がここにいれば、きっと大喜び間違いなしなのですが、いかんせん戦う方は嬉うれしいことが何もありません。こんなに赤くてブヨブヨする気持ちの悪い巨大なもの、出来ればナイフであっても触れたくありません。絶対なんか気持ち悪い液体出しますし、そういえば確かこいつは毒を持っているという噂うわさもあります。ゴビ砂漠だかどこだかに生息していて、火炎を吐いたり電撃を出したりとかも言われていたはずです。あちらの人は、ただの大きなミミズがなんで火を吐いたり電撃を放ったり出来るなんて思ったんでしょうね。まあ、そんな噂をされてしまっているくらいですから、毒も火炎も電撃もやってくるのでしょう。おのれ現地民め。

「後ろの黒服たちはこういうのこそ取り締まるべきだと思うのですが」

　そんなことを言っても、今はヤシロさんに従っているのでしょうからどうしようもありません。宇宙に目を向けるよりも、まだまだ世界には不思議な生き物がいるよ、というグローバルな視点を持って……。



　ドガァ！　ドガァ！　ドガァ！



　考えている場合ではないようでした。

　走りながら見ているうちに、モンゴリアン・デスワームは更に数を増やしたのです。一度タイマンじゃなくなったら、後はもう大人数バトルは解禁になってしまうものなのだ、と痛感します。

「こいつらに言葉は通じそうもありませんね」

　背後に回る、というのすら危険な気がします。

　そう考えた私は、一いつ旦たん引き返すことにしました。当然そちらには黒服たちやＵＦＯがいたりするのですが。それでも構わずに廃はい墟きよと化した街まち中なかを突き進んで、突き進んで……とにかく走りました。後ろからは大量のモンゴリアン・デスワーム。前からは黒服たちの放つ無数の破壊光線。上からはＵＦＯたち。正まさに四し面めん楚そ歌かという状況で……。

　私は、敢あえて立ち止まりました。

　当然、そこにはまず光線銃が狙ねらいをつけます。ＵＦＯたちも凄すごい勢いで迫って来ました。地面も、いくつもボコボコと私の方に盛り上がって来ました。

　こういう戦いの際、頑張らなきゃいけないのは大体「ピンチの時こそ賭かけに出る」ことです。『きっとこうしてくるはずだからこうしよう』という思い切りの良さを持つことです。達人同士になればなるほど単なる読み合いになるというのはそういうことで、つまり経験からくる予想に自分の命をベットするというものなのです。

　ですから、私はそのギリギリのタイミングで。

「もしもし私よ。今、あなたの後ろにいるの」

　そう、ヤシロさんに向けて言いました。

　気が付けば私は長い長い金髪の背後をとっていました。やはり、彼女はこの大混戦の中でも私の声を、様子を、チェックしてくれていたのです。これが賭けでした。どうやらここはやや高い廃ビルの上のようで。

　眼下では黒服たちが放った光線銃が、地面から現れたモンゴリアン・デスワームを破壊し、生き残ったモンゴリアン・デスワームがＵＦＯに電撃や炎をお見舞いし、モンゴリアン・デスワームから飛び散った大量の毒が黒服たちまで届いて彼らを苦しめていました。

　正に一網打尽。かなりの数がそれで一気に激減しました。

「へえ。私が見てて、聞いてるってよく解わかったね、瑞みず江えお姉さん」

「貴女あなたは私たちのこと大好きですからね」

「うん。私の破滅の物語には欠かすことの出来ない、大事な登場人物たちだものね」

　すぐに放った攻撃を止めることも出来ないのか。黒服とＵＦＯとモンゴリアン・デスワームは、まだ私がそこにいるとでも思っているかのように殺し合いを続けています。黒服を攫さらうＵＦＯ、それを救う為ためにＵＦＯを破壊する黒服、そんな黒服を食べるモンゴリアン・デスワーム。気が付けばそんな血みどろの乱戦にすらなっています。あちらはもう、無視してもいい戦いでしょう。

「さて、振り向いていただきますよ、ヤシロさん」

「ううん、それは残念ながら無理だね」

　ヤシロさんが片手を上げると。

　私は嫌な予感を感じてすぐにバックステップしました。

「すぐに動いたのは流石さすがだけど、それでも遅いよメリーズドールのお姉さん」

　そう言われた瞬間、私はゾクッとした身の危険を感じました。

「『七人の御使いセブンス・エンジエル』」

　瞬間、私の周囲を取り囲むように――無骨な鉄仮面をつけた、身長が三メートルはある巨大な『天使』たちが現れました。背からは巨大な白い翼を生やし、白い衣を身に纏まとい――足はなく、ヒラヒラと浮き上がっています。その筋肉質な腕の右手には様々な武器、左手には金色のラッパを持っていました。

「これは『黙もく示し録ろく』の――!?」

「私は『終末の予言』を体現するものだからね。こういうのは大体使えちゃうんだよ」

　瞬間、背後から迫った剣の一撃を、更なるバックステップで回避します。

　直後、左右から同時に来た斧おのと短剣の攻撃に対しては、ペタッと仰向けに倒れることで回避しました。私のすぐ上を二本の武具が行き過ぎるのを見た直後に、右に転がることでそこに打ち付けられた槍やりを回避します。ですが既に逃げた場所には弓矢が放たれていて、私の肩に深く突き刺さりました。痛みに反応する間もなく、すぐに頭を起点にしてヘッドスプリングで起き上がったところに、巨大なハンマーの衝撃が床を揺らし……バランスを崩した私に鋭利な鎌かまが迫り、回避し切れずに首の後ろを切られてしまいました。



　プァーン、プァーン。



　二つのラッパが鳴らされます。

「くっ……」

　一瞬の連続攻撃たちに対抗すべく、私は一いつ旦たん距離を取りました。肩からじくじくとした痛みが全身に広がって、動きが鈍くなっていくのを自覚します。首からの出血も意外に多いのか、意識が軽く朦もう朧ろうとしました。……『黙示録』の七人の御使いはこんな力は持っていないはずでしたが、そこは噂うわさの範はん疇ちゆうということでしょうか。それとも――もっと他ほかにも別の力を持っていて、厄介な力も隠し持っているかもしれません。つまり、この一匹一匹が強力なロアであると判断して戦わなければ危険。そういうことなのでしょう。

「いいでしょう。一対七くらいが丁度いいハンデです」

　私はナイフを構えて、七人を睨にらみますが……一瞬で、一人足りないことに気付きました。こういう時、大抵は上か背後をとっていると相場が決まっているのです。

　一瞬で彼らの得物を確認。どうやらいなくなっているのは短剣の模様。つまり私同様、接近してのこっそり暗殺などが得意とみました。すぐさま、振り向くと同時に軽く跳躍し、ナイフを回転しながら揮ふるいます。そこには丁度、私に短剣を突き立てようとしていた彼がいましたので、その首を私は躊躇ためらいもなくはねました。鉄仮面の下辺り、太い筋肉に覆われた首に私のナイフが滑り込んだ瞬間には、あっさりと。血を流させることもなく、その首は鉄仮面ごと飛んでいきます。あと六人。

　直後、その隙すきを、その位置を狙ねらって矢が撃ち込まれるというのも想定済みでした。私の胸の上に刺さりましたが、あれは回避出来ないものとして。同時に動き始めたハンマーの方に短剣の死体を蹴けり飛とばします。ハンマーはその体を受けて動きを鈍らせます。私は蹴った反動を利用して迫って来ていた剣の頭上を取りました。慌てて上を見るその剣の鉄仮面――その目の奥に、全体重をかけてナイフで貫くように着地。脳の奥まで達した手応えを感じると、そのまま二度捻ひねりました。ビクンッ、ビクンッ、と二度の痙けい攣れんを起こして剣が絶命し、あと五人。

　と、その瞬間には槍やりが突撃してきましたので、私は剣の首を捻ることでその体を槍に向けて押し出しました。ドスッ、と槍が剣の体に突き刺さります。槍の性質からして『抜く』という工程が必要になりますので――そんな隙を与えるはずもなく、私はその槍の頭まで飛び乗って、その首に足を巻きつけるとぐるりと回転。その時に、ゴキリとその首の骨を折って絶命させることが出来ました。あと四人。

　その頃ころには弓矢が次の矢を番つがえていたので、そろそろあれを食らってあげるわけにもいきません。ついでに言うとハンマーも短剣をどけて迫っていました。そして音もなく鎌かまが迫っているに違いなく――と考えている私の体を、斧おのが横よこ薙なぎにするところでした。

　しかし私の身体能力を甘くみている彼らは正直なところまだまだです。その斧に向けて私は軽くジャンプし『乗っかります』。当然、凄すごい勢いでブゥンと揮われていたので私の美しい小柄な体は空中にポーンと飛び……弓矢を持つ相手に向けて一直線。流石さすがにそんな動きは予測していなかったようで、その勢いのままに驚く弓矢に向けてナイフを首筋に突き立てました。これであと三人。

　ハンマー、斧、鎌。離れた位置から見れば全すべて重い両手武器たちです。そろそろこのナイフでの応戦も面倒になってきたので、弓矢を奪い取ると、そのまま矢を番えます。

「へえ、弓矢を使うことも出来るの？」

「人を殺す為ための武器はあらかた使い方をマスターしています」

　ヤシロさんにそう返事しつつ、矢は一本だけにしておきました。ここで三本くらい番つがえて一網打尽とかすれば格好いいのですが、流石さすがにそこまでのテクニックはありません。なので、ここは矢を弾はじくなんてまるで出来ないであろうハンマーの眉み間けんを狙ねらって一矢。

　と、その時。斧おのがまさかの行動に出ました。ハンマーの前に立って『庇かばった』のです。おかげで矢は斧の胸に刺さり、微妙に急所をずれたのか致命傷には至りません。そしてその機を狙って鎌かまが私に迫っていました。今から弓を捨ててナイフを構える、というのも間に合わず。仕方ないので弓でその鎌の刃を受けようとしたら――弓はあっさりと真まっ二ぷたつにされ、そのまま私の左腕も真っ二つに切断され、飛ばされてしまいました。

　自分の左腕が血を流して飛ぶのを見た瞬間、私はジャンプして右腕で左腕をキャッチ。そのまま着地すると、一目散にその場所から退散します。

「へえ、片腕じゃ三人は倒せないって判断かあ。冷静だなあ、ほんとに」

　背後からヤシロさんのそんな評価が聞こえてきましたが、正まさしくその通りでした。個々が大した意志もなく、単なる操り人形であるならば勝てたでしょう。ですが、彼らは仲間を庇うという動きを見せました。つまり――ヤシロさんに操られている以外にも何らかの心を持っているということです。このまま戦っては、また意外なことをひとつでもされた時、私の敗北になってしまいます。そして、私は彼らと違って一人死んだらおしまいなので、ここは逃げるしかありませんでした。

「追いかけて。ゆっくり仕留めればいいよ。ゲームだからね」



　プァーン。



　背後でラッパが鳴っているのが聞こえました。

　そういえば、矢傷のおかげで意識が更に朦もう朧ろうとしています。矢には毒のような何か。鎌には出血を促す何かがあったりしたのでしょうか。私としたことが大失敗です。このまま廃はい墟きよを走り、どこか身を潜められる場所に隠れて、回復を待って――。

　――回復するよりも悪化した場合、どうすればいいのでしょう。

　そんな、不安が胸を過よぎります。

　左腕は、ここまでスッパリやられてしまった以上すぐにはくっつかないでしょう。少なくともこのロアの世界が解除されないことには回復されません。そして――おそらく、それはないとみて間違いなさそうです。

　チュパカブラを倒した時も、モンゴリアン・デスワームやＵＦＯ、黒服たちが同士討ちしまくった時も、物語の終了にはなりませんでした。つまり今は完全にヤシロさんの場。ヤシロさんを倒さない限り、この物語は終わらないということです。

　逃げる足が重くなりました。

　意識が段々保ちづらくなってきました。

　私はどうしてこんなに、終わりの見えない戦いをし続けているのでしょう。

　もし七人の御使いセブンス・エンジエルに勝ったとしても、この左腕はくっつかないし、怪我は治りません。それなのに、ヤシロさんは更なる何かを繰り出してくるのでしょう。或あるいは、彼女自身の恐ろしい力をついに発揮するのかもしれません。

　こんな状態になってしまった私は、それを倒すことなんて出来るのでしょうか？

　不意に後ろを振り返ると、三人の御使いが並んで迫ってきているところでした。

　足がないから浮かんで追いかけてくる分、彼らの足取りは軽そうでずるいですね、なんてどうでもいいことすら浮かびます。

「いいでしょう、こうなったらもう……最後まで戦ってやりますよ」

　どうしてこんな戦いをし続けているのかは思い出せませんでした。

　ですが、私は戦い続けなければいけない。そう思ったので……左腕は地面に置いて、右腕だけでナイフを構えます。残りはたかが三人。確か一人は胸に傷を負わせていて、そして鎌かまが一番厄介で、ハンマーはパワータイプ。情報をもう一度整理します。

　こうなれば先手必勝。

「もしもし私よ、今あなたの後ろにいるの」

　と声をかけてみましたが、やはり私の体は彼らの元にたどり着きませんでした。あの鉄仮面は完全に見る以外の情報をシャットダウンしているもののようです。であれば、その視界から離れることで――。

　すぐに地面にスライディングすると、ハンマーの真下に位置取ります。当然ハンマーと斧おのがその私に向けて武器を振り上げますが、ハンマーと斧、二つの重い武器は下の敵に向けてその『振り上げ動作』が必要となるのが常です。

　つまり、それを狙ねらって――私はまず、ハンマーの手を逆立ちして蹴けり上あげました。当然、振り上げていた力に上乗せされた力のせいで、その体は更に仰のけ反ぞります。ですが、私はこのままでは斧に対して無防備です。斧は一気に私に向けて斧を振り下ろし――。

　直後、私は足先をハンマーの手に絡めて、一気に腹筋だけで体を丸めました。私の後ろ髪を斧が掠かすめて、そのままハンマーの体へと吸い込まれるのを確認します。

　ドシュッ、と重い音が響いて。斧がハンマーの体を深く切りつけていました。自分が庇かばってまで守ったハンマーの体を自らの手で殺させる。私の仕返しは済みましたので、後は安心して驚いて止まっているであろうその斧の胸ナイフを突き立てます。深く突き立ててから、グリッと内部の器官を破壊する手応えをきちんと確認し。あと二人。

　そして絡めていた足を解放して回転して着地、すぐにハンマーを殺そうと、ナイフを構えたところで――ああ、そうでした。

　私はどうも、この『鎌かま』という武器の特性を忘れているようです。『前にいる』から『前から来る』だろうと思ってしまっていたのですが、鎌というのは内側に刃がついた武器。本来は――前から私の後ろに鎌を伸ばし――そして引き込むことで。

　私の、首を刈るものなのです。

　しまった、と思った時にはもう遅く。

　鎌の持つ手は存分に揮ふるわれていました。



　――――――。



　…………。



　……。



　おや？



　いつまで経っても、私の首が飛ぶことはありません。

　人形的なこの体は、首だけになっても浮かんで敵を殺したり出来ないかどうかなどと少し考えていましたが、どうやらそういうこと以前に私の首はまだ繋つながっているようで。

　見れば、鎌を持った御使いも。ハンマーを持った御使いも。私の後ろを見て、何やら驚いたような雰囲気を醸し出していました。

　――これは、まさか。





「もしもし、俺おれだ。今、お前の後ろにいるぜ」





　その声が私の後ろから聞こえてきた時。

　言い知れぬ気持ちが胸の奥からぶわっと込み上げてきました。

　ふわっ、と力強い両腕が私の体を後ろから抱き締めてくれます。その温かさが。そのしっかりとした、心強さが。その――嬉うれしさが。

　この戦いに絶望しそうだった私の心の中にどんどん広がって。

「遅いですよ……疾風はやてっ」

　目から、思わず涙がこぼれてしまっていました。



    

  









    
      

　ふわっ、と彼に包まれているだけで私の体は癒されていくかのように、みるみる力を取り戻していきます。切断されていたはずの左腕もいつの間にかくっついていたので。

　私は……今だけは素直に、その手に両手でしがみついて。

　この溢あふれる想いと涙をそのままに流していました。

　今くらいはいいでしょう。

　今だけはいいのです。

　こいつはちゃんと来てくれたのですから。だから、今は――いいのです。

「悪い、遅くなった」

「本当です。でも、ちゃんと来てくれたので、今は許してあげます」

　ぎゅううう、と。その存在を確かめます。すると、彼も私をもっと強く抱き締めてくれました。本当はすぐにでも振り向いて、その顔を確かめたい。本当はすぐにでも、面と向かって抱きしめ合いたい。そう思うのですが、今は出来ません。

　ああ、彼はずっとこんな風ふうに私を感じていてくれたのですね。

　そう思うだけでなんとなく、気持ちを共有出来た気分になり。

　胸の奥が更に熱くなってきました。

「ところで、どうして空気を読んで彼らは攻撃して来ないのですか」

　そろそろ落ち着いてきたので、いつもの私に戻って尋ねてみます。いくらなんでも、ハンマーも鎌かまも空気を読み過ぎだと思ったからです。

「アリサがでかい銃を構えているからじゃないか」

「え」

　見上げてみると、そこにはニヤニヤした銀色の魔ま女じよがいました。

「よう、お熱いことで！　ああ、いいぜ。まだ続けていてくれよ！」

　見られていた、と思うと途端に恥ずかしさで顔が熱くなってしまいます。

「も、もういいですからっ」

「いや、ダメだ」

　もがいて抜け出そうとしましたが、モンジは私を更に強く抱き締めました。

「あぅ……」

　その力強さに思わず弱々しい声を上げてしまいます。

「ずっとずっと戦い続けて待っててくれたお前を。こんなに傷ついて戦ってくれていたお前を、きちんと癒し尽くすまで絶対に離さないぞっ」

「い、癒し尽くすって……」

　実際に癒されているので強く否定も出来ないのですが。なんというか、他ほかの手段はないものなのでしょうか。というか、いつの間にそんな力を身につけたのでしょうか。

『今のモンジ君と瑞みず江えちゃんはものすっごく精神状態が密接だからね！　正まさに、ぎゅっとしているだけで精神的接触度がクライマックスって感じなんだよ！　いっそチュウとかしゃえば、もっと一気に回復するんだけど』

　そんな声が頭の中に響いてきて、ああ、この人の差さし金がねですかと理解しました。

「魔ま女じよどもの思惑に乗るのは非常に不愉快なのですが」

「そう言うなよ一いち之の江え。俺おれは……お前が生きていてくれて。こんなボロボロになっても、ちゃんと諦あきらめずに戦い続けていてくれて、嬉うれしかったんだ。ありがとうな一之江」

　ぎゅっ。抱き締める手に、本当に想いが込められ過ぎていて。

　ああ、なんでしょう。こんなに想われてしまいますと、それこそキスのひとつくらいはしてやってもいいような気がしてしまいます。なんせもう二度もしていますし。しかし、それは二度とも私の方からだったので、出来ればこいつの方から……。

　――私は何を考えているのでしょう。そんなことまで考えるほど、こいつに心を許してしまったと言うのでしょうか。それとも、この戦いではそんなに精神が疲労してしまったというのでしょうか。

　でも、どちらでもいい気もしてきました。

「モンジ」

「ん？」

「貴方あなたからキスしてください」

「えええええっ!?」

　そのビックリっぷりに、何な故ぜだか満足してしまう私がいます。

「ほら、お願いします」

　そしてようやく、私は彼の腕の中で身を反転させて。

　その、懐かしい顔を見上げました。

　――ああ、本当に懐かしい。

　私はきっと、この顔にもう一度会う為ために、ずっと戦い続けてきた。

　そう、思うことも出来ます。

「えっとだな、その――」

　モンジは私を見て、ドギマギと視線をうろつかせています。顔が真まっ赤かになり、目が解わかり易やすいくらいに瞬きを繰り返していました。

「ん……」

　その顔をずっと見ていたくもあったのですが、私はそこで目を閉じました。静かな暗くら闇やみの中、彼の困ったような息遣いだけを感じます。

　まあ、モンジのことですからどうせ、ほっぺたとか。おでことか。なんかそういう、適当な誤ご魔ま化かす場所に決まっているでしょう。そうしたら、このチキンめ、と罵ののしっていつもの私たちに戻り――そしてラストバトルの開始と洒落しやれこむ。そんな形でいいと思います。

　今の私は結構汚れてしまっていますし、戦い続けてそんなに綺き麗れいでもないかもしれませんし、そもそも人形状態なのであんまり魅力がないかもしれないので。だからモンジはとっとと、ほっぺたなりおでこなりに適当に――。



「んくっ!?」



　その瞬間。

　私は唇に柔らかくて熱い感触を感じて――思わず目を見開きました。

　間近にはモンジの……疾風はやての、意を決したような真剣な目を閉じた顔。

　そして唇に重なっているのは、正まさに彼の唇で――。

　つまり、私は。

　彼から、キスをされていまして。

　――この男は、本当に。

　なんて……なんて、失礼な男でしょう。私の予想をいつも超えて。勝手に抱き締めたり、勝手に呼び出したり、勝手に頼りにしたり――勝手に、私の心を奪ったり。

　だからもう。だから、もう……。

「……ぷは……一いち之の江え、えっと……これは回復させたいからとかじゃなくて、えっと、ちゃんとした意味のでだなっ……」

　真剣な目で私に何か言おうとする彼の口を。

　今度は私の唇で塞ふさいで。そして私は彼の首に手を回して、抱きつきました。

「んっ」

　ちゅっ、と。今みたいに情熱的なものではないですけれど。

　それでも、それだけで全部伝えるつもりで。気持ちも。想いも。全すべて込めて。

　そして……唇を離した時、自分が微笑ほほえんでいることを自覚しながら告げます。

「――はい。……もうずっと、許しませんからね」

「あ……おう！　解わかってる！」

　この言葉だけで通じる辺り、認めたくはありませんでしたが。

　――やっぱりモンジとは、一番のパートナーだったのかも、しれません。

　ですから、私は改めてこう告げました。



「私を、貴方あなたの物語にして下さい」



　その瞬間、モンジのとても嬉うれしそうな笑顔と共に。



　ピロリロリーン。



　Ｄフォンの音が鳴り響いたのでした。
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「デレタイムは終了です」

「ええええっ!?」

　つい今しがたまで、頬ほおを染めて優しく微笑ほほえんでいた一いち之の江えの、まさかの終了宣言だった。

　顔もすっかりクールなものに戻っているし、今までデレデレだったのが嘘うそだったみたいに口調も冷たいものに戻っている。

『照れ隠しも達人レベルだよね、瑞みず江えちゃんって』

「照れ隠しなのかなあ」

　俺おれとしては一大決心のキスだったのだが、一之江は本当によく解わからない。

　だけど『ずっと許さない』と言ってくれた。それはつまりずっと一緒にいてくれるという意味なのは確かだろう。確認し合ったわけではないものの、確信していた。

「んで、そろそろこいつら二匹をやっつけちまっていいのかい？」

　上空からアリサが確認してくる。なんというか、大暴れしたくてたまらないといった風情である。あいつもかなり戦って魔力の残りとかどうなっているんだろうと思うものの、マスターである俺がとても充実しているから平気なのかもしれない。

「あの、俺のキスシーンもずっと待っててくれた律儀なデスメタル天使はなんなんだ」

「七人の御使いセブンス・エンジエルです。ヤシロさんの『黙もく示し録ろく』の力から生み出された人形かと思っていましたが、何なに気げに仲間を思いやる意志も持っていたりしました。おそらくロアかと」

　一之江は俺を見上げてそう告げてくれる。

　――ロア状態の一之江がこうして俺の横にいてくれる。それがとても嬉うれしい。今までは見たら死ぬしかなかったので見ることが出来なかったのだが、こうしてついに並んで一緒に戦えるほどになった、ということなのだ。

「さっきの鎌かまはどう防いだのですか？」

「いや、一之江の背中に立って、普通に手で止めたぞ？」

「……今の貴方あなたは何か凄すごいものなのでしょうか」

　まじまじと見上げられる。その人形らしい愛らしい顔が近くにあると、ついついキスしたくなってしまうのだが、あんまり発情していると怒られるに違いないので我慢する。それにしても、さっきの一いち之の江え可愛かわいかったよなあ。

「それにしてもさっきの一之江可愛かったよなあ」

「それほどでもありますが、今は真面目にしなさい」

「はい、すみません」

　心の言葉がついつい口をついて出るくらいには油断している俺おれだったが。

　確かに、まだ力を解放しているわけでもないのに、あの鎌かまを手で止められたというのはなんだか凄すごいことのような気がしてきた。

「まあいいや。やっつけちゃうとしよう」

　一歩踏み出すと、彼らは一歩下がる。

　なんだ、もしかして怯おびえられているのか？　なんか気分いいぞ。これはあれだな。ラスボスっぽい人たちが偉そうに力を発揮すると、威圧感みたいなものが出せるというものかな。これからはそういうラスボスたちの気持ちになって物語が読めるかもしれない。

「マスターたちはこれから大物がいるんだろ。私に任せておけって」

「まあ、あの鎌野郎は私が仕留めます。そろそろむかついていますので」

　アリサと一之江がそう口にしたので、なんか俺は偉そうにすることにした。

「うむ、そうしてくれ」

「よっしゃ！」

「参ります」

　二人が同時に動き出すと、鎌を持った天使とハンマーを持った天使も動き出した。

「なんとなく、ハンマーはアリサを侮ってアリサに撃ち抜かれて、鎌は一之江にトリッキーにやっつけられる気がするよ」

『へえ……モンジ君ったら。どうしてそう思うの？』

「なんとなくなんだよな。ここに来て、一之江を抱き締めてから……なんだろう。全くもって、負ける気がしないんだ」

　そう、今の俺はいわゆる『絶好調』な気分だった。今みたいに、なんとなく勝ち筋が見えるし、この後のことも上う手まくやれるような気がしている。一之江とちゃんとキスが出来た、みたいな高揚感が達成感になっているのもあるかもしれない。

『充実しているってことかもね。正まさにモンジ君は最強のリア充になったのかも』

「ああ……そこに関しては否定のしようもないな！」

　思えば今日はいいことしかない。死にそうにもなりましたが、大体の女の子と素敵な思い出しかないのだから。今日の俺は最高なのだ。

　そして戦いは俺の予想通り。アリサの砲撃をなんとかギリギリで避よけた天使が飛び上がり、ハンマーで彼女を攻撃しようとしていたが、それはアリサの誘いだった。最初の砲撃はいかにも牽けん制せいで、次に装そう填てんしている一撃はどう見ても強力なものだったからだ。

「お前さん、これで死ぬぜ」

　振り上げたハンマーを下ろすこともなく、彼の体は青白い砲撃に包まれて消滅していた。うん、あんなものを食らっていたのか俺おれは。よく生きていたなほんと。

　そして一いち之の江えの方を見てみると……。

「あ、もう終わりました。五体満足で相手が単体なら楽勝です」

　と、俺の方を見て立っていた。鎌かまを持った天使は鎌を振りかぶったままの姿勢で……。

　全身がいきなり細切れになって、バラバラになってしまう。

「と、いうよりなんだか調子がいいですね。今ならモンジを百万回くらい切り刻めるような気がします」

「なんでここで俺を切り刻むんだよっ」

「いえ。私がここで戦っている間に、彼女を作ったり、先輩のボインにタッチしたり、妹の性感帯を見つけたり、キリカさんの裸を見たりしていそうでしたので」

　――ピンポイント!!

　なんでしょう。見ていたんですか一之江さん。いや、そんなはずはない。いつもなら背後にいてもおかしくないが、今回ばかりはいなかったはず……！

　思わず汗だくになる俺。

「まあ、その辺りはヤシロさんを倒してからみっちりザクザクするとしましょうか」

「はい……」

　俺が本当に生き残らないといけないバトルは、どうやらまだまだ先にあるようだな……。

　そんな風ふうに汗だくになって考えていると。



「へえ、お兄さん。やっぱり戻って来たんだね？」



　聞き覚えのある声があったのでそちらを見てみたら、声は知っているのに見たことのない女の子がいた。もしかしてこの雰囲気からすると……。

「あれ？　えーと、ヤシロちゃん？」

「そうだよ。ヤシロ＝フランソワ一世。この破滅の物語、『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』の『主人公』です。よろしくね、お兄さん」

　そこにいたのは、やたら長い金髪で赤い瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせた学者っぽい女の子だった。どっかの写真で見たノストラダムスの衣装っぽいな、なんて思う。そういえば、前のヤシロちゃんの姿は先輩の小さい頃ころの姿だったんだっけか。となると、今のこの姿とその名前は、彼女の本気モードというわけだな。

「ん？　『主人公』？」

「ええ。ヤシロさんは貴方あなたと同じ『主人公のロア』だった為ため、ありとあらゆるロアを取り込んでは操ることが出来るのです。同時にいくつもの物語を使役し、そして放つことが出来るのは『主人公』の特権ですので」

　なるほど。確かに俺おれや理り亜あはそれが出来ている。氷ひ澄ずみはラインだけしか使えないみたいだったが他ほかにもいるのか、それともラインが大好きなのかは解わからんが。

「そっか。ヤシロちゃんはつまり、ダークヒーローみたいなもんなんだな」

　とりあえずそういう納得でいいはずだ。

　そして『主人公同士』の戦いであれば――俺は今までに二度経験したことがある。

『勝つことが当然と義務付けられている主人公同士の戦いは、どっちがより強い想いを持ってその物語を支配出来るかが鍵かぎだからね、モンジ君っ』

「おう、任せておけキリカ。今の俺は絶好調だ、想いのパワーも半端ないぜっ」

　ぎゅっ、と魔道書を握り締めると、赤い本は嬉うれしそうにほわっと光った。

「へえ、ほんとだ。お兄さんってばなんだか今日は随分と強そうだね？」

「だろ？　なんだか知らないけど、今の俺ならヤシロちゃんともかなり良い感じに戦えるような気がしているんだよ」

　気さくに話しかけると、ヤシロちゃんはとても嬉しそうに微笑ほほえむ。

「お兄さんは本当に何者なんだろうね？　キリカお姉さんともお話したんだけど、お兄さんの存在だけが本当に謎なぞなの。Ｄフォンを渡した時は、単なる素質のあるお兄さんとしか思わなかったのになあ」

　自分でも、自分が何者かなんてよく解っていない。『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』の主人公として選ばれたというのは偶然っぽい流れだった。あの時の『ぱんぱかぱーん』という胡う散さん臭くさい雰囲気もまだ鮮明に覚えている。

「よくある台詞せりふだと、俺は俺だー、とかなんだろうな」

「そうだね、ありきたりだね」

「だからちょっと捻ひねってみようと思う」

「お、そうなんだ？」

　ヤシロちゃんは興味津々、といった顔で俺を見た。

「多分、実は誰だれでも良かったんだ。たまたま俺だっただけで……本当に、たまたまあの時に『８番目のセカイ』に繋つないだのが俺だった。それだけだったんだと思うんだよ」

「わっ。それじゃあ、お兄さんは偶然『１０１番目の百物語』になったということ？」

「そうなる」

　多分、それは間違いないと思った。

　確かにそれっぽい素質はあったのかもしれない。何らかの物語の主人公になる素質――みたいなものはあったと思いたい。だからこそＤフォンを手に入れることが出来たのだし、一いち之の江えのコードを見つけることも出来た。だけど、それが『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』になれたのはたまたまあのタイミングであのサイトに繋つないだからで。

　つまり『たまたま繋いだ少年がその物語の主人公になった』という物語が始まったのは、あの時だったのだ。そこには本当に運の要素しかなく。いわゆる運命というものがあるならば、そう言い換えてもいいかもしれない。

「だけど、俺おれは良かったよ。別の主人公にならなくて。俺がなったのが――みんなを救える。ヤシロちゃんのことも救うことが出来る『１０１番目の百物語』で本当に良かった」

「私を、救う？」

「そうさ」

　俺はニヤリと笑って、ヤシロちゃんに向けて手を差し伸ばした。



「だから、さあヤシロちゃん。俺の物語になってくれ」



　その言葉を放った瞬間。

「あは、あはははははは！　やっぱり、お兄さんはほんとに面白いね！」

　ヤシロちゃんは大爆笑だった。

　うん、この反応もなんとなく予想していた。キリカと戦った時も大体こんな感じだったからだ。後は俺たちの実力や、俺の意志を見せて。彼女をきちんと説得する。

『出来るの？　モンジ君』

「やるのさ。俺は、可愛かわいい女の子はみんな自分の物語にすることにしたんだ」

「ハーレム宣言なのがむかつきますが、まあいいでしょう」

『そだね。ヤシロちゃんが味方につけば心強いもんね』

　俺の一番頼りにする二人からの了承も得られたことだし、これで後顧の憂いもなくなった。後は、どうやってそれを成し遂げるかだけだ！

「いいね、お兄さん。破滅するしかない私を物語にするなんて。一緒に破滅してくれたりするのかな？」

「そうじゃないけど。誰だれもがみんな説得は無理だーとか。倒すのも無理だー、と思ってるだろ、ヤシロちゃんのこと。でも、俺はそもそもヤシロちゃんのことが嫌いじゃないんだよ。だから上う手まくやりたいのさ」

　キリカだってそんな風ふうに上手くやれた。ならいけるんじゃないかと思っている。

「全っ然理屈になっていないのに、お兄さんのその理屈は凄すごく怖いねっ！」

　ヤシロちゃんが手を広げると。

　彼女の背後の空が、どんどん赤黒いものへと変化していった。

「だから、だからお兄さん――せっかくだもん。私の本気、私の本当の力でお兄さんのことはちゃんとやっつけてあげるから。だからお兄さんも、本気の本気で、私のことを頑張ってみてね！」

「俺おれはいつだってどんな時だって本気だよ、ヤシロちゃん！」

　終末が広がっていくような、そんな恐怖を感じながら。

　俺はそれでも強がって自分の拳こぶしを強く握り締めた。

　そして、キリカの魔道書を目の前に掲げると。

「行くぞ、キリカ！」

『うん！』

　彼女がここまでお膳ぜん立だてしてくれた、最高の力を使うことにする！





「さあ、百物語を始めよう――！」





　直後Ｄフォンが勝手に動作し、俺自身を写真に写す！

　と、今までにない不思議な和音のメロディーが動作音として鳴り響き──。同時に、キリカの赤い本のページがバサバサと舞い散り、俺の周辺を包み込む。

　辺りの廃はい墟きよの色合いが、一気に赤と白の二色に包まれた。今までは白と黒のモノトーンカラーだったものが、おそらくキリカの力の影響を受けて変化したのだろう。そして、俺の周囲には蝋ろう燭そくの炎に似た無数の赤い光が無数に回転を始める。大量の光がめまぐるしく回転している中で、俺は俺が思い描く『物語の主人公』の姿をとっていった。

　百物語を統すべるならば。それは学者とか、賢者っぽい雰囲気なんじゃないだろうか、と。

　ふわりと背中に現れた、白衣に似た白い襟の高いロングコートを纏まとう。右手に持っていたＤフォンが変化し、モノクルの形を取った。

　そのまま俺はモノクルを右目に装着し──ヤシロちゃんを見据える。

　そこに映る姿はかつての彼女ではない。そして、俺の目にはそこに無数の情報が映し出されていた。――圧倒的な情報量だ。これが『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』に人々がかけた想いの数。本当に様々な噂うわさを、色々な期待と不安を、あの小さな体に抱いたのだ。それを俺は全すべて受け止めきれるのだろうか。俺がこれから相手にするのは彼女自身であり、そして彼女を構成するその噂した人々全ての想いだ。

　――だが、やってみせる。想いの強さならば、俺も、俺たちだって、負けない!!

　物語を『ロアの視点』で把握する意識は、今や完全に俺の意識とも融合していた。キリカの。魔道書の助けがあるというだけで、ここまで完かん璧ぺきな展開が可能となるのか。そして更に、キリカの力を纏ったら――俺はどこまでいけるのだろう。自分が自分ではなくなってしまうかもしれない、そんな恐怖を一瞬だけ感じる。

　だけど。

　すぐ傍そばで、一いち之の江えが微笑ほほえんで見守ってくれていた。

　すぐ近くに、キリカの気持ちを感じていた。

　二人とも同じことを考えてくれていた。

『大丈夫』と。

　だから、俺おれは信じることが出来た。俺はどんな状態になっても俺でいられる、と。

「うおおおおおっ!!」

　更に俺の『１０１番目ハンドレツドワンの物語』としての真の力を引き出す為ために、より深い部分、より奥底の意味へとアクセスしていく。そうすることで俺はようやく――自分自身が何者であるのかが解わかりかけていた。

　頭の中に浮かんだ大きな書物が並ぶ『書庫』。光に照らされて浮かぶそれらの本棚には、無限の物語たちが浮かんでいる。そう、最初からここには既に無数の本があった。

　この光――蝋ろう燭そくの炎たちこそが人々の『想い』。噂うわさし、その物語に向けて期待したり、不安に思ったり、悩んだり、考えたりした意識の結晶たち。そして、この本棚は――きっと、全世界に存在する『物語たち』。今この瞬間に噂されているものもあれば、まだ噂されていない、まだ見ぬ都市伝説たちもあるのだろう。

『こんな場所にアクセスしていたんだね、モンジ君ってば』

　キリカの感心するような声が聞こえる。

「ここがなんなのか解るのか？」

『多分、人々の……人間の集合意識の中枢かな。簡単に言うと人間みんなが持ってる共通する心の世界。そこには、みんながドキドキしたりワクワクしたりするもののひな形があるって言われているの。哲学的なお話だと『ソフィア』とか『イデア』とか言うんだけどね。まあ、それはさておくとして……』

　うん、確かに難しい話だった。みんなの共通した心の中、というのが一番解り易やすい。

『なるほどなー。『百物語』ってみんなで話を持ち寄って、百個お話しましょって儀式だものね。つまり、みんながお話を持ってくる！　というのが大事なんだね。モンジ君は、だからその『みんなが持ってくる、或あるいは未来で持ってきたお話』にこうやって繋つながることが出来るんだよ。過去も現在も未来も関係なく。いつか百物語として語られるであろう、物語たち全部にね』

「そうなのか。……なんかそれは、かなりずるっこいなあ」

『私も見てみるまで知らなかったから、こんなに君がずるくてチートだなんて知らなかったよ！　ほんとに、私たちが好きになった君はずるの塊かたまりだったんだなー』

　喜ぶような気配とちょっとだけ恨めしいような気配が伝わってきた。

　キリカの心ともダイレクトに接続しているから解わかる感情なのだろう。恨めしい気持ち以上に『好き』とかの気持ちが強過ぎて正直照れる。

『まあでも、流石さすがに君が手に出来るのは、自分の物語にした一冊だけみたいだね。でも、こんなにいっぱい物語に出来るなんて。百どころか無限に君は使役することが出来る主人公だったんだなあ。こんなにいっぱいライバルがいるのは流石に大変かも』

「流石にそんなにいっぱいは作らないよ」

『だといいけどっ！』

　クスクス笑っているキリカの気配に、俺おれも笑い返す。

　そして、その気配の先に静かに手を伸ばした。

「それじゃあ、キリカ。お前の力を貸して貰もらうぞ」

『うん。存分に使ってねモンジ君。出し惜しみする必要はないよ！』

「ああ、解ってる！」

　そして一冊の本を掴つかむと、それは『物語を食べる本』の物語だった。

　それがいずれ『魔ま女じよ・ニトゥレスト』となる、一番最初の物語。やがて、最悪の魔女と言われることになる――俺の大事な女の子の本だ。

　俺はその一冊を自身の本として、共に歩むことを選択する。

　途端に『魔女・ニトゥレスト』の物語が、俺の中に満みち溢あふれ始めた。

　──漲みなぎっていく、人が持つのとは別種の感覚。五感とは別に存在する感覚器、第六感とでも言うのだろうか、それが鋭敏に発達していくのが解る。気配を感じる何かとは別の器官。おそらくはこれが『魔力』であり、魔力を感じる為ための意識なのだ。

　果てしない高揚感を感じる。自分が人を超え『魔』に至ったという感覚。『魔女』というのはつまり、人間の道ではなく魔の道に踏み外した者。世界から外れた道理に生きる者の総称なのだから、今の俺もそちら側になったということ。

　だが。

　俺は魔女だろうが、魔法使いだろうが、魔王だろうが、なんだってなってやる。

　人を超え、ロアを超え、魔を超え、世界を超えて。

　全部俺の物語にして……一切合切を楽しい物語に塗り替えてやる!!

『行こう、モンジ君！』

「ああ『魔女・ニトゥレスト』!!」

　俺が口にした瞬間、周囲に浮かんでいた紙片たちが一斉に赤い光に包まれて、無数の不可思議な紋様を浮かべた魔法陣に変化した！

「『物語招来サモン・ザ・ロアー』!!」

　その大量の魔法陣たちが強く強く輝いた瞬間――!!

「やっと……やっと会えました、モンジさん！　『神かみ隠かくし』参りました！」

　赤い魔法陣のひとつから着物姿の鳴な央おちゃんが現れて、俺おれに抱きついてきた。

　むにょん、とそのあまりにも大きいそれが早速俺の胸元に押し付けられる。

「ぐへへ」

「いきなり最初からだらしない顔をしないで下さい」

　と、一いち之の江えに足を踏まれてしまい、我に返る。

「いででっ……ま、まあ、うん、お帰り鳴央ちゃん。なんか音ね央おが丁寧語になっていたから、音央と合体してるのかと思ったよ」

「はい、ほとんど融合して力をキリカさんに預けていたのですけれど。心は割と離れていたんです。その……私は私で、モンジさんにお会いしたかったのでっ」

　なんとも嬉うれしいことを言ってくれる鳴央ちゃんは、やっぱり癒し系だった。

「ったく、呼ぶのが遅いのよっ！　『妖精の女王テイターニア』、来たわっ」

　赤い魔法陣から、今度は妖精服になった音央が現れて着地する。

　そして赤い顔で俺を見ると――ぷいっ、と顔を背けた。

「か、勘違いしないのよ！　いい、記憶を失っている時のは、ノーカンだからね！」

「お、おう、そうか、わ、解わかった」

　多分、付き合ってること、とかなのだろうけれど。まあ、うん。ノーカンなんだな。

「モンジくんったら、モテモテだよねんっ。『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』、やって来たよんっ」

「同時に『管かん理り人にん』も参りました」

　そしてなんと――先輩が二人になって現れた。いや、片方はメガネをかけた先輩だ。普通の先輩は制服姿で、もう一人はどこか技術者みたいな白衣を纏まとっている。

『今はロアとしての体を召喚しているから、先輩たちも一人一人で現れるの』

「へえ、なるほどなあ……」

　二人も先輩がいると俺としては嬉しいことだらけなのだが。鳴央ちゃん、音央、先輩、管理人さん、とかなりのボイン率に圧倒されそうになる。

「ふふっ、モンジくんってば。お胸ばっかり見てると怒られちゃうよ？」

「男性の90％は胸が好きというデータもありますからね。仕方ないかと」

　性格は全然違うけど、やっぱりお姉さんキャラは二人いると落ち着く気がした。

「ってなわけで改めて。『予よ兆ちようの魔ま女じよ・アリシエル』も既にいるぜ」

「『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』、来てあげたわよ！」

　アリサとスナオちゃんも元気にやって来てくれたみたいだ。やっぱりこの中学生コンビは、揃そろっていた方が安心する。

「しかし、更にどんどんハーレムが増えていくわけだろ。こりゃあ壮観だろうなー」

「わたしからすると攫さらいたい放題！　なんだけど。今攫うべきはあの金髪ロリっ子ってことなのね。ふふん、任せておきなさい！」

　二人がすっかりやる気になっていて。

「『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』参りました」

　すたっ、と俺おれのすぐ真横に着地した理り亜あが、じーっと俺を見上げてくる。

「ど、どうした理亜」

「いえ……兄さん」

「はい」

　なんだろう。なんか怒っているような空気を感じるのだが。

「……帰ったら、紅茶に付き合って貰もらいますからね」

　ぎゅっ、と服の裾すそを握られて言われてしまうと、もう付き合わないわけにはいかなかった。色々思ったり考えたりした末の言葉だと思うので、断れるはずもない。

「それと、兄さん。私……兄さんの物語の時は、名乗る名前を変えたいんです」

「名乗る名前を？　どんな感じに？」

　理亜に尋ねてみると、理亜は頬ほおを赤くしてからキッと真まっ直すぐに俺を見て。

「『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』に仕える『終わらない千夜一夜』、一いち文もん字じ理亜です！」

「ぶふっ!!」

　きっぱりと言い切るその言葉に、周りの女性陣も大いに驚いていた。

「よくぞ言ったリア！　ナイス宣戦布告だぜ!!」

「やったわねリア！　これで正妻の座をゲットね！」

　中学生ズが集まってきて、理亜を大いに励ましている。

　理亜はまだ赤い顔のまま、それでも手をぎゅうと強く握り締めていた。

『あ、あははっ。流石さすがだなあ、理亜ちゃんってば』

「そ、そうだなあ……こ、これで全員か？」

『ううん、全然？』

「ん？」

　確かに、俺の周囲にはまだまだたくさんの魔法陣が浮かび上がっている。

　そこのひとつから――小さな女の子がぽてっと現れて、着地した。

「あ、あの、すみませんっ。えっと……マリーです。『海からの生還者マリン・リバーサー』として、招来に応じました……その、上う手まく皆さんの役に立てるか解わかりませんけど頑張りますっ！」

　まさかのマリーちゃんだった。

「あ、ああ、マリーちゃん、よろし……おぶっ」

「マリーじゃない！　大丈夫なの！　わたしが守ってあげるわね！」

　スナオちゃんが俺の顔面を押しのけてマリーちゃんの前に立って、慌ててその手を握る。

　マリーちゃんはおずおずとその手を握り返すと、俺たちにぺこりと頭を下げた。

　更に赤い光が二つ、連続で輝き出して。

「こんにちは『花はな子こさん』ですっ！」

「こんにちは『花子さん』です」

　二人の花子さんを名乗る小さな女の子が現れた。赤い目をした、中学生くらいの女の子たちだ。服装はちょっと地味目な感じでいかにも『花子さん』という風情がある。

「あ、貴女あなたたちは……」

　理り亜あが目を丸くして驚いていた。

「久しぶりだね、リアお姉さん！」

「お久しぶりです、リアちゃん」

　どうやら知り合いっぽい雰囲気だ。だが、理亜はそのままなんだか睨にらむように俺おれ……というよりは、俺の持っている赤い本を見る。

『あの子たちは花子さん。モンジ君の中学校にいたのを私が食べちゃってたの。その際、理亜ちゃんとはちょこっと色々あったかなー』

「そっか、色々あったのか」

　きっと魔ま女じよっぽいことをやらかしたのだろう、キリカのことだから。その辺りの話はまた後日聞くとして。今はなんか嬉うれしそうに花子さんと話している理亜を和やかな気分で見守るとしよう。うん。

「あは、なんだか面白いところに呼び出されたね？　『人食い村カーニヴアル』参りましたってね？」

　そんな語尾上がりの声を聞いた俺はちょっとビクッとしてしまった。なんというか、精神に刷り込まれた恐怖というか。

「あ、詞し乃のちゃんっ」

「久しぶりだね、音ね央お……あ、今は鳴な央おちゃんだっけ？」

　そこにいたのは『神かみ隠かくし』の村で、人を食べまくっていたという恐ろしいロアの少女、『人食い村』の朱あけ井い詞乃。ぽややんとしたタレ目の可愛かわいい感じの子なのだが、そんな外見からは想像もつかないほどおっかないロアである。

「まさか味方になるなんてねー？」

「ほんとにビックリだよもう」

　あの時はあんなに怖かったのに、こうして仲間になると心強いのは確かだ。そうか、キリカが取り込んで食べたロアたちもこうして俺の物語になったということは。

　俺の背後にはまだ無数の魔法陣たちが漂っていた。それぞれが、よく解わからない不思議な文字で描かれていて、その先には今か今かと出番を待っているロアがいるのだろう。

　例えば――キリカのよく使っている『物語を食べてしまう蟲むし』というロアであったり。例えば、それこそ『ニトゥレスト』という名前の持ち主であった『書物蒐集狂ビブリマニア』の女性であったり。もしかしたら、一番最初に一いち之の江えと一緒に屋上で襲われた『蜘く蛛もタンク』だってそこにはあったりするのかもしれない。

　俺おれはきっと、そういった彼女の持っていた全すべての能力であったり、魔術であったり、ロアの力であったりを今ならベストの状態で引き出すことが出来るのだ。それこそ、今ここにいてくれる『管かん理り人にん』さんのデータ制御の力を借りることによって。

　ここまでのメンバーが揃そろって、ここまでの力を手に入れて。そして傍そばには最高の仲間が立っていてくれて。それでもまだヤシロちゃんと戦うには至っていないのかもしれない。だけど、足りない分はいつもの『ノリ』で補えばいい。

　何な故ぜなら、今の俺は負ける気がしていないのだから。

「しかし、こんなに一気にロアを手に入れると、後で挨あい拶さつとか大変そうだなあ」

『まあ、みんなはモンジ君のことは知ってるけどね。私の中でずーっと一緒に見ていたんだから。とっくにこういうのは納得済みだしね』

「えっ。ということは、俺とのあれそれは全部筒抜けだったりしちゃうのか」

『そりゃ勿もち論ろんっ』

　振り向いて花はな子こさんたちや詞し乃のちゃんを見てみると。生暖かい笑顔で俺を見て頷うなずいてくれていた。

　――恥ずかしい!!

　キリカとのあれそれは、本当に『小悪魔誘惑娘とそれに乗っかるだらしない男』というものばかりだったので、見ている人がいたかと思うと恥ずかしくて仕方ない。しかも、彼女たちだけでなく、背後に漂う魔法陣全てにいるロアたちみんなにだ！

「ともあれ、ともあれだ……！」

　こうなったらもう、後はゴリ押しで行くしかあるまい！

「へえええ。キリカお姉さんの力を使った瞬間に、一気に――そんなにロアを召喚出来るようになるなんて。みんな女の子なんだろうし、アイドルグループとか作っちゃったりするのかな？　なんとか48、みたいな」

　なるほど、ここにいる人たちと後ろにある魔法陣の数を数えると大体それくらいの人数になったりするのかな。

「そんな手もあるんだな」

　のんびり話しかけてくれるヤシロちゃんに思わず普通に返事をしてしまう。俺のロアたちがちゃんと現れるまで気長に待ってくれていた辺り、この子は本当によく出来たラスボスだ。それが余裕から来るものなのか、別の理由があるのかは解わからないが。みんなを呼び出している途中で一気にドーン！　とかやられずに済んでとても良かったと思う。

「でも、色々納得しちゃった。『百物語』……『人』が語る色々な『物語』を、それこそ他人から集められる、人の意識から蒐しゆう集しゆう出来るお兄さんならではの力だね。世が世ならソロモン王とか、悪魔使いとか、大魔道士とか呼ばれていたのかもしれないよ」

「あー、なんかそういうのも格好いいかもしれないなあ」

「ふふっ、ハンドレッドワン、というのも好きだけどね」

「ヤシロちゃんが好きならそっちでいいさ」

「わっ、お兄さんってば。そんなにいっぱい女の子がいるのに、やっぱり私まで口説いたりするんだね」

「そりゃ口説くさ。むしろこんなにいっぱいいると、もう後には引けないだろ」

　俺おれの横にも後ろにも、頼りになるロアたちが。俺の物語たちがいっぱいいる。

　だったら俺はもう迷ったり愚図ったりなんかしていられない。

「でも、いいのお兄さん。私はメリーズドールのお姉さんが苦労しまくってたくらい、軍勢を操ったりすることも出来るんだよ」

「え、そんなこと出来るのか」

　俺は思わず一いち之の江えの方を見てしまう。

「彼女の名前であるフランソワ一世というのはアングーモアのこと、という説があります。つまり、王である以上軍勢を率いることが出来るというのはおかしくないのです」

『それに、さっき瑞みず江えちゃんが戦っていたのが『七人の御使いセブンス・エンジエル』だとすると、ヤシロちゃんは『黙もく示し録ろく』の力も持っているみたいだからね。『黙示録の獣と地上の王たちに率いられた軍勢』を使うことが出来ちゃうってことかもしれないの』

　こっちも大勢になったからと安心していたのだが。

　何やらそれくらいではまるで安心出来ない事態にもなってきたようだ。と、いうかヤシロちゃんは『ノストラダムス』というだけでなく、いつの間にかそんな『黙示録』とかいう凄すごいものにまでなっていたのか。

「いずれ私は全すべての『破滅』の物語を手に入れるよお兄さん。お兄さんはどうする？」

「じゃあ俺は――」

　ここで、破滅させない物語になる、なんて答えたら。それは二度とヤシロちゃんと一緒には歩めないことになってしまう。だからって彼女の存在性は『破滅』すること、させることでしか保てないのだろう。

　ロアというものはそういうもので、それが書き換わってしまったら――。

『書き換えようよ、モンジ君』

「……ん？」

「書き換えて下さい、モンジ。貴方あなたはそれが出来る『主人公』です」

　キリカの声と。一之江の視線。それが俺に確信となって響く。

　――そうか、そういうことなんだな。

　本来――物語は書き換えたり、描き直したりすることが出来る。そもそも都市伝説は話す人やタイミングによって色んな派生が生まれていくものだし、その都度新しい形になっていくものだったりする。

　だが、確か魔ま女じよ以外のロアは『嘘うそ』をつくことが出来ない。それは、自分の存在性を揺るがすことが出来ないからだ。ロアになってしまったら、自分の都市伝説を変化させることなんて、普通は出来ない。

　けれど――俺おれの仲間には、自分の意志で。そして少しだけ俺が手伝って、更に凄すごいロアへと変化していったヤツがいる。

「音ね央お……」

　最初はただの『神かみ隠かくし』のおまけみたいなものだった音央は、次第に自分を『妖精』へと確立し、今は『妖精の女王テイターニア』へと進化させていった。守られているだけは嫌だから。足手まといにはなりたくないから。その強い気持ちであいつは自分からロアの殻を破って、新しい物語へと進んでいったのだ。

　キリカだって変わった。ただのロアだったら、自分の弱点を仲間に告白してまで……存在を揺るがすようなことをしてまで、頑張ったりしないだろう。自分の命を賭かけてまで、俺のことを好きになってくれたりしないだろう。

　そう、物語から生まれた『ロア』たちだってこんなにも変わることが出来るんだ。

　もし、それが俺と一緒にいることで。

『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』である俺といることで変わってくれたのだとしたら、こんなに嬉うれしいことはないし。その能力こそが俺が最も欲しい最高の力だ。

　キリカは言ってくれた。



『モンジ君――君は百物語の『読み手』であり、そして『書き手』にもなれる人だから。だから――！』



　みんなの物語の読み手になり。

　そして更に素敵に書き上げる。

　そんな百物語を紡ぐ存在になりたい。



「俺は――俺は『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』の物語を書き換える!!　もっと楽しい、面白い破滅の物語にしてみせる！　だから、力を貸してくれみんな!!」



　その場にいるみんなが一斉に頷うなずいた。

「あははっ、いいね。そういうの待っていたよお兄さん！　じゃあ、始めようか、本当に私とお兄さんの最後の戦いを！」

「そうだな、戦いは最後だ！　その後は仲良くしよう！」

「ふふっ、お兄さんが上う手まくやったら考えてあげるっ」

「やってやるさ!!」



　ヤシロちゃんの背後に広がった赤黒い空は、見ているだけで不安になるような……まさしく『世界の終末』のようだった。だけど、その空はこちらまで届いていない。アリサの場である雪が降り続いているおかげか、俺おれのいる側の空は曇り空のままだったからだ。

「好きにやりな、マスター。お前さんが死ぬ予兆はいくらでもあるから、お前さんの頭の中に全部送り込んでやる。全部回避すりゃ死なないってことだぜ」

「おう、サンキュー！」

　アリサの手から青白い光の玉がふわりと放たれ、俺のモノクルに宿った。

　直後、そこに大量の情報が流れ始める。それらは、普通の人間の状態だったらとてもじゃないけど処理出来ないほどの情報量が同時に流れたものだった。だけど、今の俺は――同時に百までならば情報を処理することが出来る。

　百の先読みが可能であれば、かなりの死ぬ確率は回避出来るはずだ。

「それじゃあ、いきなりとっておきの有名な『百ひやく詩し篇へん』からいくよ、お兄さん」

「なるほど、百物語との対決にはピッタリだな！」

　ヤシロちゃんは深く息を吸うと、両手を広げて――どこかの言葉を唱え始める。





　La grand'etoille par sept jours brulera,巨星が七日間燃え続け

　Nuee fera deux soleils apparoir:雲が二重の太陽現すだろう

　Le gros mastin toute nuit hurlera,獰猛な巨犬が夜通し吠え

　Quand grand pontife changera de terroir.法王が大地を変える時――





　瞬間、ゴゴゴゴゴと大地が唸うなりを上げて響き始める。

「音ね央お！　『妖精庭園フエアリーガーデン』だ！」

「っ、了解！」

　音央が両手から大量の茨いばらを放つと、それらは一瞬で花咲き、俺たちを囲む庭園へと変へん貌ぼうした。あっという間にこれだけのものを『結界』のように作り上げることが出来る音央は、かなりの能力を持っていることになる。

　同時に、ヤシロちゃんの両りよう脇わきに黒い犬のような大きな影が現れた。すると空の雲が割れて――巨大な火球が姿を現す。その大きさたるや、地球に大接近した月のような大きさというか。空に浮かぶ信じられないほどの質量というか。もう、約何キロメートル、とか計算するのも意味がないくらいの。要するに空を覆うような大きさの、太陽みたいなものが二つ生まれて出てきたのだ。

「星を七日間燃やすほどの炎、受け止めきれるかな？」

　ヤシロちゃんの声と共に、それら二つの火球から大量の炎が放たれた。庭園は一瞬で火に包まれ、茨いばらが、花が、みるみるうちに焼け焦げていく。

「っ、もたないわよ、モンジ！」

「ああ、だが大丈夫だ！」

　俺おれに届いている予兆は、このまま庭園と共に焼け死ぬというものだった。そりゃあ、こんな二つの太陽に燃やされて生きている方がおかしいだろう。だが。

「鳴な央おちゃん！」

「はい！　『奈落落としアビス・フオール』!!」

　俺の知る中で最も攻撃範囲から質量から威力から何まで最強の技。『神かみ隠かくし』が持つ暗黒に何もかも吸い込む力を利用したその先に――。

「詞し乃のちゃん、頼んだっ！」

「ふふっ、なるほどねー？」

　奈な落らくの底。更にその下に、彼女の展開した『村』があった。そこには当然、村人たちがいるのだが――そこの人々に向けて、大量の炎が襲い掛かっていく。阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれる村、一気に火の海に包まれていくあちらの世界。『人食い村カーニヴアル』が炎に包まれた灼しやく熱ねつの村になっていくのを、俺たちは上から見ていた。

「うわっ、えげつないわね、あんた……」

「……いや、詞乃ちゃん、そういう演出までは要らないから」

「あ、そうだったんだ？」

　ヤシロちゃんの炎は『世界』を焼き尽くすもの。

　であれば、異世界に接続する為ための結界を作り上げ、そこから『奈落』を通して別世界の『村』へと導き、その――本来は存在していない『村世界』を滅ぼさせる。ちなみに村人たちは詞乃ちゃんが操る人形みたいなものなので、さっきの阿鼻叫喚はわざと詞乃ちゃんが言わせたに過ぎない演出だ。こういうお茶目も彼女的には必要なのだろう。

「へえ、なるほどね。そうやって私に滅ぼさせる『世界』を別に構築出来るわけかあ」

「この神隠し三人娘がいればこそ、だからな」

「うんうん、そういう手段で防いだのを見たの初めてだよ、お兄さんっ」

　音ね央おと鳴央ちゃんと詞乃ちゃんが手を組んで初めて『破滅』に対抗出来るというのもまた、なんだか感慨深いものがあった。ヤシロちゃんの『詩』の効果が切れたのか、黒い犬の影も巨大な火球も姿を消していく。

「じゃあ……次はこういうのでいこうかな」

　ヤシロちゃんはすぐに、次の『詩』を唱える準備をする。

「先輩、管かん理り人にんさん、待機してて下さい」

「ＯＫ、任せといてねんっ！」

「了解しました、貴方あなたの指示に従います」

　全く同じ容姿なのにノリが全く違う二人。だけどこの二人こそ、最も合体攻撃が得意であることは、身をもって知っている。





　Le tremblement si fort au mois de Mai,五の月に大いなる地震

　Saturne, Caper, Jupiter, Mercureauboeuf:土星は磨羯宮、水星、木星は金牛宮

　Venus aussi Cancer, Mars, en Nonnay,金星も巨蟹宮、火星は処女宮

　Tombera gresle lors plus grosse qu'un oeuf.やがて卵よりも大きな雹が降る





　ヤシロちゃんが紡ぐ言葉が終わると同時に、彼女の赤黒い空には――宇宙空間のようなものが広がっているのが見えた。もうなんでもありだな、ヤシロちゃんの力は。

　土星っぽいもの、木星っぽいもの、他ほかにも天文の授業で見たような惑星であったり、星座みたいな金色の光が無数に光っているのが解わかる。

　と、同時にまたも激しい地震が俺おれたちを襲った。だがそれでバランスを崩すようなロアは俺たちの中にはいない。自力で立って、或あるいは支え合って、その地震に耐える。

　問題はその直後だ。俺に届いている予兆では、この後謎なぞの弾丸のようなものに撃ち抜かれて、みんなも俺も壊滅的な打撃を受けることになっている。だが、弾丸なんてこの状況でどこから飛んで来るのかが解らない。

　だとすれば――その予兆を『成り立たせる』ことで回避する。

　地震が収まった直後。

　空に浮かぶ、金色に輝く星々や天体から――物もの凄すごい勢いで何かが無数に飛来して来た！

　その一瞬の攻撃は、今の俺の反応速度や仲間たちの動きではとても回避出来るものではなくて。俺たちは――それが一体何なのか解らないうちに、一気に蹂じゆう躙りんされてしまう。

　圧倒的なまでの物量で俺たちの体を撃ち抜いて、地面で砕け散ったそれは……大量の雹ひようだった。宇宙から飛来した大量の雹が、俺たち全員を一瞬で全滅させてしまったのだ。

「へえ……避よけなかったんだね」

　雨あられ、という言葉がピッタリ合うほどの質量で、俺たちをズタズタに引き裂くレベルで降り注いだ雹の猛攻。それらがようやく収まった時――そこにはもう、黒ずんだ何かしか残っていない状態で――。

「ふう、間に合いましたね」

　管かん理り人にんさんのクールな声が響くと。

　ブゥン、とその光景が電子画像が乱れるみたいに揺らいで、そこには無傷の俺おれたちが現れた。先輩と管理人さんも、両手を繋つないで向かい合っている。

「同じ体じゃないから出来ないかもー、と思ったけど。なんとかなるもんだねん」

「まあ、今でこそ別れていますが私たちは一心同体のままではありますので」

　それにしても二人の先輩がああして身を寄せ合っている姿というのはたまらないものがあるな。個人的にはこのまま二人に別れたままでも大変嬉うれしいのだが、このキリカの力を使っている状態だけのサービスタイムみたいなものなのか。

「あー、なるほど。『管理人』さんのデータでみんなのロアを出して『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』で具現化して身代わりしたんだね。そういう使い方も出来るんだなあ」

「実際、俺が死ぬ予兆ってのをどう避けていいか解わからなかったからな。だから、いっそ身代わりに死んでもらうことにしたんだよ。先輩たちと戦った時にはその影にかなりおっかない目に遭わされたからな」

「うんうん、その発想と応用力はいいね」

　ヤシロちゃんはとても嬉しそうな顔のまま、うんうん、と頷うなずいている。

　これだけの攻撃が効かなかったというのに余裕なのは、まだこちらから何も仕掛けていないからだろう。だとしたら――そろそろ攻勢に転じるべきか。

「そろそろいけるか、理り亜あ」

「いけます、兄さん。……任せて下さい」

　理亜の真剣な顔を見て、俺は頷く。

「ふふん、リアにはわたしが付いてるんだから安心なさいよ！」

「そうです！　今は私たちもいますからっ！」

「赤マントとダブル花はな子こさんに守られているなんて、滅多にいない『主人公』だよ！」

　そんな理亜の前に、スナオちゃんと二人の花子さんが立って得意げにしていた。

　確かに、こんなに有名なロア二人を使役しているなんて、かなりの『主人公』だ。

　理亜のロア対抗力、攻撃力みたいなものは絶大だ。だけど、あいつ本人の防御力みたいなものは、あの「触られないように回避する」能力に頼る所が大きい。ヤシロちゃんみたいに圧倒的な範囲で大きな攻撃をしてくる相手には危険も大きいだろう。

　だけど、心配してばかりいると理亜を信用していないことになる。理亜は、我が最愛の妹は『主人公』のロアの中でも最強と名高いほどの存在なのだから。そして、それを自ら選びとったほどなのだから。

「ま、心配する気持ちも解るが。私のマスターだったリアはかなり上う手まくやる。任せてみてもいいとみたぜ、現マスター」

　アリサの忠告が横から聞こえてきたものの。やはり兄としては心配なのだが……。

「解わかった。理り亜あ……完全に任せた。むしろ出来ることがあれば言ってくれ」

「はい。兄さん」

　理亜は静かに微笑ほほえむと、スナオちゃんを伴って、花はな子こさんたちを後ろに率いて歩き出した。向かう先にはヤシロちゃんがとても楽しそうに待ち構えている。



【その少女には、未来を見る力が備わっていました――】



　理亜が『千の夜話アルフ・ライラ』を語り始める。

　と、同時に――ぴくっ、とヤシロちゃんが反応した。



【世界はどんな形であれ滅びる。どんな未来を迎えたとしても、様々な形で滅びてしまう。それは天災であったり、人災であったり。原因は様々でしたが……少女は様々な未来を模索していく中で、なんとか自分に出来ることはないかを探し始めました】



「あ、あははっ、まさか。まさかそんな夜話を調べているとはね、理亜お姉さんっ」

「ふふん、理亜はすっごい勉強しまくっていたもの！　それこそ寝る間も惜しんで、ずーっとあんたについて。……いいえ、あんたっぽくなる可能性があるロアが生まれる噂うわさを、探していたわ！」

　スナオちゃんの言葉を聞いて、ヤシロちゃんの目から少しだけ余裕が消えた。

　ずっとニコニコしていた瞳ひとみに、冷たさが過よぎる。

「り、理亜……」

　思わず飛び出しそうになる俺おれの手を、アリサが掴つかんで止めた。

「リアを信じな、マスター。あいつは私が見込んだ『主人公』だぜ」



【そしてついに少女は思い至りました。自分が預言者として信じられる存在になればいいと。自分が預言者そのものになればいい、と】



「その話をやめて」

　ヤシロちゃんが冷たく言い放った瞬間。

　彼女の周囲に、大量の――大きな十字架のようなものが立ち並んだ。それぞれは銀色の鉄柱で出来ており、高さは五メートルほどだろうか。それらが複雑に絡み合って繋つながり合って、ひとつの模様を生み出しているかのような。そんな整然とした物が現れた。

「あれは――『地震兵器ハープ』です」

　一いち之の江えが呟つぶやいた瞬間に、俺のモノクルに情報が流れ始める。

　一般的には『高周波活性オーロラ調査プログラム』とされているもので、大きな電子レンジのマシンのような装置である、とのことだ。だが、その電磁波を利用することで地震を発生させることが出来る、というのがその『地震兵器ハープ』としての由来らしい。

　そんなものをヤシロちゃんが取り出したということは――。



　バヂバヂバヂバヂィ!!



　十字架の先端のような場所から無数の電光が走り、それぞれの先端と先端が光で繋つながっていく。そして、それが激しく行き来するごとに……。



　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ!!



　激しい地震が辺りを襲い、理り亜あのいる地面が突然地割れを始めた！

「ふふん、そんなものを使うってことは、効いてるってことね！」

　だがスナオちゃんが理亜の体を一瞬でマントで包み込むと、その姿を消し去る。

　だがヤシロちゃんはそれも読んでいたかのように、空中に向けてその放電を開始する。



　ビシャアアアア!!



　何もない所で突然電撃が弾はじけると、その場所にスナオちゃんの赤いマントが現れた。

「わ、わたしがいる別空間を見抜けるなんて、どういう目をしてるのっ！」

「プラズマというのは空間に大量の電子を放つことらしいからね。この辺り一帯はもう、私の支配するプラズマ空間みたいになっているんだよ、スナオお姉さん」

「そ、そうなのね、だったら――」

「だったら、私たちが匿かくまいます！」

　その瞬間、十の『ドア』が空中に生まれ、そのひとつが赤マントごと理亜の姿を飲み込んでしまう。そのままぐるぐると『ドア』だけが上空に飛び交い、回転していた。

「ひとつが本物のリアちゃんたち、二つが私たちですっ！」

「花はな子こさんである私たちを当ててしまうと、二度とリアには会えないよ！」

　どれかのドアの向こうからそんな声が聞こえてきた。

『花子さんを当ててしまうと二度と理亜に会えない』。そんなことが可能なのだろうか？

　ヤシロちゃんが十あるドアの中から二個ハズレであるあれを引けば、もう理亜は完全隔離された状態になり。夜話を完成させることが出来るらしい。

　なんせ『トイレの花子さん』という逸話はかなり有名なものだ。もしかしたら、ヤシロちゃんという凄すごいロアに対抗する力を持っていてもおかしくない。

　そして、理り亜あそのものはスナオちゃんがいるから、いつだって彼女と共にドアの向こうから帰ってくることが出来るはずなのだ。



【――だから少女は伝えました。数多くの予言を。だから少女は語りました。これから起きる未来のことを。だから少女は告白しました。私こそが、あの伝説の預言者である――ノストラダムスの子孫である、と――】



「っく……」



　ヤシロちゃんの顔に、苦痛の色が浮かんでいた。

　――効いている。理亜の語る『夜話』が。

「まさか、そんな『夜話』を用意するなんて……理亜お姉さんはちょっぴり意地悪なお姉さんだったんだね……っ」

　ヤシロちゃんはそれでも、苦しそうな中でも笑顔を浮かべて理亜に語りかける。

「なるほどね、私がもしもハーフロアだったら、そういうロアとして『ノストラダムスのアンゴルモア・大予言プロフイツト』になっていた、というお話なんだね……、くっ、ウウッ……」

　そう、理亜の夜話は。例え『嘘うそ』だったとしても、それが『対抗神話』として広がってしまえば、その噂うわさを消し去ることが出来るというもの。ヤシロちゃんのような強大なロアに対抗する為ためには、まず『対抗出来るレベル』まで落としてから、その存在を消すという手法を取ったのだ。

　全世界の人に信じられている『ノストラダムスの大予言』に対抗する噂を流すことは出来ない。ならば、その『ノストラダムスの大予言』を語る少女だった、という『人間』にしてしまえば――彼女のことを、人々は忘れてしまうようになる。

「させない、よ……！」

　ヤシロちゃんはすぐさま、次の『詩』を語り始めた。





　Migrez, migrez de Geneve trestous,立ち去れ、改革の牙城を去れ諸人よ

　Saturne d'or en fer se changera,黄金のサトゥルヌスは鉄へと変貌するだろう

　Le contre raypoz exterminera tous,反せし陽極光により滅亡を導く

　Avant l'a ruent le ciel signes fera.至りし前、天が徴を示すだろう





　その言葉が発せられた途端に、回転しているドアにまず異変が生じていた。

　それぞれが黒ずんだ鉄のような色合いになると、急激に錆さび始はじめたのだ。

　その中で、かろうじて残っているドアが三つあった。――つまり、あの三つにそれぞれ理り亜あとスナオちゃん、花はな子こさん二人がいるのだろう。しかし、あの詩だけでそこまでやってしまうなんて。



【預言者を語る少女は次第に人々の心を掴つかみましたが、しかし彼女の思っていた未来にはなりませんでした。世界はあくまで破滅に向かっており、どんなに彼女が警告したとしても、人々はその予言を面白がりはしても、まともに聞き入れることはなかったからです】



　理亜の声はそのドアのどれかから、まだ続いていた。

　ヤシロちゃんはそれらのドアを見ると、自分の前に――何やら恐ろしい気配の漂う黒い手のひら大の球を用意する。まるでそこに様々な光を全すべて集めているかのような黒い穴。それが球体になっているようなそれは――そう、ブラックホールのようだった。

「天よ、しるしを示せ」

　途端に、天から赤い光が差し込み――。

　ひとつのドアを示した。

「っ、いけない！」

「させないよ！」

　その光が当たっていないドア二つから花子さんたちが現れて、ヤシロちゃんへと襲いかかる。だけど、ヤシロちゃんは手に持った黒い球を掲げると……。

「いけません、あれは！」

　鳴な央おちゃんが叫ぶのと、その黒い球が突然凄すごい吸引力を発揮するのは同時だった。

「そう、この場を立ち去らない者を皆殺しにする、ブラックホール！　これにみんな吸い込んで、終わりにしてしまうよ!!」

　ヤシロちゃんの奥の手といったところか。

「くっ！」

　彼女から離れている俺おれたちも、その圧倒的な引力に寄せられそうになる。このままだと、あのブラックホールに全員が飲み込まれてしまうのは時間の問題だろう。

　本当ならここから少しでも離れたり、逃げたりするのが正解に違いない。

　だけど、俺たちの誰だれもが一歩も引かなかった。

　何な故ぜなら――ヤシロちゃんの真上には、大量のナイフが浮かんでいたからだ。



『ヤシロ！　赤マントと、青マント、どちらが欲しい――!?』



　既にドアから飛び出して。理り亜あを抱きかかえながら上空にスナオちゃんは立っていた。

「……ああ、これは……赤い方が綺き麗れいそうだね」

「そう、ならいらっしゃい！　わたしの、赤い世界へ!!　『真紅の部屋クリムゾン・ルーム』!!」

　スナオちゃんの言葉と同時に、無限とも思えるほどのナイフがそのブラックホールとヤシロちゃんに向けて飛来していく。そのナイフはあまりに数が多過ぎて、飛び出してきた花はな子こさんたちよりも優先して吸い込まれていくようだった。

　――そこに僅わずかな時間が生まれて。



【だから彼女は最後に願いました。誰だれか、この破滅を救って下さい。誰か、未来を救って下さい。誰か、私を助けて下さい――そう祈った時。彼女から未来を見る力は失われていて――やがて】



　理亜は最後の言葉を口にする。



【やがて、彼女は彼女自身を愛する人と巡り合い。世界ではなく自分自身の未来と幸せを手に入れることで、彼女の世界を幸福へと導いたのでした。めでたし、めでたし】



「う……ああああああああああああ!!」

　理亜の夜話が終わった途端、ヤシロちゃんが大きく叫んだ。

　ビシビシビシ！　と赤黒い空に亀き裂れつが走り、ブラックホールも消滅する。



　バギィィィン!!



　そして彼女自身が支えていた空の『空間』が高い音を立てて割れると、その奥の暗黒から――最初にやって来たのは『暴風雨』だった。そこから流れてきた風はたちまち竜巻となって荒れ狂い、廃はい墟きよと化した街並みを雨と風で破壊していく。

　次にその暗黒から訪れたのは炎を纏まとった、大量の隕いん石せきだった。それらは廃墟と化した街並みに降り注いでは、クレーターと火災を生み、圧倒的な破壊を繰り返していく。

　更に暴風雨のせいで発生している風と雨のせいで、その隕石の熱から出る大量のスチームが発生。辺りには息をするだけで肺を焼くほどの白い煙が漂っていた。

　更に暗黒からは稲光も発生し、廃墟の中でも高い建築物をことごとく崩壊へと導いていく。瓦が礫れきが降り注ぎ、風に乗り、辺りに四散していく。

　――これは、とても解わかり易やすい『終末』の光景だった。



「『次元の漂流船ドリフターシツプ』！」



　そんな凄すさまじい景色に巻き込まれる直前。俺おれたちはマリーちゃんが慌てて作り出してくれた『船』の甲板に立っていた。どうやらこの『船』は外界で発生している天変地異にも揺るがないほどの力を持っているようだ。

「ふう……わ、わたしの船は、えっと……どんな凄すごい嵐あらしからも生還出来るものなのでっ」

「そっか、ありが……わぷっ!?」

「凄いわ、マリー!!」

　俺がマリーちゃんに礼を言おうとした瞬間に、戻ってきていたスナオちゃんが俺の顔面を押しのけて彼女に抱き着きに行った。マリーちゃんはそんなハグを受けながらも、照れたように頬ほおを染めている。うん、可愛い光景だ。こっちの景色の方が好きだな。

　理り亜あも俺と同じような感想を抱いているのか、戻って来てからは俺の隣で目を和らげてじっとしていた。顔には疲労が濃く出ている。出来ればもう何もさせたくないな。

「『世界を滅ぼさなければいけない』という人々の想いがこの光景を生み出しています」

　そんな理亜が俺を見上げて、静かに告げた。

「世界中の人々は、もしかしてこの『世界』に滅んで欲しがってたりするんだろうか」

「破滅願望というものは誰だれにでもあるかもしれませんが、日本だとそういうのは中学二年生まで、と言われていますね」

　理亜が冗談っぽく言うと、アリサがクスっと笑って俺を見た。

　中学二年生の男子たちはそういう時期があるんだ。許してあげてくれ、我が妹たちよ。

「さて、兄さん」

　理亜は俺の腕にそっと触れてきた。そして、晴れ晴れとした顔で。自分の仕事は終わったとばかりに俺を真まっ直すぐに見上げて。

「彼女を助けてあげて下さい」

　そう、口にした。

「そうか……そうだな」

　俺が振り向くと……みんなは、静かに微笑ほほえんで頷うなずいてくれる。全員が最高のスペックを発揮して、ついにここまでヤシロちゃんを追い込んでくれた。だから、最後は俺がきちんと助けて来てあげる。それをやらないといけない。

　だとしたら、連れて行く相棒は決まっていた。

「行こう、一いち之の江え」

「はい」

　その選択に表情を変えるような仲間はいない。一之江がいつだって、どんな時だって俺の傍にいて、その背中を守ってくれたことを全員知っているからだ。だから、こんな――天変地異の中であろうと、彼女がいれば俺は無ぶ事じに済むと確信してくれている。

　――アリサからさっき見せて貰った予兆は酷ひどいものだった。

　この『船』から出たら、そこは破滅の空間。一瞬で風雨に吹き飛ばされるか、焼けて灰になるか、雷に打たれて黒焦げになるか、瓦礫がれきに押おし潰つぶされるか、竜巻に八つ裂きにされるか――。それはもう、数えるだけでうんざりするほどの『死』がそこにはあった。

　だけど。

「よし、じゃ、行ってきます！」

「また後ほど」

　俺おれはキリカの本を抱き締めると、一いち之の江えと一緒に甲板を蹴って船から跳び降りた。

　その瞬間、激しい風と雨が俺の体を打ち付けて吹き飛ばそうとしてくる。このまま進めば竜巻に襲われ、そのまま巻き込まれ、バラバラになったりするのだろう。

　でも、それでも――絶対に背中だけは安全だ。何も恐れることはない！

「うおおおっ!!」

　だからなりふり構わずに竜巻の中に飛び込むと、もの凄すごい風が俺を切り刻んだ。顔が、腕が、肩が、腹が、太ももが、鋭利な空気に切り裂かれて痛む。だが、やはり背中だけは大丈夫だった。そして、そこにいる彼女だけは絶対に守りたかった。

「キリカ、癒しを最大クラスで俺にかけまくってくれ！　待っててくれているみんなの魔力を使いまくっても構わん！」

『了解モンジ君！　吸血鬼もビックリするくらいの回復力でいくね！』

　手に持った本が赤く光ると、同時に俺の体もぼんやりとした赤い光を放つ。

　ぞわぞわ、と傷口がくすぐったくなって、チラッと見てみたら……小さな丸いものがピョコピョコ動いているのが見えた。……それが何なのか想像するとちょっと嫌な気持ちになりそうだったから見なかったことにする。うん、つまりキリカの回復技は凄いということなのだ。うむ。それでいい。

　そうして俺は無事に竜巻を突き抜け、地面に着地する。

　苦しんでいるヤシロちゃんの姿まで――あと、まだ三百メートル以上はある。

「モンジ、左にかなりジャンプです」

「おう！」

　背中からの一之江の声が聞こえた瞬間に迷うことなくジャンプすると、今までいた場所に巨大な隕石いんせきが落下していた。それは激しく高熱だったようで、落下の衝撃と共に物凄ものすごい熱さが俺の方まで届く。直後、俺の左半身がジュッと火傷やけどした。

　直撃しなくてもこれなのだから、直撃した日にはウェルダンで良い感じに焼かれてしまうのだろう。それでなくても隕石に潰されるとみた。

「まだ来ます。やや加速し……続いて左に更にジャンプ。その先で前に前転。その後は脇目もふらずに真まっ直すぐ直進です」

「ＯＫだ！」

　一いち之の江えに言われた通りの動きを俺おれはそのままトレースする。一之江とぴったり寄り添っているからなのか、こいつの力を使っているわけでもないのに一之江のイメージする道筋がしっかり脳内に描けた。

　加速し、跳び、そして前転をした頃ころ。体はプスプスと数カ所から煙を上げるほどの火傷やけどを負ってしまっていたけれど。これもすぐに治るだろう。そして走る先には――。

　ヤシロちゃんがいやいやをするように首を振って苦しんでいるのが見えた。

　後は、あの子を救うだけなのだが――俺に、その決定的なひと言はあるだろうか。

　走りながら、ヤシロちゃんが何に迷い、何に苦しみ、そして何を求めているのか考える。

「モンジ」

　そんな迷いを見せた俺に、一之江は静かな声をかけてくれる。

「私は小さい頃からとても体が弱くて。動いたりすればすぐに吐血してしまうような、そんな吐血系ロリっ子美少女でした」

　俺は走りながら――俺に向けて飛来する雷を咄とつ嗟さにかわしながら。

　一之江が唐突に語り始めた自分の過去話に耳を傾けた。

「おかげで両親にはとてもとても愛されて、着飾って貰もらったり。美お味いしいご飯を食べさせて貰ったり。自分では何もしなくても、最高の扱いを受けていました。代わりに、妹はごく普通に健康だった為ため――普通に幼稚園に通い、普通に小学校に行きました」

　優ゆう都とちゃんのあの真っ直ぐな性格からして、決して両親から愛されなかったわけではないだろう。むしろこいつの両親は、一之江が病弱だったこともあって……そんな風ふうに産んでしまったことに対する罪滅ぼしみたいな気持ちもあったのかもしれないな。

「いつしかそんな元気な妹を見ながら、私は自分はどうして生きているのか考えるようになりました。着飾って貰って、食べさせて貰って、明るく接して貰って、愛されている。それなのに、こちらからは何も返すことは出来ない。自分から何かをすれば、すぐに体を壊してしまい、迷惑をかけることになります。だから……一人の時はずっと窓の外を眺めていました。ただずっと、ずっと眺め続けていました」

　一之江にそんな過去があったなんて、と思う。そしてそれをこのタイミングで話すということには、きっと意味があるのだとも思う。だから――俺は聞き漏らさないよう、世界が崩壊していく中を駆け抜けながら、彼女の言葉に集中していた。

「やがて、新しく来た使用人や窓の外から私を見る人たちは、私を見てこう噂うわさするようになりました。本当は双子の姉なんていなくて、あれは優都様そっくりな人形なのではないか、と。やがてその噂は私の知らないところまで広がって行き……気が付けば私は『人形のロア』になっていたのです」

　ハーフロアが生まれる過程。それは悲劇的なことが多い。一いち之の江えの話も彼女が病弱でさえなければ、そんなことにはならなかったのかもしれないのだ。

「ですが、私は最高に幸せでした。ロアになったおかげで丈夫な体を手に入れ、外に出ることも出来るようになり。妹と遊ぶことも出来ました。両親に恩返しすることも出来ました。――代わりに、私の噂うわさに尾ひれがついて。姉の代わりに捨てられた人形は、いつかメリーさんの人形として持ち主を殺しに来るに違いない、と言われましたが。そんなの……持ち主が私である以上、その噂通りになることは出来ませんでしたので。なので、私は別の噂――メリーズドールは最強の殺さつ戮りく能力を持つ、というものを広げることによって、自分で自分を殺す必要のない存在まで高めたのです」

　一之江の過去話を聞いて。

　――なるほど、そこには確かにヒントがあった。

「モンジ、後は解わかりますね」

「最高のヒントだったよ、ありがとうな」

　俺おれは最後の雷を回避する前に、一之江に向けて手を差し出す。

　なんとなく躊躇ためらいみたいなものを感じたが、一之江はちゃんと握り返してくれた。

　だから、ただ手を繋つなぐのではなく。もっとしっかり繋がれるように、俺はぎゅう、と指と指を挟み合う繋ぎ方にして握る。

「あっ」

　照れたような声が聞こえたので、このタイミングでしか言えないようなことをちゃんと言おうと思う。

「いつもありがとうな、一之江。俺、お前が背中にいてくれるおかげでずっと安心してた。お前がいてくれるだけで、前を向いていられた。だから、ありがとう」

　感謝の言葉。これが最後というわけではないけれど。だけど今じゃなきゃ言えないような、そんなセリフを心のままに伝える。

「……私こそ。本当は助けられていましたよ」

　照れたまま、そんな言葉をくれた一之江になんだか嬉うれしくなってしまって。

　このままのテンションでいけば、本当になんでもいける気がした。

『さて、二人にちょっぴり嫉しつ妬としちゃう私なんだけど。最後の距離はどうするの？　ヤシロちゃん、すっごい壁を作ってるよ？』

　見ればヤシロちゃんの前には赤黒い透明な幕のようなものが出来ていた。

　まるで自分にこれ以上関かかわるな、とでも言うかのような心の壁にも見える。

「俺はいつだって、そういう女の子壁を乗り越えていた気がする」

『そうだねえ。酷ひどいことするよねえ』

「酷ひどい男です。ほんとに」

　二人の笑ったような気配に、そうかなあ、なんて思いつつ。

　だから俺おれは。ラスボスみたいな存在として生まれてしまったせいで、あんな風ふうに迷ったり苦しんだりしなきゃいけなくなった少女の元に――連れていって貰もらうことにする。

「頼むぜ、一いち之の江え！」

「ええ、いつでもどうぞ」

　ぎゅっ、と握り返される手の感触が心強い。

「行くぜ、ヤシロちゃん!!　俺は、君を救いに来た!!」

　全力で声を張り上げてから、一之江と共に声を揃そろえる。



『想起跳躍リンガーベル!!』



　そして俺の姿は、一瞬でヤシロちゃんの背後まで到達していた。かなり近付かないと声は届かないと思っていたが、なんとか届く距離まで来られていたようで良かった。

　……ヤシロちゃんは顔にかかる金髪を震わせて、力なく震えていた。この場所はとても静かで、周囲の破滅とはまるで縁がないみたいだ。

「お兄さん……」

　弱々しい声で見上げる彼女は、いつもの強気さが欠けていた。

　モノクルから届く情報が書き換わっている。理り亜あの紡いだ『夜話』によって、一時的にだがヤシロちゃんは人間レベルのロアに落ちているのだ。大量の『破滅の属性』を持ったロアたちを使役することは出来なくなったが、それでもこれだけの破壊を繰り出すことが出来る点で、やはり破格の存在と言えるのだろう。

「そろそろ、俺に口説かれる心の準備は出来たかい」

　俺はそんな彼女の顔の位置までしゃがみ込んで、視線を揃えた。

「……倒さなくていいんだ？　私、お話を長引かせて、すぐに元の力を取り戻して、今度こそ油断せずにお兄さんたちを滅ぼそうとするよ？」

「それでも構わないよ。俺はヤシロちゃんときちんとお話がしたくて来たんだしな。その結果、やっぱりヤシロちゃん的に『やっぱり殺し合おう！』ってなったら、うん。そうなったらまた全力バトルだ。そしてそれもなんとかやっつけて、またここに来るよ」

「お兄さんってば」

　ヤシロちゃんの赤い瞳ひとみに、少しだけ柔らかさが浮かぶ。

「うん、先輩の子供時代姿も勿もち論ろん大好きだけど、やっぱり本体も可愛かわいいなヤシロちゃんは。そういえばキリカみたいに幼くなったり成長したりとかって出来るのかい」

「どうだろう。小さい少女の持つ狂気性、みたいなものがこの姿の意味だから。もう少し大きくなると普通に怖いヤンデレさんになるのかもしれないよ」

「世界を壊そうとするレベルのヤンデレか。新しいなあ」

「ふふっ。『貴方あなたを殺して、世界も殺すわ！』っていうヤンデレさんだね」

　ようやくその顔に笑みが浮かぶ。モノクルが警告するように、ピピッとレッドアラートを発した。――彼女のロア性が再び上昇している。理り亜あが下げた存在性が、再び最強最悪の『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』にまで戻ろうとしているのだ。

「でも、ほんとにいいの。このまま殺さなくて。今なら、瑞みず江えお姉さんならザクザクッて殺せちゃうだろうし。キリカお姉さんならバクバクッて食べちゃえるよ？」

「構いません。私は今は人生最後のデレモードなので、彼のやりたいことをします」

「人生最後なのかよ！」

　それはとても貴重な時間だったんだな！

『あはは、私はとっくにモンジ君の物だからね。モンジ君がして欲しいことしかしないし、モンジ君がされたら嬉うれしいかな？　と思うことをしたいの』

「なんか無駄に言い回しがいやらしいぞっ」

　俺おれのツッコミに、二人は『ふふっ』と小さく笑い合う。

　ああ、もう。やっぱりこの二人は最高の相棒たちだ。

　そんな二人の返答を聞いて、ヤシロちゃんはどこか……羨うらやましそうに二人を見ていた。

　だから俺は――とっておきの質問をする。

「ヤシロちゃんは、何か夢とかってあるのかい？」

「夢？　おかしなことを言うね。ロアにそんなものは……」

『生まれることはあるよ』

　キリカが、ヤシロちゃんの言葉を区切ってそう告げる。

『ロアにも。人の噂うわさから生まれた私たちにも、人間みたいな夢が生まれることはあるよ。勿もち論ろん、もしかしたらそれは目的達成の為ために自動的に生み出されたものなのかもしれないけれど。でも、私はちゃんと……自分だけの夢が、私の中にあるの』

　キリカはきっぱりとそう告げる。

　ヤシロちゃんは目を瞬かせて、そして自分の胸に手を当てた。

「私の、夢かあ……どうなんだろうね」

「じゃあどうしてヤシロちゃんは、みんなにＤフォンを配ってたんだ？」

「それは――最初はその役割を得たからだった、けれど……うん」

　最初は『管かん理り人にん』の代行のようなものだった。だけど、次第に彼女は自分の意志でそれを行うようになっていたはずだ。

「お兄さんの時のみたいに『渡せば面白くなりそう』と思ったり。理亜お姉さんの最初の時みたいに『まだ渡すのは早い』って判断したりしたのは。私がそうしたいから、私の意志で、だったのは確かだね」

　そんな判断をしたということは、そこには彼女の意志があって。

　そして何らかの目的があったはずなのだ。

「いつか、自分と戦った時に面白くなりそう、とかか？」

「そうだね、それもある。だけど、お兄さんの成長は見てるだけでも楽しかったよ」

　ヤシロちゃんは真まっ直すぐに俺おれを見上げて、静かに微笑ほほえんでいた。

「うん、そう。楽しかった。そして、今もとても楽しい。こんなに凄すごいロアたちを引き連れて。キリカお姉さんをそこまで書き換えて。瑞みず江えお姉さんをそこまでデレさせて。私を倒す為ために、お兄さんやお姉さんたちがすっごく頑張ってくれたっていうことが、なんだろうな……本当に嬉うれしいの」

　ヤシロちゃんは最初から『破滅の物語』として生まれたロアだった。だからこそ、多分――最高の破滅を望んでいるのだ。自分が認める、最高の形で。

　かつて俺は、先輩と管かん理り人にんさんを一度失望させてから救い上げるという小細工をしたことがあったが、ヤシロちゃんにそれは通じないだろう。かと言って、一いち之の江えやキリカのように突然何かをしてビックリさせるという手も通じまい。理り亜あみたいに小さい頃ころから気に入ってくれているわけでもない以上……ヤシロちゃんには、俺がヤシロちゃんに話せる最大限のことをしなければならない。

「このままヤシロちゃんがずっと楽しいなら、俺はヤシロちゃんと戦い続けてもいいと思ってるんだぜ」

　俺がそう告げると、彼女はビックリしたように目を見開いた。

「一之江ほどずっとは無理かもしれないけど、俺だって割と戦えるしな。まあ、みんながいること前提になっちまうけど。ヤシロちゃんがずーっと続く『楽しい』を手に入れたいなら、俺はそれでもいいと思っているんだよ」

「そんなことしたら、お兄さんは……お兄さんたちは永遠にここで私と戦い続けるだけになってしまうよ？」

「はは、永遠にってのはおっかないな」

「うん、怖いでしょ。だから私は『終わり』をもたらす者なの。私たちはきっと、人間が何かを噂うわさし続ける限り存在するお化けだし。逆に、噂し続けるように何かをしなければ生きていけない。そんなロアにも世界にもきちんと『終わり』をあげることで、永遠に続く世界というのを終わらせるのが役目なロア」

『破滅を導く』というのは、つまり『永遠を終わらせる』という意味なのか。

　確かに、ずっとずっと同じことが続く――というのは恐怖を感じる。いつかきっと、人間も地球も滅びるんだろう、なんて勝手に思っているが、それが自分の時代だなんて思っていないから人は気楽なものだ。

　だけどヤシロちゃんは。ヤシロちゃんたちは違う。人間が存在し続ける限りその存在は続いていくし、それはいつ果てるとも知らない無限の旅になる可能性がある。例えば、地球が壊れてしまう日が来たとしても、全人類が宇宙に旅立っていれば――きっとその宇宙で『ロア』は生まれていくのだ。

　だから『いつか』なんて未来じゃなくて。

『終わらせる』為ためのロア。それがヤシロちゃんなのか。

　それが解わかったなら、俺おれに出来ることはもうひとつだけだった。

「じゃあ、こうしようヤシロちゃん」

　俺はヤシロちゃんを見て、そしてゆっくりと笑いかける。



「俺がヤシロちゃんを俺の物語にして、俺が世界を終わらせるよ」



「えっ……」

　この言葉に、一いち之の江えはため息を。キリカはクスっとした笑みを漏らした。

「俺が、こんな破滅とか滅亡を恐怖とか絶望するんじゃなくて。それはもう、愉快痛快に、みんなで笑顔で、大爆笑しながら『ハッピーワールドエンド』！　とか言いながら世界最終日を迎えられるような、そんな終末を作る。当然、隣となりにはちょっと育ったヤシロちゃんがいて、ニコニコ笑いながら俺に『最高の終末だね！』って言ってくれるんだ。ちなみに抱きついてくれてもいいんだぞ。ちょっと育った、というところがポイントだからな」

　俺がそんな夢想を語ると。

　ヤシロちゃんはポカンとしていた。

「終わりってのは、新しい始まりだろ。そりゃ、死んだり消えちゃうのは怖いさ。だけど……傍そばにいるのがとても大切な人たちで。そしてそこにあるのがみんな笑顔ならさ――そんな世界の終わりなんて、まだ誰だれも体験したことがないと思うんだよ」

「そりゃ、そうだよお兄さん……そんなの、あるわけない……」

「あるわけない。だけど、そういう噂うわさが流れたらどうする？」

　俺が言うと、ヤシロちゃんは『あっ』と目を見開いた。

「そう。俺や君は。そして俺たちは、そういった『あるはずない』ものを体現する存在。みんなが、人が、そしてロアが描いた夢をきちんと形にする存在なんだよ。だから俺は尋ねたんだ。ヤシロちゃん、夢はあるかい？　ってな」

　ヤシロちゃんの大きく見開いた目がキラキラと潤み始める。

「私は……私の夢は……」

「うん。夢だからな。でっかくいこうぜっ！」

　俺がガッツポーズをしながら言うと。



「私の夢は――みんなが笑顔になるような、そんな終末に導くこと――だよ!!」



　ヤシロちゃんが満面の笑みで。そして大粒の涙を流しながらそう叫んだから。

　俺おれは、そんな彼女をもっと上回る声量で。

　この破滅の世界全すべてに響き渡るように高らかに宣言した。



「ああ、俺が叶かなえてやる！　俺がみんなが笑って最後を迎えられる、最高に素敵な終末を迎えられる物語を見せてやる!!　だから、ヤシロちゃん！」

「うんっ！」



「君の破滅の物語たち全てひっくるめて、俺の物語になれ!!」



　俺が手を伸ばすと。

　ヤシロちゃんはその手を掴つかまずに。

　俺の体に全身で抱きついてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「私、お兄さんの物語になるよ!!」



　ビックリしつつも俺おれは、その小さな体をきちんと抱き締めて。

　その背中をしっかりと支えてやる。



　チャラチャチャチャチャチャチャーン!!



　やたら壮大なオーケストラみたいな曲がモノクルと化したＤフォンから流れて、俺はヤシロちゃんとその仲間たちのロアを全すべて自分の『物語』に出来たことを理解した。

「ふふっ、凄すごい、お兄さんの物語になったら……こんなに胸が熱くて、体の奥から優しい気持ちがいっぱい溢あふれる……あははっ！　ぎゅううう～！」

　大粒の涙を流しながら俺に全身でしがみつくヤシロちゃん。その背中をとんとん、と撫なでながら。一いち之の江えに視線を向ける。

　――こいつが事前に『ロアになったおかげで幸せになれた』という話をしてくれたのが、大きなヒントになった。つまり、破滅的な出来事であろうと嫌なものであろうと。それを受け止めて、そして自分の幸せに繋つなぐことは出来るのだ。

　世界が本当に破滅する瞬間が来る時に、笑っていられるかは正直解わからない。だけど、それまでの人生を本気で楽しく生きて、全力で遊び、悩み、戦い抜けば。きっと、最後の瞬間はみんな笑顔に違いない。こう、我が生涯に一片の悔い無し、みたいな。

　だから俺もそうなれるように。仲間たちと共に――過ごして行こう。

　そう、決意したのだ。

「はふぅ……まさか本当に私が口説かれちゃうとは思わなかったよ」

　涙も感動もひとまず落ち着いたのか、ヤシロちゃんは抱きついていた手を緩めた。

　そして俺の顔を覗のぞき込こむと、クスっといたずらっぽく微笑ほほえむ。

「さり気げなく育った私も期待されてしまったしね。お兄さんはスケベだなあ。今はハーレムの幼女要員で我慢してね？」

「ああ、それは問題ない」

　そういう枠があるというのもどうかと思うが。

　どうせちょっとタッチ、くらいしか許されないハーレムだ。

　今更何人増えたところで激しくエッチなことなど出来まい……！　くっ……！

「おや……？　モンジ。幼女キター、などと鼻の下を伸ばしている場合ではありません」

　一之江がぐいっと俺の耳を引っ張る。

「いでででっ、な、なんだよっ」

『あ、モンジ君……なんかヤバイ気配だよっ』

「ヤバイ気配？」

　辺りの景色は、ヤシロちゃんの作った破滅の世界のままだった。

　そういえば、俺おれの物語になったはずなのになんでまだ解除されないんだろうか。

「モンジ！　なんかゾクゾクしてるんだけど！」

「モンジさん、あの……危険ですっ」

　音ね央おや鳴な央おちゃんも走ってきて俺たちにそれを伝えてくれる。

　見れば、先輩たちや理り亜あたちもすぐに俺たちの周りに駆け寄ってくれていた。

　全員、なんらかの『危険』を感じとっているのに。何な故ぜか俺だけが解わからない。

「俺は何も感じないけどな？」

　そう思っていたら。

　突然、モノクルが物もの凄すごく熱くなる!!

「っづ!?」

　目が焼け付くような感触と共に、そこに物凄い勢いで赤い文字が羅列された。

　これはどう見てもレッドアラートだ。

　と、その瞬間。



　全員のＤフォンから、様々な音の激流が走った!!



「っ!?」

　全員、自分のＤフォンを取り出してその熱さと動作に驚く。

「一体、何があったんだこれ!?」

「わ、解らない、こんなこと初めてだけどっ、何かあるとしたら――お兄さん自身に何かあるのかもしれないよっ！」

「俺自身に？」

　そういえば、俺はＤフォンが使えなければロアの力を使うことも出来なかった。あれはヤシロちゃんの策略だと思っていたのだが実際はそうではなく、Ｄフォンが使えない空間だった、という理由だったのだ。

　今もみんなのＤフォンからはそれぞれ不思議なメロディーが鳴り響きまくっていて、なんとも気味の悪い不協和音が入り乱れている。これを引き起こしているのが俺だとしたら、何故、どうして、と思わずにはいられない。



「おやおや、お困りのようですね！」



　そんな時、不意に聞こえてきた声があって、一斉にみんなはそっちを見た。

　そこには、眼鏡めがねをかけた三つ編みの少女。

「三枝さえぐさ、さん？」

　ウチのクラスの学級委員長である三枝さんが、静かに歩いてやって来た。

　手には――なんとなく最近流は行やり始めた『スマートフォン』というものを持っている。

「ええ、私は三枝さんです。あ、モンジさんのクラスの三枝さんですよ。またの名を『語かたり部べ』と申しまして、単純に色々な方に色々なお話を聞かせる為ためだけに存在しているロアです。そして、ただいまモンジさんはついに『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』さんを自分のハーレム要員の一人、おっと失礼。物語の一人として迎えられたのでした、と――語っていたのですけどね」

　ニンマリ、と笑った口元はキリカが三枝さんを演じていた時とは違って、本当に物事の全すべてを楽しんでいる雰囲気があった。

「モンジさんのＤフォンはその『予言』と接続してしまったせいで、ちょっとした未来に出会うはずだった最大の脅威とも接続してしまったんです！　いやあー、大変ですねー」

「俺おれのＤフォンが『予言』と接続……？　未来に出会うはずの脅威……？」

　俺が尋ねると、そばにいたヤシロちゃんは「あっ」と小さく声を上げて。

「まさか……『マヤの終末暦ラスト・ヒストリー』？」

「そのまさかです！」

　三枝さんが得意げにビシッとヤシロちゃんを指差した瞬間。

　全員のＤフォンが一斉に輝き出した。俺のＤフォンも真っ白な光を発して、それらの光は空へと吸い込まれていく。

「そっか、お兄さんが私を『ノストラダムスの大予言』として手に入れてしまったから、２０１２年の12月22日に現れるはずだった『マヤの終末歴』は完全に未来に分離してしまったんだね……」

「ええ。しかしそれはヤシロさんの別の体でもありますので。こうして、無理矢理『今の時代』に引っ張り出されているのです、モンジさんの――百物語の力によって！」

「つまり、えーと、どういうことだってばよ！」

『モンジ君の力が、未来で生まれるヤシロちゃんの妹も今強引に呼び出してる感じだね』

「貴方あなたの妹萌もえはほんと病気ですね」

「すまん、それは全くもって否定出来ない」

「もう、兄さんたらっ！」

　キリカの説明と一いち之の江えの文句に謝罪していると、理り亜あが何な故ぜかちょっと嬉うれしそうにたしなめてくれた。

「妹とはいうけれど、多分今はそんな形はしてないと思うなあー」

　ほら、とヤシロちゃんが指差す方向には――。

　天空がビキビキと音を立てて引き裂かれていき。

　そこから神々しい金色の光が溢あふれ出だして。

　巨大な――虹にじ色いろの翼を持った純白の蛇が、静かにその空から姿を現し始めた。

　大きさはいわゆる怪獣サイズであり、ビームとか炎とか吐いてきたらこの辺りが一瞬で焦土になりそうな代物だ。

「つ、強そうな妹さんですねっ」

　というか人の形すらしていないどころではない。もう、巨大化する能力とか凄すごいビーム兵器とかで戦わないと無理なレベルだろあれ。

「強いと思うよ。人々は１９９９年を過ぎた後、次の『終末論』として『マヤの終末暦ラスト・ヒストリー』をすっごく噂うわさし続けたもの。多分、期待値で言えば私よりも上かなー」

　なんだかのんびりした口調でヤシロちゃんが呟つぶやくと。

「それを２０１２年になる前にもう呼び寄せてしまうとは、モンジさんも罪作りですねー」

　三枝さえぐささんが当たり前のように俺おれたちの仲間に交ざってしみじみと告げる。

　一応仲間なんだよな、知らせに来てくれたわけだし。まあ、この場合もう信じるしかないな、こうなったら。うん。

「で、どうします。もう『未来の終末』をやっつけちゃうんですか？　『語かたり部べ』としては、そういう熱い展開は大好きなのですが！　まあ、ちょっぴり仲間が足りないかもしれませんねー、このままでは」

「うっそ、マジでか。これでも足りないのか」

「ええ。なんせ相手はご覧の通り怪獣みたいなものですからね！　ちなみにあれは、マヤ文明とも大変縁が深い『アステカ文明』の『ケツァルコアトルの再臨』という存在です。何なに気げに場所が場所なら神様の子の象徴であったりしますので、つまり神がかり的におっかない！　というわけです」

　流石さすが三枝さんは『語り部』だけあって詳しいな。というか未来の情報まで詳しいというのだから『時空を超えた語り部』みたいなものなのかもしれない。

　しかし、足りないと言われても。

　なんて考えている、正まさにその時。



　その場に――蒼あおい光が稲光のように輝いた！



「お前は相変わらず、厄介な事態にいるな、一いち文もん字じ疾風はやて」

「お主も主人公なら、あれくらいデカいのと戦うと良いぞ、氷ひ澄ずみ」

「そうじゃのう、儂わしももう少し若ければのう……」

　蒼い光が収まると、俺たち前に――氷澄とライン、そして見たことのない紫色の和服姿の大人おとなしそうな幼女が佇たたずんでいた。口調はなんだか古臭かったが。

「そういうのはああいうチート臭い能力を持った男に任せることにしているんだ。ライン、ムラサキ。ともあれ『蒼の邪眼ブルーアイズ』の主人公は『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』に加勢するぞ」

「最初っからそのつもりであったくせに、氷ひ澄ずみは本当に男ツンデレじゃのう。くくくっ。まあ、良かろう。この『境さかい山やまのターボロリババァ』ライン、暴れてやるとするわっ！」

「氷澄は老体に鞭むちを打つのが得意じゃなあ。この『十じゆう二にの宮みやの紫むらさきロリババァ』ムラサキも仕方ないから参戦してやるとするわい」

　まさかの新顔を連れて、氷澄の援軍だった。しかし、氷澄の物語って基本ロリババァばっかりなんだな、とは内心だけの感想に留めつつ。

「嬉うれしいぜ氷澄、サンキュー！」

「構わん。今のお前は俺おれたち『主人公』にとってもかなり大きな意味を持つ」

　氷澄が理り亜あを見ると、理亜はこくん、と頷うなずいた。

「兄さんは私たち『主人公』にとっても、特別な意味を持つ存在になってしまいました。こうやって、未来から脅威を引き込んだりしてしまうこともありますし」

「そ、そうなのか、すまん」

「いえ、なので私たち『主人公』はなるべく兄さんに協力すると思いますよ。――私は元々、兄さんの物語ではありますが……」

「そうだな。世界の終末を従える者。そんなお前ならば、託す『主人公』も多いということだ。だから。――呼びつけておいたぞ。近隣の主人公どもをな！」

　氷澄がやたら格好付けて右手を大きく振り上げると。



　俺たちの集団を囲むように、更に無数の光が空から舞い降りる！



「と、戸と叶がのう市から、ま、参りました、『戸と叶がのうの影少女シヤドーピープル』と、その物語の『境さかい川がわのかまいたち』、『首なしライダーデユラハーン』ですっ！」

「アイドルの『不死の偶像アイドル・アンデツド』到着よ！　私の物語、『殺さつ人じんピエロ』と『幸運のうさぎの足ラツキーフツト』もいるから安心してねー☆」

「『妖刀デス・ブリンガー』――参りました。私の物語である『夜や霞がすみの口くち裂さけ女おんな』と『月つき隠がくれの和わ人にん形ぎよう』も、どうぞ戦線に加えて下さい」

「あー、一応要請に応じて『仮面舞踏会マスカレイド』もやって来た。『真夜中の吸血鬼ミツドナイト・ヴアンパイア』と『隙間ハイデイング・女ビユーテイー』もいるから、適当に使ってくれ」

「……『鏡カガミ紫ムラサキ』です……。『境山のクネクネ』と……『月隠のテケテケ』……もいますので……気をつけて、下さいね……」

「あ、あの、その、あ、『赤いマフラーレツドマフラー』ですっ。えと、『もう一人のクラスメイトアナザー・ワン』と、『件くだんちゃん』を連れて来ましたので、情報戦の、お手伝いにっ」



　いきなり、更に六人の『主人公』と思われるロアたちと、二人ずつの物語がその場に現れたのだった。男性主人公は『仮面舞踏会マスカレイド』一人だけ。他ほかはみんな女性という女性率。

　ただ、全員が持つその気配と能力、資質は――モノクルから伝わってくる情報を見る限りかなりのものだった。それこそ、つい最近までの俺おれがまともに戦ったら勝てなかったかもしれないレベルの『主人公』たちだ。

　――いるとこにはいるんだな、やっぱり。凄すごい人たちっていうのは。

　これで、氷ひ澄ずみたち三人も入れれば合計二十一人が戦線に加わることになる。

「ありがとう、助かる！」

　俺が礼を言うと、それぞれ頷うなずいたり笑顔を返したりしてくれた。

　まあ、仲良くなるのは後回しだな。

『じゃあ、モンジ君。私たちも出し惜しみなく全部出しちゃう？』

「そうだね、お兄さん！　私の『破滅のロア』たちも全部出しちゃおうよ！」

　キリカとヤシロちゃんがノリノリになってそう告げる。

　ふむ、全部出しちゃおう、か。

「よし！　管かん理り人にんさん、サポートお願いします！　理り亜あ、もし暴走するようなヤツがいたら無理矢理黙らせてくれ。今から――全部同時召喚してみます!!」

「解わかりました、ロアのデータ制御、お任せ下さい！」

「兄さんには指一本触れさせません！」

　二人の声に頷いて。俺はキリカの魔道書を右手に高く掲げ。そして左手で自分のモノクルに触れて。空に高らかに宣言する。





「さあ、１０１番目ハンドレツドワンの百物語を、始めよう!!」





　その瞬間、大量の紙片がバサバサと舞い散り、無数の赤い魔法陣が空間狭しと大量に浮き上がる。同時に、俺を中心として大地に巨大な青い魔法陣も現れると、それがゆっくりとぐるぐる回転し始めた。

　赤い魔法陣からはキリカの食べた『ロア』たちが。

　青い魔法陣からはヤシロちゃんの使役としていた『破滅のロア』たちが。

　同時に、大量に具現化していく!!

「おおおおおお……!!」

　具現化させていくだけで、俺おれの中から大量の『力』が失われていくのが解わかる。だが、それをキリカが、ヤシロちゃんが一生懸命支えてくれているのも解った。

　だから――俺は、俺の書庫にある力すら全すべて使い尽くしてでも。

　こいつら全てを制御してみせる!!

　瞬間、モノクルから眩まばゆい光が放たれると――。

　そこには、キリカのロアとヤシロちゃんのロアの全てが完全に具現化していた。

　そして、そこに現れたロアたちはみんな、ひとつの目標。

『未来の破滅』を見上げて立っている。

　そして彼女たち全員の情報が、一気に俺の中に流れ込む――!!





　最高の殺さつ戮りく力を持つ戦闘のエキスパートなロア『月つき隠がくれのメリーズドール』。

　ロア喰ぐいの魔ま女じよ、最悪の魔女として名高い『魔女・ニトゥレスト』。

　絶対の終末の予言『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』。

　最も強い『主人公』でありロアの天敵である『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』。

　正義の怪人赤マントとして知られる『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』。

　様々な未来を知りそれを回避させる絶望予期の魔女『予よ兆ちようの魔ま女じよ・アリシエル』。

　世界を滅ぼせるほどの大問題ともなった終末のひとつの形『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』。

　全ての都市伝説を管理することが出来る『８番目のセカイの管かん理り人にん』。

　妖精系の伝説を全て扱えるとされる伝説の女王『妖精の女王テイターニア』。

　世界中で知られ恐怖されている都市伝説『神かみ隠かくし』。

　最悪の海難事故からも生きて戻れるという『海からの生還者マリン・リバーサー』。

　中学校のトイレに潜んでいた旧『トイレの花はな子こさん』。

　中学校のトイレに潜むことになった新『トイレの花子さん』。

　迷い込んだ人間を食べて帰さない恐怖の村系ロア『人食い村カーニヴアル』。

　あらゆる物語を食べ尽くしてしまうと言われる『本食い蟲ブツク・テイカー』。

　人に寄生してその脳を操って狂わせるとされる『闇の寄生虫ダーク・ジアルジア』。

　世界各地に現れてレアな本を探し当てることが出来る『書物蒐集狂ビブリマニア』。

　学校の水道から蜘く蛛もが溢あふれるという怪談『蜘蛛タンク』。

　他人の記憶を操作して思い出を作り替えてしまう人物『記憶操作人スイート・メモリー』。

　いつの間にか当たり前のように一緒に遊んでくれている『隣の少女チルドウツド・フレンド』。

　政府機関に属していてあらゆる文書を偽造出来る役人とされる『公的文書偽造人オフイシヤル・サポーター』。

　星を見るだけでこの世の様々なことを言い当てる最高の占い師『星読み人ザ・スカラー』。

　自らを炎に包んでまで恋人に愛を貫いたとされる少女『炎に包まれた恋人インフエルノ・ラバー』。

　あらゆるオカルト情報を集めることに長たけた少女たちの集団『心しん霊れいクラブ』。

　個室に入り込んだ人を攫さらい、どこかに連れ去ってしまうとされる『密室の人攫いクローズド・アウエイ』。

　その歌声を聞くと自殺してしまう、そんな非業の歌手『自殺の歌い手スーサイド・シンガー』。

　地下に隠されたシェルターの入り口を守るとされる『核シェルターの警備員シエルター・ガードナー』。

　鏡に尋ねればなんでも答えてくれるという魔法の鏡の中の少女『鏡の中の私ブラツデイ・マリー』。

　空に浮かぶ、それを見ると悪いことが起きると言われる虹にじ色いろの毒雲『虹の毒雲ケム・トレイル』。

　家の中にいていつの間にか手伝いをしてくれる優しい小人『妖精ノーム』。

　極めて残虐で霊的な人殺しの悪魔とされる存在『月つき隠がくれの赤帽子レツドキヤツプ』

　夜に家に来て入り込もうとする漆黒の目を持つ子どもたち『ブラックアイズ・キッズ』。

　港で見つかった、海苔を摂取する宇宙人『夜や霞がすみ港こうのノーリアン』。

　本物の猫耳と尻尾を持つとされ話題になったことがある『キャットガール』。

　ベル・ウィッチと呼ばれる恐怖の魔ま女じよ『魔ま女じよ・鈴ベル』。

　自分の死亡現場まで乗せていくと消えてしまう幽霊的存在『境さかい山やまのヒッチハイカー』。

　夜や坂さか学がく園えんの深夜０時に鳴り響くピアノの音とその奏者『夜坂のグランドピアノ』。

　十じゆう二にの宮みや中学校に出没した声のみの怪人『十二宮のあぎょうさん』。

　真まっ赤かな目でいつも鍵かぎ穴あなから覗のぞいていた狂気の隣りん人じん『隣人レッドアイ』。

　子どもを殺した人の次の子に「私は殺さないでね」と言わせる『ネクストチャンス』。

　部屋の四隅をタッチするゲームをする際にお手伝いする『五人目の遭難者フイフスメンバーズ』。

　主に死体洗いのバイトなど、危険な仕事を斡あつ旋せんするのが得意な『バイトの斡旋者バイト・デベロツパー』。

　ヘッドライトが片方しかない車を追い越すと事故を起こすという『片目のセリカワンライト・パツシング』。

　前を横切るだけで相手を不幸な目に遭わせることが可能なロア『不吉な黒猫ブラツク・キヤツト』。

　対象の耳から白い糸を引き抜き視覚を奪うことが出来るロア『白い糸ホワイト・スイツチ』。

　深夜の砂すな嵐あらしや試験放送に電波を仕込み対象を驚かせたり殺害する『深夜のテレビ放送ミツドナイトＴＶ』。

　どんな願いでも三つ叶かなえることが出来るが、必ず酷ひどい代償を背負う『猿の手スリー・プレイ』。

　その詩歌を口にして読むだけで良くないことを起こせる作詞家『凶事の詩歌デーモンソング』。

　海から、窓から、大量の白い手を放つことが出来る『ホワイトハンズ』。

　廃駅だったが、迷い駅のように様々な場所に現れる駅となった『名無しの駅ネームレス・ステーシヨン』。

　持つ人に必ず災いが起こると言われる伝説のダイヤモンド『呪いのダイヤホープ・ダイヤ』。

　座った人が必ず死んでしまうと言われる伝説の椅い子す『死の椅子バズビーズチエア』。

　闇やみに潜んでいた殺さつ人じん鬼きが明かりをつけなかった人を殺さなかった『暗闇の殺人鬼ダークネス・マーダー』。

　外国旅行の芝居小屋で見世物になっていた助けを求める日本人『恐怖のダルマトラベル・フイアー』。

　毎日星を見ている素敵な少女だと思ったら首くび吊つり死体だった『星を見る少女ハングドガール』。

　巨大な鳥に乗って現れる鳥語を話す少女のロア『ロック鳥に乗る乙女ヴアージン・ロツクバード』。

　海軍の実験で生き残って人ではなくなったモノ『エルドリッチの悪夢フイラデルフイア・エクスペリメント』。

　奇怪な形をした人形が人間を呪のろって殺そうとする『三本脚の人形スリーレツグ・ドール』。

　戦争の終結を知らずに彷徨さまよい敵を殺そうとする『彷徨う将校オーバースト』。

　電話で問いかけをして答えられなかった者の体の一部を奪う『カシマレイコ』。

　不定形の存在で、家にやって来て恐怖を振ふり撒まく危険な存在『不気味な男ブギーマン』。

　金星からの電波を受信し、人にそれを送って狂わせる『金星通信士マーキユリー・オペレーター』。

　悪魔のような容姿を持って生まれ悪魔になってしまった少女『１３番目のリーズリーズ・サーテイーン』。

　最凶の殺さつ人じん鬼きをクローン化するという計画で生み出された『複製殺人鬼クローン・マーダー』。

　地震を世界中のどこでも意図的に発生させる為ための兵器『地震兵器ハープ』。

　ＤＮＡ操作によって復活した古代の凶暴な肉食恐竜『復活恐竜ミユータントレツクス』。

　ハロウィンの日に毒入りのお菓子を渡して子どもを殺す『お菓子配りハロウイン・サデイスト』。

　同じ夢を数回見ると死んでしまう『猿夢ドリーム・カウント』。

　突然人の体が前触れもなく燃えてしまうという現象『人体発火ＳＨＣ』

　何人もの女性を殺して捕まることがなかった殺人鬼『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』。

　魔ま女じよの村で生まれた蛾がの姿をした悪魔『黒き蛾の魔女モスマン』。

　魔女の村で生まれた空を高速で飛ぶ悪魔『飛行する魔女フライング・ヒユーマノイド』。

　雷を放ちながら空を飛ぶ巨大な鳥『雷鳥サンダーバード』。

　吸血する二足歩行のトカゲのような姿をした怪物『チュパカブラ』。

　宇宙人を捕縛し殺害出来る合衆国の秘密特殊部隊『黒服の男たちＭＩＢ』。

　外宇宙から地球にやって来る謎なぞの飛行する円盤群『未確認飛行物体ＵＦＯ』。

　ゴビ砂漠に現れる毒や炎、雷を使う巨大な人食いミミズ『モンゴリアン・デスワーム』。

　黙もく示し録ろくに登場し、世界の終末を告げるラッパを吹き鳴らす『七人の御使いセブンス・エンジエル』。

　自ら影となって移動し、影となって人助けする『戸と叶がのうの影少女シヤドーピープル』。

　境さかい川がわに訪れる人を切り裂いては楽しんでいた少女『境川のかまいたち』。

　首がないのにバイクを走らせている『首なしライダーデユラハーン』。

　死んだアイドルが今も生きていると噂うわさされている『不死の偶像アイドル・アンデツド』。

　大道芸で人を楽しませ、その駄賃で命を奪う『殺人ピエロ』。

　一緒にいるだけであらゆる幸運が訪れるとされる『幸運のうさぎの足ラツキーフツト』。

　手にした人間が血を求める殺人鬼になってしまうとされる『妖刀デス・ブリンガー』。

　本当に綺き麗れいだから『私綺麗？』と尋ねられても返答に困る『夜や霞がすみの口くち裂さけ女おんな』。

　長く伸びる呪いの黒髪で人を絞め殺すことが出来る『月つき隠がくれの和わ人にん形ぎよう』。

　その仮面を付けた人物は強制的に踊らされてしまうとされる『仮面舞踏会マスカレイド』。

　日中は普通の少女、夜だけ吸血鬼になる『真夜中の吸血鬼ミツドナイト・ヴアンパイア』。

　あらゆる隙すき間まを使って様々な場所に移動出来るロア『隙間女ハイデイング・ビユーテイー』。

　自分を覚えられている、というだけで対象が特定年齢になれば倒せる『鏡カガミ紫ムラサキ』。

　境さかい山やまに現れる『見るだけ』で相手を発狂させられるロア『境山のクネクネ』。

　下半身を切り離して高速で移動して対象を追い詰める包丁の達人『月つき隠がくれのテケテケ』。

　赤いマフラーを常につけた少女で首と胴体を分離出来る『赤いマフラーレツドマフラー』。

　いつの間にかクラスに紛れ込んでいて卒業と共に消える『もう一人のクラスメイトアナザー・ワン』。

　可愛かわいい女の子の顔、牛のようなナイスバディで未来を教えてくれる『件くだんちゃん』。

　蒼あおく輝く瞳ひとみを見てしまった者は不幸が訪れると言われる『蒼の邪眼ブルーアイズ』。

　境山で車やバイクと高速を競い合おうとする『境山のターボロリババア』。

　中学校に現れた全身紫ずくめのロリババア『十じゆう二にの宮みやの紫むらさきロリババァ』。

　全すべての物語を語り、全ての物語を識る者。友達の友達の本体『語かたり部べ』。





　総勢百名。そして俺おれを含めて百一名。

　それら全員が、今――この場には顕現していた。

「なんか私が殺しまくったのもいるんですが」

　一いち之の江えが不服そうにヤシロちゃんに呟つぶやく。

「まあまあ、瑞みず江えお姉さん。こっちのみんなは殺されたことを特に気にしてないよ」

「気にされていないのもムカつきますが、まあいいでしょう」

　一之江は不服そうにしながらも納得していた。ヤシロちゃんの『破滅の属性』を持ったロアたちは、ヤシロちゃんを仲間にした段階でまた息を吹き返してくれたりしたのだろうか。それとも、ヤシロちゃんが書き換わったように、彼女らも新しく書き換わったりしてくれたのかもしれない。

　そうだったらいいな、と期待を込めながらそこに集まった一同を見回していると。



「モンジ、さあ号令を」



　俺の背中に立って、一之江が告げた。

「せっかく隣となりに立って戦えるようになったのに、そこなのかよ」

「ここは私の場所ですから」

　そう、確かに。そこはこいつだけの場所だった。

　ただ難点なのは、抱き締めづらいということだけだ。

　だから俺は腕を背中に回して無理矢理抱き締める。

「あっ……な、何をするんですか」

「いや、もっとしっかり守って貰もらわないとな。いつまでも、これからも、ずっと」

「……そのつもりですから、安心して下さい」

　とん、と背中に一いち之の江えの頬ほおを当てられて。俺おれは内心でニヤニヤしてしまった。

　しかしこいつ、ほんと、デレると可愛かわいいな！　とは心の中だけに留めておく。

　何な故ぜならそれを言うともう、デレてくれなくなりそうだからだ。

「よし、号令をしよう、うん」

　一之江を背中に抱き締めたままだと流石さすがに視線が痛いので……というか生暖かい視線がほとんどだが。物寂しい気はしたものの、その手を離して俺は高々と上げる。

「えーと。敵は未来の破滅『マヤの終末歴』！　だけどなみんな！　俺は、終末っていうのはめちゃめちゃ先延ばしにするつもり満々だし、それが訪れたとしても、それはみんなが爆笑で迎えられる最高にハッピーな終末にしようと思っている！　だから、あの子にもそれを思いっきり教えて刻み込みたいので力を貸してくれ!!」

『おーっ!!』

　ヤシロちゃんをはじめ、ノリノリな子が元気良く手を上げて賛同してくれたおかげでそれは大歓声になってくれた。理り亜あがちょっと照れながら小さく手を振り上げていた、というのも見られたし、それはそれで眼福だった。

「そんなのは出来ない、夢だ、理想論だ、とか言われるかもしれないけどな！　だけど、俺たちって存在が既に、夢だし、理想で出来ているものだ。その俺たちが見せてやるって言っているんだから――見せてやろうぜ、最高の物語を!!」



　オオオオオオッ!!



　それはノリノリの子が率先するまでもなく。

　みんなの心から出た歓声だった。

　もしかしたらここにいないロアたちの声もあったのかもしれない。まだ見ぬ、これから俺の仲間になるロアの声もあったのかもしれない。何故なら今、この時は『時空』を超えた戦いの場なのだから。

　だったら――そう。２０１２年の12月にいる存在にだって、きっと届く。





「さあ――みんな、行こう！　未来の夢に、俺たちの物語を届けに!!」





　そして俺は号令と共に、自ら白い蛇に向けて突撃して行った。

　これから物もの凄すごい怖い敵に挑みに行くというのに、一緒に走る仲間たちは……みんな俺に笑顔を向けて走って。そして自分の力を最大限に発揮していく。

　これからまたぶつかったりするかもしれない。仲間割れだってするかもしれない。だから、全すべての手の内を本当は見せない方がいいのかもしれない。

　だけどそんなことは関係なく、全員が全力を尽くして『マヤの終末歴』に向かって行った。その姿は――何な故ぜだかとても嬉うれしいもので。

　戦いながら、危うく涙で目が霞かすみそうになることもあったけれど。その度に背中にいる少女が俺おれの背に手を触れてくれた。

『大丈夫ですよ』

　と。

　そう、いつだって大丈夫だ、俺のすることは間違っていない、と。

　彼女はそこにいてそう告げてくれていたのだ。

　だから俺はこの仲間たちが誰だれ一人として死なないように。

　みんなで生きて。『楽しい終わらない物語』と、そして『最高の終末』を迎える為ために。

　一生懸命全員のコンディションをチェックし、確認し、ピンチな人がいればすぐに助けを向かわせ、或あるいは自分で助けに向かったりしながら戦い抜いた。

　ヤシロちゃんのロアたちはやっぱり戦闘力はかなりのものだったし。キリカのロアたちはキリカの魔術の源にもなっていたようで、特殊な力を発揮するものが多かった。そして、主人公たちは流石さすがに戦い慣れしていて、攻撃にサポートに大活躍してくれていた。

　白い蛇が放つ力は正まさに天変地異であり、大地が裂け、天からは雷や暴風雨が襲い、どこからともなく津波や土砂が降り注ぎ、溶岩が湧わき出だすというものだった。

　だが、暴風雨や雷、大地震などはさっきヤシロちゃんと戦った時もなんとかなっていたおかげで経験が生きて上う手まく回避出来たし、津波や溶岩はＵＦＯに乗って回避したり飛んで逃げたりとバリエーション豊かになんとかすることも出来た。

　こんな派手な戦闘、早々経験出来ないだろうな。

　だからその場にいるみんな、躊躇ためらいもなく自分に出来ることを試したし。

　仲間を頼りまくって動いていた。

　――戦いは、結構長く続いたようで。

　実はそんなにかからなかったのかもしれない。



　やがて、終末を司っていた蛇の猛攻もついに大人おとなしくなった頃ころ。

「さあマスター、メリーズドール、留めを刺してこい！」

　アリサのバスターキャノンに乗った俺たちは、大蛇の遥はるか上空まで来ていた。

　眼下では、仲間たちが全員見守っている。

　今正に――千載一遇のチャンスが訪れていたのだ。



「一いち之の江え、行くぞ！」

「ええっ」



　一之江と一緒に飛び降りながら、俺おれは『その言葉』を一緒に告げる。



『もしもし、私よ――』



　俺たち二人は巨大な蛇の真上に翻り。

　一之江はナイフを持ってそのまま落下。

　俺はそんな一之江の体を支えて――。



「今、貴方あなたの後ろにいるの！」

「こっちだ『マヤの終末歴』！」



　一之江がナイフを突き立てようとした瞬間――俺が呼びかけると。

　白い蛇が、一之江を見る！



「『見返殺害メリーズピリオド』!!」



　俺たちの体はそのまま、蛇の口からその頭を貫いて――。

　くるくると回転して、地面に着地する。



「シャアアアアアアアアアアアアアア!!」



　白い蛇は、ついに断末魔の悲鳴を上げると。

　ズゥゥゥゥン、とそのまま地面に落下し、光となって消滅していった。

「ふう……やっつけたか……」

「やったか！　とか言うかと思ってひやひやしました」

「う、そのフラグは流石さすがに言わないでおいた」

　などと二人で話しながら笑い合う。

　と、白い蛇が消滅した辺りにキラキラとした光が生まれていた。

　そこに、うっすらと白い服に包まれた少女の姿が見え始める。

「……そういえば一之江って、能力だけ殺したりとかも出来るんだっけか」

　以前、俺の中のメリーズドールの力だけ殺した、とかされたのを思い出した。あれは物もの凄すごく悔しかったなあ、なんて記憶もある。

「ええ。ナイフで『うにゃららを殺す目』とかそういうのがあると格好いいし流は行やるらしいので、いつでも貴方あなたから私の力を返して貰もらえるように練習しておきました」

　その流行りはよく解わからなかったものの、つまり一いち之の江えは今回も『マヤの終末歴』の、その生命ではなく『終末の存在性』もしくは『ケツァルコアトル』の部分だけ殺す、とかやってくれたのか。

　死ぬ、と言えば――仲間たちに死者は出てないよな、と確認して見回してみる。

『うん、死傷者ゼロ。けが人はそこそこいるけど、それは回復出来るレベルだよ』

　ホッ。なんかもう、それだけで嬉うれしくなる。っていうか、あのＵＦＯとか黒服の人たちは、なんでかなりやられてるのに死者ゼロで済むんだろう。そこが一番の謎なぞだな。

　まあいいか。それはさておき、だよな。

　そんな百人のロアが見守る中で、俺おれはゆっくりと光に包まれて降りて来る少女を、両腕でそっと受け止める。念願の『空から降ってきた女の子』を手に入れた瞬間だ。

「う……んっ……」

　そして。ヤシロちゃんに似た、でも少しだけ雰囲気がヤシロちゃんよりもおっとりしたように見える少女がうっすらと目を開いたところで。

「さて……」

「はぁ……貴方は誰だれにでもそうやって言うのですよね」

　俺がこれから言おうとしている言葉を先取りして、一之江がため息を吐く。

『まあ、モンジ君だもん。誰にだって言っちゃうだろうし、これからもどんどん言っちゃうんだと思うよ？』

「ですね」

　一之江とキリカが納得したように微笑ほほえむ。

　その少し向こうでは音ね央おや鳴な央おちゃんもちょっと微笑んでいて、先輩や管かん理り人にんさんもニコニコと見守ってくれていた。理り亜あはちょっぴりムスーとしており、スナオちゃんやアリサがニコニコと慰めてくれている。

　そう、まったくもって、平常通り。

　そして、そこに新たに加わったヤシロちゃんが満面の笑みで俺を見守ってくれていた。

　これが俺たちで、そしてこれからも続いていく関係性なのだ。

　だから俺は――ようやく目を開いて、俺の顔を見て驚いている少女にこう告げた。





「君も、俺の物語にならないか？」



    

  
    
      


◆そして最高の終末に向けてのエピローグ





◆2010-09-06T07:30:00　"Ichimonji's House"





「兄さん、起きて下さい、兄さんっ」

「う、うーん、あと五分、もしくは理り亜あのサービスがいい……むにゃむにゃ」

　よくある、いつもの朝の風景。

　理亜にいつものように起こされるという幸せな日。

　せっかくなので寝ぼけたフリをして、理亜にちょっとしたサービスをお願いしてみるとしよう。ふふふ、理亜が困って『ええと、ええと』と悩む姿が目に浮かぶ……。

「解わかりました。兄さんが起きないのでしたら、私も一緒に寝ようと思います」

　なんだと……!?

　まさかの、朝から理亜とのドキドキ添い寝……！

　そんな夢みたいなことがあっていいのか？　いや、理亜のお茶目という可能性はある。これで反応すると『ほら、変なこと言ってないで起きますよ』とかに違いない。なので、ここは真偽を確かめる為ためにも寝たフリを続行だ……！

「となれば、制服は脱ぐべきでしょうね」

　何ぃぃぃっ!?

　理亜もたいがい積極的な誘惑が多くなってきたが、まさか朝からこんな！

　シュル、と胸元のタイを抜き取る音がして、俺おれはかなり緊張してしまう。

　まさかそんな。いきなりそんなことになってしまうのか？

　こう、すまん、ええと。色々な子たちよ。

　俺は今日こそ妹の誘惑に耐え切る自信がない。



　シュル……シュル……シュル……トス……



　衣きぬ擦ずれの音が聞こえ、床に衣服が落ちる音も耳に入ってきた。

　つまり、今の理亜は少なくとも下着状態。靴下はどうなのかは解らないが、お兄ちゃんは靴下は履いたままでＯＫ派でもあるから、そこは気にしなくてもいいんだぞ理亜っ！



「さて、それでは下着も脱ぐとしましょう」



　なんですってーっ!?



「理り亜あ！　お兄ちゃん嬉うれしいけど、それはやっぱり良くない……！」



　俺おれは大慌てで起き上がると、理亜を止めようと手を伸ばした。

　しかし、そこにはタイを取っただけで立つ制服姿の理亜が。

「おはようございます、兄さん」

「え、あれ……あれ？」

　理亜はとてもしれっとした顔をしている。

　そして、その足元にはハンカチが落ちていた。

「……もしかして」

「ハンカチで衣きぬ擦ずれの音を作るテクニックは得意です」

「……そうなのか……」

「こういう時の為ために練習しましたから。さ、兄さん。目はハッキリ覚めたようなので、早速支度をして下さいね」

　床に落としたハンカチを拾い、外したタイをまた付け直しながら、理亜は部屋を立ち去っていった。俺はその背中をポカーンと見送ってしまう。

　パタン。

　ドアが閉じられるると。

「うおおお、俺のバカ！」

　という叫びながら、ベッドの上でゴロゴロ転がったのだった。





　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆　　　◆





　さて。なんだか前にもこういう朝を迎えたような気になりつつ。

　理亜は強したたかな妹になったなあー、なんて思っていた朝。

『いってきまーす』

　家を二人で出たところで、新たな二人の少女と遭遇した。

「あれ、音ね央おに鳴な央おちゃん。おはよう」

「おはようございます、お二人とも。どうしたんですか、こんな時間から」

　いきなりの訪問者に、俺おれと理り亜あは顔を見合わせる。

「え？　だってほら。あたしたちって付き合ってるわけじゃない」

「はい。ということは一心同体の私ともモンジさんはお付き合いしていることかと」

「え……え!?　に、兄さん、どういうことですか!?」

　いきなりの修羅場突入であった。

　見れば、音ね央おはニヤニヤしているし、鳴な央おちゃんはニコニコしている。この二人、記憶をなくしていた時のことはノーカン、という約束をなかったことにして、楽しむ為ためにやってきたな……！

「兄さん、音央さんと、お付き合いを？　あれ、ですが、鳴央さんとも……？」

「実は、あたしが告白してＯＫを貰もらったの」

「えええっ!?」

「あの時の音央ちゃんは半分私が融合していたようなものなので、私の告白もＯＫだった、ということになるんですよ」

「えええっ!?」

　理亜が面白いくらい解わかり易やすく動転していた。なんとなく、最近感情豊かになって良かったよなあ、なんてまるで関係ないことをほのぼの思う。

「だ、だって兄さん、わ、私にあんなことしましたのに……っ」

　しまった。もっと嫌な予感のする話の方向性に転がり出したぞ。

「ん？　どんなことされたの、理亜ちゃん？」

「ちょっと詳しく話して下さいませんか？」

　やばい、それまではからかうつもりだったっぽい六むつ実み姉妹の雰囲気が途端になんか険悪なものになってきた気がする。ここはちょっと、静かにバレないように一いつ旦たん撤退すべきかもしれないな。よし、そろ～り、そろ～り……。

「あ、モンジく～ん！　管かん理り人にんさんと相談して決めたんだけどねんっ！　告白のお返事、ＯＫすることにしたよん！」

「ノオオオオオオウ!?」

　突然現れた先輩、そして突然のお返事。それはいかにもバッドなタイミングを狙ねらったかのようなものだった。

　見れば、三人の娘さんたちはピタっと停止していらっしゃる。

「まあ、わたしもモンジくんにはお胸を触らせちゃったくらいだし。ここは初めての彼氏さんになってもらっちゃってもいいかなー？　って……って、ほえ、どったの？」

　そして先輩はようやく俺たち四人に漂う空気に気付いたように首を傾かしげた。

　いや、うん。わざとじゃないかな。わざとに違いないんだけどな。

　だけどわざとっぽくないこの仕草が愛らしい……！

「わ、わーいっ」

「モンジ！」「モンジさん！」「兄さん！」

「ひぃっ!?」

　凄すごい顔で睨にらまれて、思わずすくみ上がってしまう。

　そうか、すまないヤシロちゃん。俺おれの終末はここにあったのかもしれない。なんでもないごくごく平凡な一日の朝。そんな所にも意外なバッドエンドは隠されていたのだ。

「いやあ、リアを迎えに来てみれば、面白いものが見られたなあ、スナオ。あれが日本で言うところの修羅場ってヤツだぜ。私の予兆だと、あいつは今日死ぬな」

「なるほどね、ジャパニーズしゅらば、てっかばってヤツね！　勉強になるわーっ！」

　遠巻きに見ている中学生コンビは助けにもなんにもならないばかりか、面白がって煽あおるくらいのことは平気でしてくるような連中だろう。

　俺が人生の幸せと不幸というのはなんなのか。リア充とは爆発物なのかどうなのかを考えていた、そんな時だった。



　ブロロロロロ!!　キキィ!!



「うおおおっ!?」

　俺のギリギリ目の前で黒塗りのベンツが停車する。これかなりギリギリだったけど、当たっていたらかなり吹き飛んだかもしれない勢いだったぞほんと。

「そこのハゲいじめに精を出すのも大変構いませんが、その時の皆さんは、彼のあれがあんなことになるとは思ってもいなかったのです」

「何かが始まりそうなモノローグで現れるなよ一いち之の江え!?　何がどうなるんだ!?」

　颯さつ爽そうと後部シートから現れた一之江は、いつものようによく解わからない言葉からスタートだった。ツッコミのおかげでちょっと場が穏やかになった気がする。

「おっ、なんか今日はみんないるねっ。じゃあもう一台車を呼んだ方がいいかな？」

「ん？　もしかしてみんなで移動した方がいいようなことか？」

「まあね」

　ひょこ、と車の窓からキリカが顔を出す。確かこの車は後ろに六人くらい乗れるが、音ね央お、鳴な央おちゃん、理り亜あ、アリサ、スナオちゃん、俺、一之江、キリカ、先輩と俺たちはとっくに九人くらいいる。

「あ、わたしは車で送って来て貰もらったから大丈夫だよんっ。そっちに何人か乗せていけばいいとして、何かあったのん？」

　先輩はその辺りもぬかりなく動いていた。流石さすがです先輩、出来れば俺と中学生たちとかでそっちの車に乗せて貰えませんか。

「うん、ヤシロちゃんが『あちゃー、月つき隠がくれ、やばいねー、あちゃー』ってすっごい楽しそうにニコニコしているんだよね」

　ヤシロちゃんが楽しそうにニコニコしているという段階で、それがかなりやばいというのが伝わってきた。

「『ヨハネの黙示録イオアン・アポカリプス』というロアが現れたそうなのですが。これが大変面倒臭いことに、『闇の権力者ダークネス・パワーズ』というチームのロアなのです」

　一いち之の江えがヤシロちゃんの言葉を代弁して語る。

　なるほど、まだヤシロちゃんを物語にして間もないのに、もうそんな危険なロアが隣り町に現れたってことか。

「チームってことは……チームバトルってことかな」

　今のウチのチームはそんじょそこらのロアチームには負けない強さがある。あの『マヤの終末歴』とのバトルの後に『主人公』な娘さんたちともメアド交換をしてあるし、いざとなれば助けて貰もらえる約束もしてある。勿もち論ろん、助けに行く約束もした。

　だから相手がちょっとやそっとのチームならなんとかなるはずなのだが。

「かなりやばいチーム、とみた」

「そうなんだよ、お兄さんっ！」

　そんな元気な声と共に、突然現れたヤシロちゃんが、思いっきり抱きついてきた。俺おれは思わずたたらを踏みつつ、そんなヤシロちゃんの小さな体を支える。すると、間近にあった可愛かわいい顔が近付いてきて、俺の頬ほおにキスされた。

「なっ！」

　理り亜あが固まる。

　ああ、これは車の中は俺と理亜が隣となりにされて、ずっとお説教コースだ。それはもう間違いない。そう覚悟した。

　そんなこともお構いなしに、ヤシロちゃんは嬉うれしそうにノリノリで話を続ける。

「しかも、彼ら『ヨハネの黙示録』はね。能力的に『地球浄化テラ・フオーマー！』とか、『人類軽減化ヒユーマン・アブソリユート！』とかできちゃうから、もしかしたら私よりも危険かもしれないのっ」

「今、俺の命の方が危険だよヤシロちゃん。ははは」

　なんとなく、他ほかの女性陣の顔がおっかない気がして、冷や汗が流れる。もう、俺浄化とか、俺軽減化とかされそうな勢いですよ本当に。

　まあ、ともあれ。こう、物もの凄すごい強敵が現れた！　というのは解わかったのだが。ヤシロちゃんはそのふにふにすべすべのほっぺで俺にすりすりするのを止やめてくれないと、そろそろ本当に俺は死んでしまうかもしれないな。うん。ははは。

「まあ皆さん。そいつをさり気げなくグサグサしながら、敵もやっつけるとしましょう」

『はーいっ』

　一いち之の江えの提案に、みんなが綺き麗れいに声を揃そろえて返事をする。

　なんだそれは。そういう結束もありなのか。というかグサグサ確定なのかっ。

　どうやら音ね央おと鳴な央おちゃんは先輩の車に。

　理り亜あは俺おれをじーっと見ているので俺の行く車、つまり一之江とキリカの車だろう。

　中学生二人は先輩の方に乗せて貰もらうとしてだ。

「しかし朝からバトルかー」

　なんとも忙しいものだぜ、と思いながら背伸びをすると。

　清すが々すがしいほどの綺麗な青空が目に入った。

「お」

　真まっ青さおな空。流れる白い雲。

　これがなんというか『世界』なんだよな、なんて漠然と思う。

「ん？　どうかしたモンジ君。しみじみため息なんて吐いて」

　こういう時に真っ先に反応してくれるのは、やっぱりキリカだった。

「ああ、いや。なんか……俺たちの戦いはこれからだ！　みたいな感じだなーって思って。ヤシロちゃんをこうして仲間にして、未来の終末である『マヤの終末歴』をやっつけたとしても、すぐにこういうおっかない敵が出てきただろ？」

「あははっ、そうだね。ほんと、モンジ君といると飽きなくていいよっ」

「だね。お兄さんといると面白いよ！」

　キリカとヤシロちゃん。ロアの中でも本当に純粋なロアが二人揃って喜んでくれている。だったら、大変だけど強敵との戦いもそれはそれでいい思い出作りなのかもしれないな。

「一之江は？」

「さり気げなく私の妹に会っていたというので、どう殺してやろうか悩んでいます」

「げっ」

　そういえば、こいつは俺と妹を会わせたくなかったんだった。

「まあ、会ってしまったものは仕方ありません。貴方あなたの評判は良かったので、もう二度と会わないで下さいね。ハーレムに入れようとか思われたら困りますから」

「なんだ。優ゆう都とちゃんはダメで、一之江本人ならいいのか？」

　なんとなく言ってみただけなのに。

　一之江の頬ほおはちょっとだけ赤くなって。

「――どうやらこれからの戦いの前に死にたいようですね」

「ほんとにすみませんでした一之江さん。マジ勘弁して下さい」

　一之江の手にキラッと光る何かが見えたので、俺は平身低頭、謝り倒した。

「んもう、兄さん。そういうこと言ってないで……先に車入りますねっ」

　理亜はちょっとむすっとしながらも、率先して動いてくれた。

　俺おれはヤシロちゃんを下ろしてから、もう一度青空を見上げる。

　彼女もまた「ふふっ」と笑いながら、車の中に入っていった。

　そして、そこには俺と一いち之の江えとキリカだけが残される。

　きっと、理り亜あもヤシロちゃんもなんとなく気を遣ってくれたのだ。

　この三人で、朝の青空を眺める僅わずかな時間をくれる為ために。

「んー、いい物語日び和よりになりそうだなっ」

「ええ、ザクザクグサグサ、物語を叩たたき込こむとします。貴方あなたに」

「そうだね。モグモグムシャムシャ叩き込むよ！」

「お二人の擬音が大変嫌なものな件について、異議があるのですが」

「却下！」「却下です」

　なんだかいつかの朝――。

　俺とこの二人の始まりの時にしたような会話を交わして。

　そして三人で笑い合った。

「じゃ、紡ぎに行くか。最高のハッピーエンドになる、終わらない物語を」

「ええ行きましょう、モンジ」「うん！　行こう、モンジ君！」

　二人の返事を受けて。

　そして俺たちはどこまでも進むのだろう。



　ずっとずっと続く物語に向けて、いつまでも――。



ENDLESS HAPPY END!!



    

  









    
      あとがき



　皆さん今までありがとうございました。サイトウケンジです。

『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』これにてフィナーレとなります。とはいえ、モンジたちの物語はこれからもどんどん続いていくので、また何かの機会があれば是非お届けしたいと思っております。今までお付き合い下さって本当にありがとうございました。前回「最終話」と書いて、しかもあとがきもなしで行きたいです！」と相談したら担当編集の庄しよう司じさんは「いいですね、面白い、やりましょう！」とすぐに乗っかってくれました。あのファイティングスピリットはとても僕を支えてくれたものです。今回もちゃんと最後まで見届けて下さいました。本当にいつもいつも支えてくれていたので、会社は変わってしまってもあの戦う姿勢は常に変わらないものと信じています。この最終巻がきちんと庄司さんの門出にお届け出来たのもまた、僕としては感慨深いものとなりました。



　さて、というわけで最終巻なのですが、中には終わってしまうのが残念だ、と仰ってくれる読者の皆さんもいてくださって、本当に作者冥みよう利りに尽きました。僕もモンジを始めとしたキャラクターたちに物もの凄すごく愛着がありますので、形を変えて品を変え、また色々な方法でどこかに出せたらいいな、なんて画策しております。この場をお借りして、各キャラクターについてでも語ろうかなー、なんて思いましたがやめておきます。なんと言うか、そういうのは作者がペラペラ語るよりも、読者の皆さんたちが語りまくってくれるのを横で聞いていたい、みたいな気分なので。良ければ僕に見える、ないし聞こえるように「一いち之の江えのここがやっぱり好き」とか「キリカのここがずる可愛かわいい」とか「理り亜あは俺おれの妹」とか「スナオちゃんちょろ可愛いくて娘に欲しい」とか、そういうのを楽しみたいです。作者である僕に感想を言うのではなく、友達同士で語り合いまくってくれるのが本望なので、是非それで宜しくお願いします。

　で。最終巻ということで色々と解禁しました。「それぞれのファンはそろそろこういうのが見たいはず」という内容にしましたが、いかがでしたでしょうか。個人的には「そろそろ先輩ファンは先輩のボインにタッチしたいんじゃないかな」と思ったのでタッチしたのと「そろそろ理亜のファンは妹と一線を越えたいに違いない」と思ったので大変なことをしてしまったのと「そろそろキリカのファンは見たいに違いない」と思ったので見せちゃいました。まあ、イラストでは見えないのはこれがＭＦ文庫Ｊだからです。僕だって……悔しいさ……！　あと、個人的には一之江のデレ。デレデレ。マジＤＤ。このＤＤっぷりを書く為ためにこのシリーズを書いていたのではないかと思うくらいのデレデレ。ともかくデレですよ奥さん。そんな気分です。まだ読んでいない人はお楽しみに。もう読んだという人はもう一度読んで噛かみ締しめるのも悪くないですよ。

　そろそろあとがきも終わり、つまり全すべての終わりが近付いて参りました。ここでお礼のターンです。涼りよう香かさん、本当に最後までありがとうございました。いつもいつも先に涼香さんの絵が見られた幸福は忘れません。ラフの段階ではぱんつやら裸やらが描いてありますので、それだけでも優越感ムンムンでした。本当にラストまでお付き合い下さりありがとうございました。これからもノリのいい絵師さんでいて下さいませ。そして、担当編集としてずーっと支え続けて下さっていた庄しよう司じさん。もうメディファクじゃなくなったとしても貴方あなたはずっと僕の担当編集です。本当にお世話になりました。これからは別の会社に行ったとしても仲良くしてくださいね。８巻までほんとお世話になりました。ラブよ。そして８巻の完成を上う手まいこと引き継いでくれた編集の成なり田たさん。色々ワガママ作者ではありますが今回ありがとうございました。今後は別シリーズなどで是非宜しくお願いします。

　そして僕の小説家デビューを一番喜んでくれていた両親、本当にありがとうございます。こういう先行き分からないような職に就くことも暖かく見守ってくれたおかげで、のびのびと、やりたい放題の小説を書くことが出来ました。今後も多分、やりたい放題やって色々やらかして行くので、末永く見守って欲しいと思います。なので、本当に体には気をつけて、ずーっと健やかでいて下さい。

　他ほかにもデザインしてくださった方々や、ドラマＣＤで声を当てて下さった声優さんたち、ドラマＣＤ化を物もの凄すごく喜んでくれた友人たちなど、感謝してもし尽くすことなど出来ない人々がいっぱいいます。『何かを作り上げる』というのは、たくさんの人に感謝することだ、と教えてくれているのもまたそんな皆さんです。僕はこれからもたくさん何かを作り上げ、そしてたくさん感謝していくことになるので、これからも長～くよろしくしてくれたら嬉うれしいです。そしてそして。この『１０１番目ハンドレツドワンの物語』を読んでくれた皆さん。買ってくれた皆さん。友達に貸してくれた皆さん。ちょっと噂してくれた皆さん。気に留めてくれた皆さん。そんな皆さんに心から感謝します。この作品が、そんな皆さんの心の中で何かの『想い』になって、そして新たな物語を紡ぐきっかけになれば幸いです。

　最後にちょっぴり宣伝を。ドラゴンエイジで連載中の『トリニティセブン』という漫画や、僕の美少女ゲームブランド『EX-ONE』で鋭意製作中の新作『月あかりランチ』も、少しだけ興味を持ってくれると嬉しいです。でも後者は18歳未満はダメなのでご注意を！

　それでは本当に名残惜しいですが、皆さんがこの物語を噂をすれば、それは『ロア』となって実体化するかもしれません。などと呟つぶやきつつ。また何かの機会にお会いしましょう。



　　　　２０１２年の寒い日。マヤ暦の結果にワクワクドキドキしつつ。サイトウケンジ
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